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　説教というものは、なにも学校や家庭で受けるものとは限らない。大人おとなから子どもに施ほどこされる愛の鞭むちというだけでなく、大の大人でも上司や先輩に説教を受けることもある。そもそも説教とは、ダメな人間に与える小こ言ごとという意味ではない。

　偉えらい人からの教え、というのが正しい使い方である。本当に心に響く説教とは、誰だれが誰に施しても良いものだ。ましてやそれが徳の高い僧のものなら、なおさら聞くべきである。

　世界に名を轟とどろかせる犯罪者、怪かい盗とう百ひやく色しきでさえ例外ではない。

　御ご色しき町ちようのはずれにある、昧まい礼れい寺じ。彼は時々そこに赴おもむき、住職の説教を聞く。

「貴き様さまは世間的に見れば大悪党だが、極ごく楽らくに行けぬわけではない。功く徳どくのポイントが人よりマイナスになっているだけで、人一倍ポイントを稼かせげば極楽への船ふな賃ちんくらい稼げるだろう。それを望めば、の話だがな」

　昧礼寺の本堂ではなく、そこからわずかに離れた住職の住まい。そこの居間で茶を飲んでいる住職。ターミネーターというあだ名がこれほど似合う老人もいまい。近年、ますます筋肉が増えたのではないかと囁ささやかれている。せめてサングラスをとればまだ違う印象になったかもしれないのだが。

「私は――地じ獄ごくに堕おちても後こう悔かいはしません。ただ、家族が心配で」

　そんな住職が淹いれた茶を飲んでいるのは、怪盗百色。シルクハットにタキシードという格好が、驚くほど和室に似合わない。しかしこれ以外の格好をすると誰だかわからなくなってしまう。名刺代わりの格好とも呼べるが、警察の目のことを全まつたく考えていないとも言える。百色の技術なら、町のおまわりさんに発見されたとしても捕つかまえられないだろうが。

「ふん。家族を泣かせるくらいだったら、最初から犯罪などするものではない」

「まったくもって仰おつしやるとおりなんですけどね。なりゆきというか」

「安心しろ。犯罪者の家族だから、という理由だけで裁さばかれるのは昔の話だ。貴様の功徳のポイントに家族特典はない」

　百色は少し前からこの住職の説教を聞きに訪おとずれている。この住職は怪盗だからといって差別をしないばかりか、そんな百色ですら極楽に行ける方法はあると言ってくれる。

　だからといって褒ほめるだけではない。人の物を盗むことの罪深さを、五倍増しくらいで教えてくれる。今度は梨り々りを連れて行こうと考えているのだが、彼女は以前、友達の双ふた葉ばと一緒にイタズラをした際に卒そ塔と婆ばでブン殴なぐられた経験があるそうなので、果たしてまた来てくれるだろうか。

「ところで住職。前から聞きたいことがあったんですが」

「なんだ」

「なぜ、ポイント制にこだわるのですか？」

「最近の若者は、わかりやすい言葉でないと理解できんからな。言霊ことだまの持つ力も大切だが、難むずかしい言葉で煙けむにまくのが聖職者の仕事ではあるまい。まずは教えを理解することからだ」

　この住職は見た目もさることながら、教え方もヘンだ。しかし言うことはいつも的まとを射いている。だから引き込まれてしまうのだ。とても奇妙な魅み力りよくを持っていると思う。

　一通り説教されたあとは、マッサージの後みたいな脱力感があった。身体からだよりも、心が晴れたような気分になる。

「逮たい捕ほされたら、獄中にも説教しに行ってやる」

「脱獄犯と間違われないといいですがね」

「ふん」

「今日もありがとうございました。おかげで悩みも消えました」

　丁てい寧ねいに礼を言い、百色も茶をすする。

　一息ついたところで、部屋を見回してみる。

　平凡な日に本ほん家か屋おくの居い間まだ。中央にちゃぶ台が置かれてあり、部屋の隅すみには液晶テレビとＤＶＤレコーダー。この辺は最新式なのに、ストーブは古めかしい灯油式。そしてわずかに視線を上げると――

「おや？」

　壁に掛けられている、一枚の絵が目にとまった。

　当然ながら絵画にも造ぞう詣けいの深い百色。その絵の作者も知っている、というか有名な画家のものだ。かなり作風が違っているが、百色ならわかる。

「住職。あの絵は一体――」

「ああ、友人の習作だ」

「友人？　しかしあれはチャック・ジーニアスの絵でしょう？」

　チャック・ジーニアスとは、ちょっと絵画に詳くわしい者なら、いや絵画に詳しくなくても絵を見せれば誰でもわかるくらい有名な画家だ。よく銀行で配られるカレンダーなんかにも使われるくらいの、庶しよ民みん的てきな絵である。

「気づいたか。ああ、チャックとは昔からの仲だ」

「なんですって!?」

　御色町に来てからというもの、ここの住人には驚かされっぱなしだ。しかしチャック・ジーニアスは日本の風景を描くことでも有名なので、日本人の友達がいてもまったくおかしくない。

　縁えんというものについて考えながら、百色はもう一度絵を見た。

　赤い風景。紅こう葉ようを描いたものだろう。

　そこで百色は再度驚く。

　――見たことがない絵だ。

　チャック・ジーニアスの絵なのはたしかだ。さらに有名な画家の絵は全すべて頭に入っている百色の記憶にすらない絵だった。しかしこの絵は最近に描かれたものでもない。画風でわかる。若い頃ころの作品だ。習作なら覚えていなくても仕方ないが、これはそんな簡単な絵ではない。

「気に入ったのなら、しばらく見ていけ。俺は茶を淹れ直してくる」

　いろいろ聞こうと思ったのだが、住職は立ち去ってしまった。

　居間に残された百色。とりあえず立ち上がって、絵を眺める。

　まさか盗むわけにもいくまい。しかしチャック・ジーニアスの未公開の作品となればどれだけの値ねが付けられるものか。もともと高い値で取引される画家ではないから、それほど高くはないと思うが。

「おや？」

　そうして絵を見つめていると、また発見をした。

　この絵は、チャック・ジーニアスが普段は絶対に描かないものが描かれている。

　若い頃の作品だからか。住職は習作と言っていたが、そのせいだろうか。

「…………」

　そして第三の発見。

　とうとう百色の手が絵に伸びる。

　今度ばかりは見過ごせなかった。

　絵の中に、何かが隠されている。

「待たせたな。茶のおかわりだ」

　住職がお盆を持って帰ってくる頃には、絵は元通りになっていた。百色も最初に座っていた位置に戻っている。何も変わっていない。

　百色の懐ふところに入っている、一枚の文書をのぞけば。







































　正月も過ぎ、休みボケから解放される頃ころ。御ご色しき町ちようはボケているヒマがないほどの、記録的な大雪に見み舞まわれた。都市機能がマヒするほどの雪に、社会人も学生も必死に雪かきをして職場や学校に向かう中、小学生たちだけが「始業式が延えん期き！」という連絡網を、正月よりもめでたい顔で回すのだった。

　そんな厄やつ介かいな大雪も一週間ほどで止やみ、気き兼がねなく初はつ詣もうでに行けるようになった頃。正月のダラけた気分はどこへやら、積もった雪を解とかすほどの闘とう志しを燃やす集団がいた。

　受験生である。

　お気楽な御色町の住民も、このときばかりは暢のん気きでいられない。彼らがのんびりすればする分、ライバルが合格する確率があがるのだ。自分の将来がかかっているとなれば、正月特番を観みている場合ではない。三年生の皆は単語帳を手に、今日も見えない経験値を積む。

　同時に、御色町から人が離れていくのもこの時期である。みんな大学に通ったり、仕事をするために一人暮らしを始めるのだ。

　月曜発売の週刊漫画雑誌がちゃんと月曜に発売されるくらいは都会の御色町だが、交通の利便性を考えれば大学の近くに暮らした方が早い。推すい薦せん受験に合格した者たちは、もう引っ越し先を探しているくらいだ。その年代でなくとも異動などで引っ越しする者もいるが、若い人たちが減っていくのは悲しい。馴な染じみの顔が徐々に消えていくので、商店街の人たちもこっそり溜ため息いきをつく。

　そんな慌あわただしい時期のこと。

　御色町に唯ゆい一いつある図書館。やはり現在は受験生でごったがえしている。連日の大雪で敷しき地ち内ないは雪でいっぱいだが、建物を囲むように植えられた花か壇だんや、守しゆ護ご神しんのような「考える人」像には雪が積もっていない。職員の愛が感じられる。

　その図書館の東側には駐ちゆう車しや場じょうや駐輪場などがあるのだが、西側には何もなく、広場のようなスペースになっている。スペースといっても、読書に疲れた人たちがひなたぼっこに来るくらいだ。

　建物の西側の壁に垂たれ幕まくがかかっていた。四階建ての屋上から地面まで、斜めに下がっているその垂れ幕。まるでテントのようだ。実際、この垂れ幕は下にいる人間たちを雪などから守るためにつけたものである。

　その下でビールケースに腰こし掛かけながら単語帳を捲めくっているのは、吉よし永なが和かず己み。

　いつもニコニコと明るい吉永家の長男でも、受験が近づけば笑っていられない。テストの成績はかなり上位に食い込んでいるのだが、だからといって勉強しない理由などない。

「ねぇセンパイ」

　そんな和己をしたからのぞき込む顔が。

　和己の妹と違い、フワッとしたポニーテールを持つ、目の大きな少女。

　友人の妹、片かた桐ぎり桃ももだ。

「中に入って勉強すればいいのに、なんでわざわざここで勉強するんです？」

　上は垂れ幕があるものの、下は何もない。申し訳程度にストーブが置いてあるが、そんなものを屋おく外がいに置いたところで焼け石に水だということは和己にもわかる。

「うーん、寒いけど、こっちのほうが落ち着くんだよね」

　そう言って和己は図書館の壁を見た。

　そこには絵が描かれてあった。正確には、描いている真っ最中なのだ。

　脚きや立たつが二つ。片方は立てかけられたまま。もう片方の脚立に立っているのは、和己の友人である片桐林りん吾ご。指示された色を丁てい寧ねいに塗ぬっていく林吾は、演劇部の元部長だ。絵が専門ではない。大道具で培つちかった技術である。

「おーい、和己！　こんなもんでどうだー!?」

「いいと思う！　ムラもないよー！」

　大声で林吾に答える。和己に出来るのはこのくらいだ。勉強の傍かたわら、彼らの絵を見る。手を貸せる場所があれば、雑用もする。適度な寒さが脳を刺し激げきして、ダレないのが利点か。

　いや寒い。適度どころじゃない。寒がりなので何枚も重かさね着ぎしているのだが、それでも寒い。単語帳を捲るために手袋をしていないのだが、指がかじかんでいる。もしかしたら凍とう傷しようになるかもしれない。そうなったらテストはどうすればいいのだ。

　そんな小学生並みに軟なん弱じやくなことを考えている和己の頰ほおに、温あたたかいものがあてられた。

「あっ……たかい？」

　缶コーヒーだ。温かさが熱さに代わり、それがまた心地ここちよい。

「わぁ！　はんちゃんありがとう！」

「ありがと、ハンタ！」

　桃と一緒に礼を言う。

「適当に買ってきたが、吉永はカフェオレで良かったか？」

　買ってきてくれたのは、背の高い青年だった。

　短く刈かり込こんだ髪かみに、ジャージを着込んでいる。ジャージはすでに塗と料りようまみれ。汚れてもいいジャージなのだろう。

　スポーツマンのように見えるが、この絵の作者だ。

　色とりどりの花が、地平線の向こうまで続いている。そんな優やさしい絵だった。四階建ての建物の、ちょうど七割くらいの壁まで描かれてある。残りをこれから描くのだ。

　剣道なんかで汗を流しているのが似合っていそうな、この青年から生み出された絵とはとうてい思えない。

「代金は林吾からな」

　小さく笑って、脚立の上の林吾に缶コーヒーを放り投げる。

「うおっ、あぶねっ！」

　わざと外はずしたのか、林吾が脚立の上から手を伸ばしてコーヒーをキャッチ。

「てめぇパンタロン！　わざとか!?　わざとなのかコノヤロウ！」

「林吾なら取れるだろ」

　笑っているこの青年、さっきから様々なアダ名で呼ばれているが、本名は南みなみ範のり太た。「はんた」ではなく「のりた」と読む。誰だれもそう呼んでくれないのが、目もつ下かの悩みの種だという。

　ちなみに林吾の家とは古くから付き合いがあるそうだ。幼おさななじみというやつである。和己が知らない林吾の恥はずかしい話などを聞いたりしている。

「なーパンタロンよ。これどうやって描いたんだ？」

　林吾が指し示したのは、一枚の葉っぱ。自然界にある葉によく似ている。たった一枚の葉なのに細かなグラデーションがきめ細こまやかに続いているのだ。

「葉っぱか？　できないのか」

「できねーよ。やってくれ」

　と、林吾は筆を範太に渡す。

「筆を持つ力に緩かん急きゆうを加えるだけでいいんだ。ほら」

　と、さもなんでもない風に筆を走らせる範太。和己にはたった一動作に見えるのだが、それだけで綺き麗れいな葉がもう一枚生まれた。

「な？　簡単だろ」

「簡単じゃねーよ！」

　林吾に同意する和己。なんでこんなアッサリと描けるんだ。線や図形を描くのと同じくらいの動作で、色が塗れるなんて。

「林吾だって大道具作るじゃないか」

「大道具が全部こんなだったら、絵描きなんていらねーよ。大道具ってけっこうテキトーなんだぜ。やっぱお前は天てん性せいの絵描きだわ」

　苦笑して脚立を降りる林吾。

　もう範太に全部任まかせる気になったようだ。

　その範太は、林吾と並んで受験に対して余裕があるグループである。

　林吾は芸大一本に絞しぼっている。失敗しても浪ろう人にんする覚かく悟ごらしい。それほどの勢いで、人生を演劇に賭かけるつもりなのだ。

　同様に範太も、絵の道へ進むらしい。

「ハンタはさ、進路どうするんだっけ？　美大？」

　温かいコーヒーをすすりながら尋たずねる和己。

「俺おれか？　美大は受けない。別の方法で絵を勉強する」

　範太も脚立に座って休きゆう憩けいする。それを見て林吾も降りてきた。いい加減寒くなってきたので、みんな自然にストーブの周りに集まってくる。

「じゃあどうするの？」

「アメリカに留学する。師し匠しようがいるんだ。そこで働きながら絵を教えてもらう」

　言うに事こと欠かいてアメリカとは。

「すごいね……」

　そうとしか言えなかった。他ほかにどんな言い方をすればいいのだ。

「聞こえは良いよな。留学とか。でも、実際は大変なんだぞ」

「そーそー。留学しなくたって、俺たちみたいな進路はイバラの道なんだぜ」

　それもよくわかっているつもりだ。

　和己が高校三年になった時、担任の先生がＨ　Ｒホームルームでみんなに話していたことがある。いい大学を受験するのは、将来いい職業に就つくためである。ここで言ういい職業とは、給料が高いとか、会社としての格が高いとか、専門の技術が必要とされるものとか、人によって異なるものだと。

　どの大学に入っても一長一短がある。だけど勉強をすることによって、その選せん択たく肢しを増やすことが出来る。だから勉強しろと、先生が言ったのだ。

　林吾や範太は、そういう道からもズレることになる。言うならば、道無き道だ。よく「夢を追う」ことがカッコイイと思われがちだが、カッコイイのは成功率が低いからだ。人と違うことができる、というのは、難しすぎて誰もやらないことをする、ということなのだ。これは夏期講習の塾じゆくで聞いた。

「でも、やっぱり僕にできないことができる、っていうのはすごいよ」

　何を言われても、やっぱり和己はその結論に落ち着く。

　隣となりの芝しばは青い、というヤツだ。林吾も範太もすごい。友人を尊敬できる、ということは良いことだと思っている。

「この絵だってそうだよ。僕にはとても描けないし」

「これについては、まぁ描かなきゃいけないノルマみたいなものだしな」

　範太も受験をせずに遊んでいるわけではない。この壁へき画がはいわば卒業制作のようなもので、この絵の出来によってはアメリカに行けなくなるかもしれないという。

「そういえば、センパイはどういう道に進むんです？」

　何なに気げなく聞いてくる桃。

　よく見ると、桃の缶だけ紅茶だった。買ってくるとき、範太は特に何も聞かなかったはずだが。これも幼なじみの強みというものか。

　――強みがあって、だからどうしたというわけでもないんだけど。

「僕は……やっぱり大学で勉強したい。やりたいこともあるし」

「何やりたいんです？」

「うーん」

　そこで和己は考え込んでしまう。

「いや、僕もよくわからないんだけど」

「さっきと言ってること違うじゃないですかっ！」

　素早いツッコミを入れる桃。自分で言うのもなんだが、最近、自分以上にツッコミのキレが上がっている気がする。兄の影響だろうか。

「うん、なんていうか――方向性かな。本当に漠ばく然ぜんとしてるんだけどさ。こういう感じの職業に就きたいってのはあるんだ。その、ガーくんを見てたら、そう思うようになって」

「ガーゴイルさん？」

「なるほど、ガーゴイルさんの影響か。そりゃなんかわかるわ」

　林吾も手を叩たたいて同意する。

　ガーゴイルというのは、和己が暮らす吉永家の門番である。背中に翼つばさを生はやし、侵しん入にゆう者しやに光線を浴あびせる、この世で最強の犬の石像。その存在は裏の学者たちを震ふるえ上あがらせ、ガーゴイルを倒そうと世界中から猛も者さが集まるくらいだ。だがガーゴイルを倒せる存在を、和己は知らない。

　まさに泣く子も黙だまる、最強の石像だ。

「ガーゴイルさんならそこにいるぞ」

「えっ？」

　範太が顎あごで指し示すのは図書館の敷地に設置されている、考える人の石像。

　考える人に抱かれるようにして、ガーゴイルが座っていた。

『むう……』

　その周囲には犬猫がたくさん。まるでガーゴイルに引き寄せられているようだった。

「ガーくん！」

　缶コーヒーを握にぎりしめながらそこへ走ると、犬猫が集まっている理由がわかった。ガーゴイルの表面が熱を放っているのだ。焼け石のように真まっ赤かに光っている。

『和己か。確か今日は図書館で勉強をすると聞いたが、外で何をしている？』

　吉永家の最強の門番は、犬猫をくっつけながら重い声でそう訊きいた。

「僕はホラ、ハンタの絵を手伝いに」

『範太の絵か。汝なんじらは知り合いであったか』

「うん。クラスメートだし」

　その口ぶりからするに、ガーゴイルも範太のことは知っているようだ。

「ガーくんは？」

『ここは動物たちの集会場になっている。我われは決まった時間になるとここに赴おもむき、動物たちの悩みを聞いている。そのため、壁画を描く範太のことは以前より知っている』

「どうも、ガーゴイルさん」

　後から追いついてきた範太が、小さく頭を下げる。

『範太よ。絵は順調に進んでいるようだな』

「はい」

　範太が笑顔でうなずくと、ガーゴイルから犬猫が離れた。どこに行くのかと思えば、範太の壁画の前で集まっているではないか。

「どうしたんだ？」

　範太が疑問に思っていると、ガーゴイルの姿が消えていた。

　どこに行ったのかと思えば、犬猫が集まっている壁画の前だった。

『この動物たちも絵が見たいと言っている。さらに我がそちらに赴けば、我が発する熱によって汝らも暖だんを取りつつ作業が出来るという寸法だ』

「おぉ～あったけ～。ストーブの五億倍はあったけ～」

「ガーゴイルさん、ありがと！」

　さっそく林吾たちがガーゴイルに手を当てていた。その隣ではやることがない桃が演劇部で使うのか、ノートを広げてくつろいでいる。普段からガーゴイルに慣れているためか、この兄きよう妹だいもガーゴイルの使用法に違和感を覚えなくなっていた。

「さて、じゃあ温かくなったところで作業再開するかな」

　背伸びをする範太。まるで何かの試合に出場しそうな態度だ。

「吉永、そこの青い塗料のバケツとってくれ」

「うん――わっ！」

　塗料の入ったバケツを手に取ろうとすると、猫に飛びかかられた。危あやうく落とすところだったが、バケツが空中で静止した。ガーゴイルが念動力で受け止めてくれたのだ。

『よさぬか』

　ついでにイタズラをした猫も宙ちゆう吊づりになる。トラ猫はしょんぼりした顔をしていた。

『すまぬ和己、範太。この者にはよく言って聞かせる』

「いいよ、そんなに大げさな」

　手を振る和己に、範太も同意する。

　そして範太は筆に塗料をつけて、壁画の続きを描き始める。素早い手つきで、まるで機械のようだった。

『ところで和己よ。先ほどの話の続きだが』

「え？」

『我の働きを参考にして、職業選択をするという話だ』

「え、いや、そんな、別にガーくんは……」

　顔を真っ赤にする和己。

『我も和己の家族として聞いておきたい。和己が将来、どのような道に進むのか』

「えっと、その……」

　家族にこういう話をするのは、とても照れくさいものがある。しかも参考にした張本人（？）の前で口にするのは。

『む？』

　ところが、突然ガーゴイルが重く唸うなった。

「どしたの、ガーくん」

『怪あやしい者が近くにいる』

　そう言い残した時には、もうガーゴイルの姿は考える人の前に戻っていた。遠くからガーゴイルの視線を追うと、フラフラと歩いている一人の男が目に止まる。

『汝は何者だ？』

　怪しい人、というのだから和己も職員を呼ぶくらいのことはした方が良いのだろうか。しかしガーゴイルがいれば安心――いや。

　ガーゴイルのせいで事態が悪化することもあり得うる。

「なんだねキミは？」

　眼鏡をかけた、初老の男性――白人だ。やせ気味で柔にゆう和わそうな顔立ちをしているのに、ガーゴイルに食ってかかっている。

「そんな、石像が喋しやべって……まるでガーゴイルじゃないか」

『いかにも。我はガーゴイル。吉永家及び御色町の門番也なり』

「ほほう、この町の門番ときたか！　それは面白い！　つまりアレだな、異国から来たボクを敵だと思っているのだな！」

『なに？』

「そういうことなら話は早い！　いざ、見せてやるぞ、ボクの技！　ハチャーッ！」













　言うが早いか、外国人は中ちゆう国ごく拳けん法ぽうのようなヘンテコな構えをしている。カンフー映画みたいだ。しかしその外国人はヒョロッとした体格で、姿勢も良くなく、お世せ辞じにも強そうに見えない。

「さあ、どっからでもかかってきなさい！　キミを倒して、通らせてもらう！」

『むぅ……では、遠えん慮りよなく行かせてもらうが、良いのだな？』

　相手のヘンなペースに押されて、なんとなくガーゴイルもやりにくそうだ。

　しかし御色町は達人が揃そろう町だ。あんな風におちゃらけている外国人も、もしかしたらとても強い錬れん金きん術じゆつ師しかもしれない。過去ガーゴイルに挑いどんだ者たちも、独特の世界を持っていた。

「いくぞ！」

『では我もゆくぞ』

「ギャアアアアアアッ!!」

　そんな外国人は、ガーゴイルの光線を受けてあっさり倒れた。

「ちょっと、ガーくん！」

　駆け寄って、雪に倒れる外国人を抱きかかえる。雪の上を転がり回って、真っ白になっている。

「大丈夫ですか!?」

「ああ……日本の電化製品はずいぶん強いんだねぇ。ボクも帰りにアキハバラに寄っていこう。ニンテンドーより安く買えるだろうか……」

　なにやらうわごとのようにブツブツとつぶやいている外国人。これは病院に連れて行ったほうがいいだろうかと考えていると、

「チャック！　大丈夫か!?」

　外国人の名を呼んだのは、範太だった。和己と一緒にチャックと呼ばれた外国人を抱き起こす。

　チャックという名前。それにこの顔。

　和己は見覚えがあった。たしか雑誌などで見た気がするのだが――

「チャック！　日本に来てたの!?」

　桃も林吾も驚きながら介かい抱ほうに加わる。

「チャック……チャック、ってまさか！」

　和己も思い出した。

　チャック・ジーニアスだ。世界的に有名な画家。和己もよく知っている。というか日本人なら誰でもどこかで見たことがあるくらいだ。

「しっかりしろ、チャック！　先生！」

　アメリカに留学するのは、チャックに師事するためだったのか。範太が心配しているのは、そういう理由か。

『むぅ……』

　倒れたチャックを見下ろすガーゴイルの肩を、そっと叩く和己。

「なんか久しぶりだね、ガーくんがやらかしちゃうの」

『我も忘れかけていた。この罪悪感を』

「今回はガーくんだけのせいじゃないけどね……」

　少しだけ懐なつかしいと感じる和己だったが、慌ててその考えを打ち消した。

　まずは安静にできる場所に運ぶところから始めよう。
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　チャック・ジーニアスは世界一値段と釣り合わない画家とも呼ばれている。知名度はかなり高いはずなのに、とても安価で絵が取引されているからだ。買う側にとってはありがたいことかもしれないが、売る側にとってメリットはあるのか。

　しかしそのおかげでチャックの知名度が上がったのも事実だ。安いからといって、けして粗そ悪あくな絵を描く人間ではない。

　和己もチャックのことはよく知っている。それというのも、御色町のイベントホールでたまにチャック展を行っているのを見かけるからだ。桃に誘われて行ったこともあるが、その時は自宅のカレンダーとまったく同じ絵がいくつか見られ、ちょっと面白かったのを覚えている。

「うん、ボクは御色町に友達がいるからね。ここにはよく来るんだ」

　布団ふとんに寝かされたチャックは、笑いながらそう言った。

　ここは昧まい礼れい寺じの客間。

　どうしてわざわざ昧礼寺に連れてきたのかというと、チャックはここを第二の目的地にしていたからだった。

「じゃあ、チャックさんは御色町の絵も描いてたんですか？」

「ヤダなぁ、チャックでいいよ。なんか偉い人みたいじゃないか。そうだよ、御色町の絵もいくつかある。最近は描いてないけどね」

　チャックはとても上手な日本語で答えてくれた。ガーゴイルの光線に撃たれたというのに、ピンピンしている。

『そこまで御色町が好きな人間を、我は撃うってしまった。この通りだ、謝しや罪ざいする』

「気にしなくていいさ。ケンカをふっかけたのはボクだからね。てっきりキミを倒さなくてはタカシに挨あい拶さつできないのかと思ったよ。ワハハハハ！」

『タカシ――水みず野の隆殿か』

　知らない人の名前を出すガーゴイル。

「誰それ？」

『図書館の館長殿だ。我が動物たちの集会を取り仕切る際に、色々と世話になっている』

「へぇ」

「俺も世話になっている」

　和己の隣にいる範太。それはそうだろう。でなければ壁に絵など描かせて貰もらえない。

「そうだノリタ。タカシに連絡を取りたいんだけど」

「いいから寝てろよチャック。さっき図書館にも電話しといたから」

　範太の師匠とはチャックのことだったのだ。しかしこの雰ふん囲い気きを見ていると、なんだか親子のように仲がいい。まるで絵のこと以外でも繋つながりがあるみたいだ。

「はーい、果物くだもの持ってきたよー！」

「これ喰って元気だせよー！」

　ふすまを開けて桃と林吾が入ってきた。旬しゆんの果物――リンゴやミカンを小皿にとりわけ、みんなに配る桃。そして一番最後に入ってきたのは、昧礼寺の住職だった。

「この程度の光線で倒れるとは、精しよう進じんが足りんな」

　相変わらずゴツくて、怖こわい形ぎよう相そうだ。双葉が何度も怒られた人でもあるので、自然に和己も萎い縮しゆくしてしまう。

「あ、じいちゃん。チャックの家には俺が電話しといたから」

「うむ」

　住職は無表情に範太にうなずく。

「あれ、ここ範太の家だったの？」

「知らなかったか？」

　知らなかった。だが謎が解とけた。範太が特にスポーツもしていないのに体格がいい理由が。努力せずにこの体格なのだ、これで本気になって運動をしたら住職のようになってしまうのだろうか。

「やあアーノルド！　久しぶりだね！」

「早速ガーゴイル殿に手荒い歓かん迎げいを受けたようだな」

「わははは、見事にやられたよ！　この町は安全だ、ボクが保証する！」

「それを保証した貴様が極楽に行っては、ガーゴイル殿が欠けつ陥かん製せい品ひん扱いされるからな。せいぜい養よう生じようするといい」

　ぶっきらぼうだが、やっぱりチャックを慮おもんぱかる言葉。

「わかったよ、アーノルド」

「それから俺をアーノルドと呼ぶのはよせ」

　住職とチャックも前から親交があったように思える。アーノルドという呼び名の由来は、訊かなくてもわかった。

「センパイ」

　いつの間にか隣で正座している桃が、腰をつついてきた。

「あのね、チャックは昔からここの住職さんと仲が良くてね。年に一回は御色町に来るんですよ。去年もこの時期に来たの」

「どうしてこの時期に？」

「図書館の館長さんの話は聞いた？　あのね、館長さんのお父さんの命日に合わせてるんだって。住職さんより仲が良かったんですよ」

「へぇー」

　墓参りのためか。それなら納なつ得とくできる。住職と仲がいいのも、これで説明がつく。きっとこの昧礼寺の裏のどこかに、そのお墓があるのだろう。

「墓参りが終わったら、とっとと帰るんだな」

　そんなチャックに憮ぶ然ぜんと言い放はなつ住職。

「それはできない相談だね。今年はノリタを持って帰るんだからね」

　持って帰るとは物ぶつ騒そうな話だが、言いたいことはわかる。

「範太は昧礼寺の跡あと取とり息子だ。貴様になど預けん」

「キミはノリタの気持ちがまーったくわかってないよ。だからミンナから怖がられるんだよ？」

「余計な世話だ。仮に範太が絵描きになるとしても、貴様に預けるくらいなら独学で勉強させると言っているのだ」

　言い争う住職とチャック。

　住職も本気で言っているのではないとわかる。古くから親交があるのだろう。なんとなくだが、ガーゴイルと怪盗百色のような関係を連想させた。

「チャック、俺は演劇の道に進むぜ！」

「おー、リンゴはやっぱりそっちかい。モモにすっかり影響されちゃったねぇ」

　意外と知られていないのだが、元はといえば演劇に興味を示したのは桃が最初なのである。その桃に影響されて、桃以上に燃え上がってしまったのが林吾なのだ。

　そのことを知っているのだから、チャックは林吾や桃とも交流があったのだろう。範太の幼なじみだというのだから、当然かも知れないが。

　ふと、自分が一番チャックから遠いと気づき、徐じよ々じよに居心地が悪くなってきた。この中では自分だけが部外者なのだ。ガーゴイルもそうだが、和己のように居心地が悪くなるということはないだろう。

「あ……」

　そろそろ自分は帰ろうかと腰を浮かせると、

「ねぇねぇセンパイ」

　また桃が腰をつついてくる。

「センパイはフツーの大学に行くんですよね？」

「え、そうだけど……」

「だったら、チャックと住職さんの前で説明してあげて。大学に行くことと、絵描きになることの違い」

「え、なんで!?」

「はんちゃんも住職さんも、絵描きか寺かしか選択肢がないんですよ。だからここは一般人の意見も交まじえないと、ね？」

「そうだな。吉永の倅せがれはどういう大学を受けるのか聞いてみたいものだ。あの双葉の兄はどういう進路につくのだ？」

「え、えーと……」

　桃に話を振られるまま、和己は福ふく祉し関係の大学に行きたいということを話した。和己本人としては、とても普通すぎて語ることなんか何もないと思っていたのだが、寺の住職と絵描きと演劇人にとっては新鮮だったのだろう。面白そうに聞いていた。

　しかしその中で、チャックだけが驚いていない。

「なんだ、ノリタと同じじゃないか」

　それがチャックの感想だった。

「夢に向かってがんばる。ノリタもカズミも同じだね。絵を描くことだって勉強だよ。ペーパーテストだけじゃないさ」

　果物を食べたせいか、すっかり生気を取り戻したチャック。ハキハキとした態度で和己にそう言った。説教ではなく、自然な口く調ちようで。

「それに、テストだったらノリタの方が差し迫ってるんじゃないのかい？」

　しかし範太に迫るチャックは、ニヤニヤと悪そうな笑みを浮かべていた。

「それは……がんばってるよ。みんなにも手伝ってもらってるし」

「手伝ってもらってるのかい」

「ダメか？」

「いいんじゃないのかい？　ボクも助手に手伝ってもらってたし。あ、お手伝いさんに直接絵を描かせるってのはナシだよ」

「それはそうだ」

　微笑する範太だが、和己には気になることがある。

「でも林吾が葉っぱを描こうとしてたのはいいの？」

「結局、描かなかったろ。つーかあんなん描けねーよ」

　それはそうだ。あんな綺麗な絵に素人しろうとが手出ししたらどうなるか、火を見るより明らかである。

「さすがに大丈夫だとは思うけど、タカシの顔に泥どろを塗っちゃダメだよ。ノリタの将来にもかかってるんだから」

「わかってるって」

　どういう事かわからず、首をかしげる和己。

「館長さんは、個人的に俺の絵を応援してくれて、スポンサーもみつけてくれてるんだ」

　そんな和己に範太が教えてくれた。

「どういうこと？」

「卒業制作って言ったろ。あの壁画でミズノグループから奨しよう学がく金きんを出してもらうんだ」

「ミズノグループは、ボクのスポンサーでもあるからね」

　桃と観に行ったチャックの展覧会でも、たしかスポンサーはミズノグループだった。これもチャックと同様にテレビでよく聞く名前だ。輸入家具か何かの会社だったと思う。和己も良く覚えていない。

　そして図書館の館長さんの名みよう字じも水野。

「タカシは、ミズノグループの御おん曹ぞう司しってわけさ」

「別に御曹司ってわけじゃないだろチャック。今は図書館の館長なんだし。繋がりがあるってだけだよ」

「本好きが高じて、社長の座を蹴けって図書館の館長になった。まるでノリタと一緒だね」

「一緒じゃないよ。館長さんの方が立派だ」

　簡単にまとめるチャックを、範太がいさめる。

「それでもノリタの将来を決める、大事なスポンサーさ。人の縁えんは大切にしなくちゃいけないよ。うん、縁というのは良い言葉だね。ボクが一番好きな日本語だ」

　得心したようにうなずくチャックは、まるで仙人のような面おも影かげがあった。多少ヘンなところはあるが、紳士というのか、基本的にとても落ち着いている人だ。

『我もその言葉は好きだ』

　同意するのは、ガーゴイル。

『なんの関係もない者たちが、あるきっかけで結束し、途と方ほうもない力を生み出すことがある。また、その逆もある。人の繋がりこそ、目に見えぬ力の中でもっとも強い力だと、我は思う』

「そうだね。良くも悪くも、この世で最強の力だと思うよ。そういう意味では、キミの光線よりもずっと怖いし、ずっと頼もしい」

『むぅ……すまぬ』

　光線という単語を出されると、何も言えないガーゴイルだった。

　そんなガーゴイルを見て勝かち誇ほこったように笑うチャック。光線を撃たれたというのに、全然怯おびえていない。超人でもなんでもない、普通の人間にしては珍しい反応だ。よほど出来た人間なのだろう。

「あ、そうだノリタ」

「？」

「そのスケッチブック、見せておくれよ。ボクがいない間、腕をなまらせていないかどうか調べさせておくれ」

　チャックの手が、範太が持っているスケッチブックに伸びる。

　和己も普段、範太がどんな絵を描いているのか興味があった。

　ところが。

「……ごめんチャック。これはダメだ」

　スケッチブックを背中に隠す範太。

　余計にスケッチブックが見たくなったが、あの範太がこうもハッキリと断るのだ。完成していない絵や、ヘンな失敗作などが描かれてあるのだろう。

　自分に向けられている視線に気づいたのか、範太は慌てて笑顔を作り、

「また今度なチャック。ラクガキとか消したら見せるよ」

「そうかー。むしろボクはそっちのほうが興味があるけどね」

　そうは言うが、チャックはそれ以上追及しなかった。

「お兄ちゃんの教科書とか、すごいのよ。もう歴史上の人物とかが原型とどめてないの」

「それは俺だけじゃないだろ！　和己の教科書だってすごいんだぞ！」

「僕の教科書も、全部林吾が書いたんだろ！　しかもマジックで！」







　その後、教科書におけるラクガキの傾向についてひとしきり話し合っているうちに日も暮れてきた。チャックはこのまま昧礼寺に泊まるらしく、住職と一緒にどこかへ行ってしまった。コンビニで生活用品を買うらしい。

「じゃあ、俺は図書館に戻る」

　スケッチブックを持って、範太が立ち上がった。

「俺も手伝うぜ。ヒマだから」

「あ、じゃあ僕も――」

　林吾に倣ならおうとした和己だが、

「センパイはダメです！　フツーの受験生なんだから！」

　桃に袖そでを引かれて思いとどまる。

「そうだ。俺を手伝ってくれるのはありがたいが、それで吉永が受験に失敗したら俺はどうすればいいんだ」

　範太は冷静に説得する。

「う……そうだね」

「代わりに桃を送ってやってくれ」

「うん、わかった」

　こうして和己と桃、範太と林吾で別れることになった。途中までは同じ道だが、図書館を過ぎたところで別行動になる。

　図書館の入り口で範太と林吾に手を振られ、和己も「また明日」と振り返す。

　途端に静かになった。

　雪は音を吸収する働きがあるという。その働きを除いても、林吾や範太との漫才みたいな会話が急になくなってしまったので、桃と二人きりで過ごすための、新しい会話を探さなくてはならない。

　正直なところ、もうちょっと範太の手伝いをしたかった。受験勉強から逃とう避ひがしたかった。身の回りではとても楽しいことが行われているのに、自分が参加できないのがもどかしいのだ。

　だけど、桃と歩くのも嫌いではない。

「さっきはありがとね、桃ちゃん」

「え？」

　振り向く桃。

　白い吐と息いきが見える。昼はそれほどでもないが、夜になると急激に冷え込む。これ以上寒くならないうちに桃を送りたいが――

「ほら、範太の家でさ。話を振ってくれたりしたでしょ」

　あの場で浮きかけていた和己には、とてもありがたいことだった。場の空気を読むのが上う手まいのは、演劇人だからだろうか。いや、林吾はとてもじゃないが空気を読める人間とは言い難がたい。

「そうでしたっけ？　よく覚えてないや、アハハ」

　桃は笑ってごまかしていた。

　そして、また会話が途切れる。

　図書館から片桐家まではそれほど離れていない。歩いて十分もすればたどり着つく。ただし街灯が少ないので、この大雪で滑すべって転べば、最悪骨折する可能性もある。視界が悪いのだ。だから二人以上で警戒しながら歩くのを推すい奨しようする――ガーゴイルがそう言っていた。

「ねぇセンパイ」

　今度は桃から話しかけてきた。

「なに？」

「やっぱり東京とかの大学受けるんですか？」

　いつか訊かれるだろうと思っていた。その質問をされることが怖くて、意図的に話題をずらしたこともあった。

「うん。東京の大学と、あと滑り止めに私立大学もいろいろ受けるつもり。受かったら一人暮らしすると思う」

「引っ越すんですか？」

　桃が足を止めた。今日は雪のせいで歩きにくい。いつもなら桃の家までたどり着く時間なのに、まだ道のりの半分も超えていない。

「自宅から通うと大変だからね」

「…………」

　桃が今、どんな顔をしているのか。鈍どん感かんな和己にも想像がつく。

　だけど言わずに済ませることもできない話題だ。

「でも、近いところも受験するから。バスで行ける大学もあるんだよ」

「ホントに？」

　いつもの元気はどこへ行ったのか。うつむきながら上うわ目め遣づかいで和己を見つめる桃は、演劇をやっている時には絶対に見せない、弱々しい笑顔をしていた。

　どうして桃がこんなに不安がるのか。

　和己がその理由を知らないわけがない。いくら鈍感な和己だって、わかる。

　だからこそ悩んでいるのだ。

　和己と桃がどういう関係なのか。白黒ハッキリしないまま、ここまできた。

　お互いの関係をハッキリさせないまま、ダラダラと卒業して、別れるのも手段の一つではある。だけどこのままズルズルと引っ張り続けるのは、もっと悪いことをしているように思える。どこかでハッキリさせなくてはいけない。

　桃の気持ちを確認したい。

　だけど拒絶されるのは怖い。

　怖いけど、いつかは――そのいつかは、いつくるのだろう。

「ねえセンパイ」

「ん？」

「今度、あたし演劇部の部長になったんですよ」

　急に話題が変わった。桃もいつもの笑顔に戻っている。

「へぇ。おめでとう」

「めでたくなんかないですよ。部長なんて体ていのいい雑用ですからね。舞ぶ台たい監かん督とくの仕事は変わらないから、二倍疲れるっていうか」

「林吾が部長の時はどうしてたの？」

「テキトーにやってましたよ。でもあたし、そういう風にできない性格だから……」

「そうだねぇ。桃ちゃんは、いつも肩の力抜けないもんね。思い込んだらどこまでも突っ走るっていうか」

「お兄ちゃんみたいに言わないでくださいよっ！　まるでバカみたいじゃない！」

「いや、そういうつもりじゃないんだけど……でも、似てるよね」

「えぇ～……」

　などと他愛のない会話をしているうちに、桃の家が見えてきた。桃の家の周りはきちんと雪かきがされており、歩きやすくなっていた。

　片桐家は二階建ての一軒家だ。ジャンプすれば簡単に飛び越えられそうな鉄製の小さな門には、自宅と違い門番などいない。

「……ついちゃいました、家」

　溜息ともつかない、白い息を吐く桃。

「じゃあ、また明日ね」

「はい。今日はありがとうございましたっ！」

　ポニーテールを揺ゆらして頭を下げる桃。

　和己は笑顔で手を振るだけだ。いつもだったら、なんの変へん哲てつもない別れだが、今日は何か物足りないと感じる。

「あ、あの、桃ちゃん！」

　何か言わなくてはと、声を出して呼んでみた。

「はい？」

「……また、明日ね」

「はいっ」

　結局、出てきたのは同じ言葉だった。

　それでも玄関の灯あかりに照らされた桃の笑顔が見れたので、和己は満足だった。
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「ただいまー」

「おせぇよ！」

　帰ってきて早々、妹の双葉のドロップキックが飛んできた。避よけもせずに顔面で足を受ける和己。

「いつまでかかってんだよ！　みんな晩メシ待ってんだぞコラ！　今日は鍋なべだって最初に言ってただろーが！」

　見れば双葉の手には箸はしが握られている。本当にずっと待っていたのだろう。

「ご、ごめん……」

　少し休みたかったが、和己はカバンを居間のソファに置き、制服姿で晩ご飯を食べることにした。お腹なかが空すいていたので好都合だ。

　今日はキムチ鍋。辛からいのは苦手だが、適度な刺激は目が冴さえて勉強がはかどる。

「いただきまーす！」

　一番大きな声の双葉が、一番多く食べた。

　だけど和己も負けなかった。受験生はエネルギーを欲するのだ。あまり食べ過ぎてはいけないが、脳に充電もしなければいけない。

　まぁ、そんなことを考えなくても鍋は美お味いしいから、いくらでも食べられる。

「なー兄貴」

　最初にがっついたので、後半から双葉の箸が遅くなる。

「何？」

「兄貴って将来、なんの仕事すんの？」

「ええっ？」

　まさか双葉からこんな話をされるとは思ってもみなかった。

「いや……実は、あまり考えてなくて」

「へー。兄貴でもそうなんだ」

　変な言い方をする双葉。

「何かあったの、双葉ちゃん？」

「いやー今日さー、学校で三者面談あったんだよ。あたし私立の中学とか、そーいうのわかんなくてさー。ハイレベルな勉強とか興味ねーし」

　これでも双葉は頭が良い。好奇心のたまものだ。

　しかしその頭脳の使い道は未いまだ見つかっていない。小学生ではせいぜい好き嫌いでしか勉強を選べないだろう。そもそも選ぶ余地すらない子どもがほとんどだ。与えられた課題を解いていけばオールＯＫな勉強。

　将来を見み据すえ、やりたい職業が見つかれば、それに合った勉強もできる。だが双葉の年齢でそんなことを考えるのは難しいだろう。

「ところで三者面談って、ママと一緒に？」

　ママがうなずいた。

「すげーんだぜ、ウチの夜よ倶ぐちゃん。ママとフツーに会話できんの」

「ええっ!?」

　ママは無口だが、感情の起伏が激しい。それは欠点だけではない。言いたいことがすぐに伝わるという利点もある。それが無口さを補おぎなっているのだが――フツーに会話をするのはやはり困難だ。その担任の先生は何者なんだろう。

　和己ですらごくたまに読み違えるのに。ママと完全に意い思し疎そ通つうができるのはパパとガーゴイルくらいだと思っていた。

「あれ、そういえばガーくんは？」

「あー、いつもの集会」

　こんな雪の日でも集会とは。

　必要ないと知っているのに「暖かい格好してるかなぁ」と考えてしまう和己だった。
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　深夜になると街灯も消え、わずかな月明かりだけが頼りになるのだが、今日の御色町は違っていた。月光を反射した雪がキラキラと光り、電灯のように輝く。もちろん雪の光よりも滑る地面のリスクの方が大きいので、人間も動物もあまり出歩かないが。

『う～寒い。なぁダンナ。少し温度上げてくれよ』

　図書館の広場にはいつもの半分ほどの動物しか集まっていなかった。それでも二十匹をゆうに超えているのだが。

　ガーゴイルの頭の上に乗っているのは、額ひたいに傷のある黒猫。名を菊きく一いち文もん字じといい、この辺りの猫の相談役にもなっている。野良猫で、御色町中がテリトリーという珍しい猫だ。決まったねぐらは持たず、一部の猫たちからはめっぽう嫌われている。

　その菊一文字は、ほのかに赤く光るガーゴイルに直接くっついて暖まっているのだ。

『うむ。温度を上げても良いのだが……』

『頼むよダンナ！』

『そうだそうだ！　菊一文字ばかりずるいぞ！　もっとオレたちもあっためてくれよ！』

　ガーゴイルの周りに集まる動物からも声が上がった。

『だが我が温度を上げると――』

『あ・げ・ろ！　あ・げ・ろ！』

　犬猫のコールは次第に強まる。

『むう。そこまで言うなら承知した。ゆくぞ』

『ニャアアアアアアッ!!』

　より赤くなったガーゴイルの頭の上で、菊一文字が跳ね上がった。当たり前である。気づいていないのは菊一文字だけではないか。しかし言い出しっぺも菊一文字だ。雪で腹を冷ひやしながらガーゴイルに文句を言っているのを、他の犬猫が笑いながら抑おさえている。

『して、今日の議題は何だ』

　ガーゴイルはいつもここで動物たちの悩みを聞いている。

　言うなれば、この図書館は動物たちの議場みたいなものだ。困っている動物にガーゴイルが助言を与えたり、悪いことをした動物を裁さばいたり、単純にみんなで遊んだりしている。

『今日は議題って言うか――みんなこの雪に辟へき易えきしててねぇ』

『うむ。ようやく落ち着いたところではあるがな。この雪が積もり始めた頃は、我も救出作業に駆り出されたものだ』

　なにしろ雪が積もったことのない御色町だ。小屋に雪が入ってしまった犬たちの避ひ難なんや、酷ひどい時には雪に埋まってしまった動物の救助で働きづめだった。動物だけではない、人間も雪害で苦しんでいたのだ。

『あと数日もすれば雪も解けるだろう。それまでは暖あたたかい場所で休息するがよい』

『はーい』

　揃って返事をする動物たち。

『おーいダンナー！　この雪、おもしろいなー！』

　見れば菊一文字、花か壇だんの脇わきに積み上げられた雪に体当たりして遊んでいる。あれはこの敷地一帯の雪を集めたものだ。

『菊一文字よ。汝は我の話を聞いていたか？』

『んなこと言われたってよー。オイラ雪なんて見るの久しぶりだし！』

　そんな菊一文字に感化されたのか、他の猫たちも積み上げられた雪に群むらがり始める。

『おほーっ、つめてぇ！』

『白くてふわふわして、面白いわねぇ！』

　思い思いの感情を抱きながら、雪で遊ぶ猫たち。

　反対に犬たちはガーゴイルの周りから動こうとはしなかった。

『汝らは遊ばぬのか？』

　ガーゴイルがそう訊くと、

『自分は……寒いのが苦手であります』

　小お野の寺でらさん家ちの盲もう導どう犬けん、エイバリー中ちゆう尉いが代表して答えた。他の犬たちもエイバリーと同じようで、ガーゴイルの周りでガタガタ震えている。童どう謡ようと真逆であった。

『だーっ、つめてぇ！』

　ひとしきり遊んだ猫たちが、ガーゴイルの元へ戻ってくる。

『ふぃ～、あったけ～』

　そして発熱しているガーゴイルに手足をあてて冷気を払うと、

『よしっ、また遊んでくるっ！』

　また集団で雪に突っ込んでいった。寒いのはイヤだが、雪では遊びたいというワガママな願いを同時に解決できる方法である。

　そんな猫たちを見ながら、犬たちは苦笑していた。

『あの壁の絵も、雪が解ける頃には完成するといいわねぇ』

　ガーゴイルの頭の上に、一羽の鳥がとまった。たしかこの辺りに住んでいるセキセイインコだ。

『あの絵は自分も楽しみであります』

　エイバリー中尉の声も弾はずんでいる。

『汝らも絵は好きか』

『はっ。あの絵はなんと表現すればよいのか――そう、どこかへ遊びに行きたくなるような絵だと、自分は思います』

『そうねぇ。綺麗な景色よねぇ』

　セキセイインコも同意見のようだ。

　こんなに多くの動物たちにも期待され、さぞかし範太も鼻が高いだろう。ガーゴイルがそんなことを考えていると、雪で遊んでいる猫たちが騒がしくなった。

『ダンナー！』

　遠くから呼ぶ声。

『どうした、菊一文字よ』

　返答の代わりに、菊一文字が走ってきた。その口にくわえているのは、青い長方形。

　スケッチブックだ。

『ふむ。忘れ物だな』

　見覚えがあった。範太が持っていたものだ。

『うわっ！』

　ガーゴイルの目の前で菊一文字が一回転した。雪に滑ったのだ。

　空中で菊一文字を受け止める。ガーゴイルが放つ念動力のおかげで、ケガひとつせずに菊一文字は着地した。

『すまねぇ、助かったぜ！』

『だから雪には気をつけよと言ったのだ。以後は更に用心せよ』

『うぃーす』

　怒られた菊一文字を尻しり目めに、スケッチブックを拾おうとするガーゴイル。

　地面に落ちたスケッチブックは、開かれていた。

　一枚の絵が目に入る。

『これは――』

　人の上半身が描かれていた。

　念動力でページを捲ると、また同じ人物の上半身。その次のページも、前のページも同じ人間。わずかに視点を変えて、描き方も変化しているのだが、モデルはすべて同一人物だった。

『……む』

　人間の足音に気づいた。門が閉まった図書館の塀へいを、監視カメラにひっかからない位置から飛び越えて、ガーゴイルの元まで走ってくる。

　南範太その人だった。

「ハァ……ハァ……」

　肩で息をするほど急いでいたようだ。

「ガーゴイルさん……その、それ……！」

『この写生帳スケッチブックか。これは汝の物であったな』

　目の前に落ちているスケッチブックを、範太は素早く拾い、中を確認する。

「……ガーゴイルさん。見ましたか？」

『見た。見るつもりはなかったが、偶然に』

「すみません。この事は黙っていてもらえますか」

　スケッチブックを閉じ、範太はガーゴイルに頭を下げた。

　よほど秘密にしたかったらしい。

『汝が望むのならば、我は誰にも何も言わぬ。ただしその結果、誰かに不幸が訪れるのでなければ』

「……それは、たぶん平気だと思います」

『ならば約束しよう。我は口外せぬ』

「ありがとうございます」

　範太はもう一度深く頭を下げると、来た道を戻り、また塀を飛び越えて走り去っていった。それをマネして猫たちが塀を飛び越えようとするが、ガーゴイルに止められる。

『むぅ……』

　残されたガーゴイルは、先ほど見た絵の意味について考えていた。

　範太の態度の意味がわからなかったのだ。人間の心理に疎うといガーゴイルは、あの絵を見られて困る理由が思いつかなかった。絵の中に脅きよう迫はく状じようがあったわけでもない、犯罪現場をスケッチしたわけでもない。

『何の変へん哲てつもない人物画であったはずだが――』

　関係ない人が見れば、ガーゴイルと同じ感想を抱いたに違いない。

　範太がスケッチブックに描いたのは、どこにでもいる普通の人間。




　片桐桃の、眩まぶしい笑顔だった。
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　御色町のどこかにある、怪かい盗とう百ひやく色しきのアジト。アジトといえば色々連想しがちだが、実際はただのマンションである。

　そこにある百色の部屋では、深夜だというのにコンピュータがフル稼か働どうしている。

「おじさん、まだ寝ないの？」

　眠い目をこすりながら、金きん髪ぱつの少女が起きてきた。

　モニターとにらめっこしていた百色は我に返ったように身体からだを起こし、

「あ、ああ。梨り々りちゃんか。ごめん、もうちょっと調べ物」

「早く寝ないと、健康に悪いんだよ。双葉ちゃんの肌のツヤがいいのは、きっと毎日ぐっすり寝てるからだと思うの」

「小学生が肌の健康なんかに気を遣わなくてよろしい。それに、私は気になることがあると眠れないタチなんでね」

　百色の手には、一枚の文書。

「それ、何？」

「梨々ちゃん、ミズノグループって会社知ってる？」

「うん。ＣＭでやってるよね。なんの会社かは知らないけど」

　その文書は、過去のミズノグループに関するものだった。かなり昔の話であり、文書に登場する人間はほぼ他界している。

　問題は、どうしてこの文書がチャック・ジーニアスの絵の中に入っていたのか、ということだ。昧礼寺の住職は知らなかった。だとすると、誰がどのような理由で隠したのか。

　そもそも寺に寄付する予定の絵に、機密文書など隠すだろうか。

「梨々ちゃん、チャック・ジーニアスって知ってる？」

　なんとはなしに、訊いてみた。

「絵描きさんだよね？　今、御色町に来てる」

「えっ!?」

「双葉ちゃんから電話で聞いたよ。ガーゴイルさんがまた怪あやしい人だと思って、光線撃っちゃったんだって」

　笑う梨々。百色は笑えなかった。

　タイミングが良すぎるが、まさか百色が文書を手に入れたからチャックが来日したわけではないだろう。本当に偶然だったのだ。

「でもチャック・ジーニアスの絵って、ゴッホのアレとかレンブラントのソレほど高くないし、盗む必要ないよね？」

「梨々ちゃん。なんでも盗む盗まないの基準で考えちゃいけないよ。お金に換かん算さんできない価値というものがある」

「ふぁーい」

　あくび混じりの返事。

「じゃあ私は寝るよー。おじさんも仕事ないなら早く寝てね」

「はいはい」

　ぺたぺたと床ゆかを鳴らして去っていく梨々。

　百色は再度コンピュータに向かおうとして、もう一度考える。チャック・ジーニアスの詳細な情報を調べようとしたのだが――

「……直接聞けばいいんじゃないか」

　思い直して、寝ることにした。

　怪盗をやっていると、情報でもなんでも盗もうと考えてしまうから困りものだ。梨々に説教をした自分に苦笑する百色だった。







































　空は快かい晴せいだが、地面の雪はいまだ消えない。暖かい陽ひ射ざしと、冷たい雪がせめぎあって、微妙な心地ここちよさを作り出している。十二月に比べて、日が落ちるのが遅くなった。ゆっくりだが、春の兆きざしが見え始めている。

　そんな気持ちのいい一月半なかば。三年生は午前中で学校が終わる。

　和かず己みはまた範のり太たの壁へき画がの手伝いに来ていた。最初の手伝いは、範太の食事の調達。授業が終わったら脇わき目めもふらずに図書館に走る範太のために、ハンバーガーを買ってきた。食事をしたらすぐに作業開始。

「おい吉よし永なが。本当に受験大丈夫なのか？」

　ジャージのみならず、顔面まで塗と料りようだらけになった範太。絵の完成が近づくにつれて、範太の身体からだでも一つの絵かい画がが生まれそうだ。汚れることがわかりきっているので、和己も安いジャージを購入していた。

「へーきへーき。ちゃんと復習してるって」

　慌あわてて弁解するが、事実だ。昨日もセンター試験の過去問を解き、自己採点では満足のいく結果が出ていた。あとはこのペースを維い持じすればいい。

「林りん吾ごだって受験に関してはちゃんとしてるんだぞ。今日だって志望校に見学に行ってたし。偵てい察さつとか言ってた」

　今日は林吾も桃もももいない。範太とふたりきりだ。

「それウソだよ。その大学の演劇部が公演やってるんだ。楽しみにしてる劇団なんだって。僕も観みたことあるけど、趣味に合わなかった」

「そういうことか」

　吹き出す範太に、つられて笑う和己。そして範太に言われた物を脚きや立たつにのって届けに行く。筆はともかく、塗料などの重い物は脚立からいちいち降りて取りに行ったのでは効率が悪すぎる。

「ありがとう」

　塗料の缶を受け取った範太は、古い塗料の缶を和己に渡す。それを落とさないように慎しん重ちように降りていき、塗料を置いているビニールシートに戻す。

　ふと、上を見上げて範太の壁画を見た。

　綺き麗れいな風景だと思う。絵に関してはまったくの素人しろうとだが、この風景は素す直なおに和己も美しいと思えた。白い鳥が飛んでいる、青空が広がる草原の絵だった。草木に触さわれそうなほどリアルな絵だ。色使いとか構図もよくわからない和己だが、鳥たちがとても楽しそうに飛んでいるように見えるのだ。

　チャック・ジーニアスの絵によく似ている。

「ねぇハンタ」

「ん？」

「なんでチャックの弟で子しになろうと思ったの？」

「そうだな……」

　範太は一瞬だけ筆を止め、考え込む。

「うちにチャック・ジーニアスの絵があるのは知ってるか？」

「そうなの？　知らなかった」

「あるんだよ。じいちゃんがチャックからもらった絵が。最初は俺もチャック・ジーニアスの絵って気にしなかったんだけどな。絵を描き始めて、いろいろ勉強して、それでもう一度その絵を見てみたんだ」

「なんで？」

「なんか……な。ヘンなんだよ。勉強すれば勉強するほど、うちの絵に違和感を覚えてな。ずーっと気になってたんだ。チャックの絵って、全体的に優やさしいだろ？」

「うん」

　うなずいてはみたものの、和己が知っているチャックの絵などたかが知れている。優しい雰ふん囲い気きの絵だということはわかる。万ばん人にんが同じ印象を持っているはずだ。

「絵の勉強をして、チャックのことも勉強して、それでようやくあの絵が悲しい絵だって気づいたんだ、俺」

　範太は笑っていなかった。

「あくまで俺おれの印象なんだけどな。なんていうのかな、最高に笑えるコメディアンが泣ける話をしてるような、変な違和感がずっと拭ぬぐえなくてさ。それからはチャックの虜とりこだったね」

　幸さいわい、住職とチャックは仲が良かったので、会う機会はあった。初めてチャックに会ってから今まで、軽く絵を教えてもらったりもしたが、本格的に弟子になりたいと思ったのは、やはりあの絵のせいだと範太は語る。

「絶対に教えてくれないんだよ、あの絵のこと」

　寂さびしそうに笑う範太。誰だれだって隠したい過去はあるだろう。そしてそれを知りたいと思うのも自然な感情だ。

「だから、自分で理解するまでチャックの側そばで勉強するんだ」

　範太にそこまで思わせる絵とは、どんなものなんだろう。今度範太の家――昧まい礼れい寺じに行った時は絶対に見せてもらおうと決めた。

「な？　けっこう不純だろ」

　唐とう突とつな台詞せりふだった。

「え、なんで不純なの？」

「別に絵描きになりたいわけでもないんだ。ただチャックのことが知りたいから勉強するんだ。不純な動機だろ」

「不純じゃないよ。将来就つきたい職業のために勉強する人って、本当に少ないんじゃないかなぁ。僕だってそんなに考えてないよ？」

「でもさ、テレビとか見てると『将来は国家公務員になるための資格をとります』とか『臨りん床しよう心しん理り士しになるために勉強します』とかさ。受験生ってみんなすげーな、って思ってたんだけど。吉永だってそんなこと話してたじゃないか」

　そういう話は、和己もテレビでイヤと言うほど見せられた。それから雑誌などでも。子どもの頃ころは鵜う呑のみにしていたが、最近ようやくわかってきた。

「そんなの一部だけだって。ウチのクラスだってそうじゃない。あそこの大学はキャンパスが綺麗とか、学食がおいしいとか、そんな理由で選んでるのもいるんだよ？　僕だって勉強する一番の理由は『面白そうだから』だし……」

「それ、俺と吉永だけってことはないよな？」

　怖こわいことを訊きいてくる。

　だけど和己もちゃんと確認を取ったのだ。真ま面じ目めに将来の職業を決めている友達なんてほとんどいなかった。いることはいるが、テレビなどで報道されているほど多くない。むしろ「なんとなく行っておいたほうがいいから」なんて理由で大学受験する人だっている。

　それに和己はともかく、範太はきちんと将来のことを考えているように見える。自分と全然違う気がするのだ。話を聞く分には同じように聞こえるが、大きな隔へだたりがあるように聞こえる。

「……すまんな。俺、変なこと言ったか？」

「え？」

　和己の表情を読みとったのか、範太が謝あやまってくる。先ほど話題を振ってきた時といい、彼は和己の何かを読み取っているのだろうか。

「ん、いや、吉永は受験がイヤそうに思えたから」

「イヤじゃないんだけどね」

　けっしてイヤじゃないが、好きだったら今頃は図書館の中で勉強している。勉強それ自体へのストレスもあるのだが、本当はそれ以上に好奇心が勝っている。

　自分と違う道を進もうとしている者への好奇心だ。

　範太や林吾のように芸術的センスもなければ、運動が上手なわけでもない。成績はそこそこいいが、東大に入れるほど頭は良くない。何もかもが中ちゆう途と半はん端ぱな和己は、それでも自分の進みたい道を決めている。だからこそ範太を手伝っているのだ。

「そういえば吉永。桃は元気にしてるか？」

「どうしたの突然？」

「いや、受験と聞いて思い出したんだ。あいつ今、演劇部の部長になってテンテコ舞まいらしいから」

「そういうメールはよく来るけど……ハンタのほうが詳くわしいんじゃないの？　幼おさななじみなんだし」

「幼なじみって言っても、そんなに連絡取り合うわけじゃないぞ。それだったら彼氏のお前の方が――」

「べ、べつに、彼氏ってわけじゃ……！」

「違うのか？　いや、だけどお前」

「うん……告白したことも、されたこともないし」

　真まっ赤かになって否定する和己。

「そういうモンでもないと思うけどな」

　その言葉をどう受け取ったのか不明だが、範太は笑っていた。

　実際、どうなのだろう。傍はた目めには付き合っているように見えるのか。和己はともかく、桃はそのことについてどう思っているのだろうか。

「そ、それに、僕もセンター試験で忙しいから、桃ちゃんとは、なんにも……」

「センター試験っていつだったか」

「三日後だよ」

「って、本当にいいのか、俺なんかの手伝いしてて？」

「大丈夫だってば。もしそれで失敗しても、ハンタを責せめたりはしないよ。むしろ頭の中を空からっぽにしたいんだ。さ、何かやることある？」

「……じゃあ、新しい筆をくれ」

「わかった」

　新品の筆を開かい封ふうする。刷は毛けと筆の中間みたいなそれを脚立に乗って渡しに行く途中、背後に誰かが立つ気け配はいがした。

「やぁ」

　さっきまで和己がいた場所で手を振っているのは、シルクハットにタキシードの男。御ご色しき町ちようの人間なら誰でも知っている、怪かい盗とう百ひやく色しきだ。

「百色さん。どうしたんですか？」

「いやー、すごい絵だねぇ。そっちの君が描いたのかな？」

「……はい」

　初めて怪盗百色を見た範太は、驚きながらも返事をする。

「フレスコ画とも違うみたいだね。普通の塗料だ。雨が降ったら消えちゃうんじゃないかい？」

「それについては秘ひ訣けつがあります。企業秘密ですが」

　答えた範太はこちらを見て、

「吉永、怪盗百色がいるぞ？」

　などと今更聞いてくる。

「僕にとってはチャック・ジーニアスより身近なんだけどね……」

「ガーゴイルさんといい、お前すごい交友関係だよな」

　言われてみればそうかも知れない。もっともその奇き抜ばつな交友関係のほとんどはガーゴイルが招まねいたものだが。

　それを言ったら、あの怪盗百色を目の前にして冷静に会話ができる範太も充分すごい。

『何用だ、百色よ』

　自然体で立つ百色の前に、突とつ如じよガーゴイルが現れた。

「まだ何もしていないじゃないか」

　両手をあげて弁解する百色だが、ガーゴイルの目はいつでも光線を撃うてるように輝きを帯びている。というか百色と対たい峙じする時は、いつでもこうだ。

『まだ、ということはこれから盗むのだな。芸術作品を前にして、怪盗が黙っているとは思えぬ』

「違う違う。いくら私でも、見み境さかいなく盗んだりはしないさ。第一、彼はまだ学生じゃないか。プロでもない画家の――つまり、値段もない絵は怪盗が盗むに値あたいしない」

『つまり範太の絵を貶けなしているのか』

　ガーゴイルの目がさらに輝く。

「違うって……どうして君は私の言うことを曲きよつ解かいするのかな。それに、その絵はまだ未完成じゃないか。そうだな、範太くんと言ったか。彼が十年経たって、売れる画家になったら、その時にはこの絵にも価値が出るだろう。予告状を出すのは、その時だ」

「ありがとう……ございます」

　遠回しに将来が楽しみだと言ってくれたのだ。範太は少し照れながら礼を言った。ガーゴイルも唸うなりながら、光線を引っ込める。

　百色は左右に歩き回り、時には目を細めて範太の壁画を見ている。鼻歌なんぞ歌いながら、美術館で絵画を鑑かん賞しようしているような面おも持もちだ。

「あ、あの……」

　たまりかねた範太が口を開きかけると、

「ああ、ごめん。これはチャック・ジーニアスの絵に似ているね」

「はい。俺の師し匠しようです」

「ほう、なるほど！　たしかにそう言われてみれば、人物がいないね！」

「人物？」

　首をかしげる和己。

「チャックは、人物画は描かないんだ」

　範太が教えてくれた。

「そう。チャック・ジーニアスは人物は描かない。それも病的にね。町の絵なんか面白いよ。誰も人がいないんだ。すごく不気味だよ」

「うん、だからチャックは基本的に自然の絵しか描かない。もしくは静物画だ」

　範太は解説する百色に怒ったりせず、それどころか同意している。

　この壁に描かれているのも、草原の絵だ。鳥が羽ばたいているが、人間の入り込む余地はない。もしもここに人間がいたら、異質なものに見えてしまう。

「範太くんも彼に倣ならって人間を描かないのかい？」

「そういうわけじゃないです。ただ俺もチャックの風景が好きだから、自然と風景画を描くようになって」

「なるほどね」

　マントを翻ひるがえし、ビールケースに座る百色。ここでじっくり範太の絵を見るつもりらしい。

『何が言いたいのだ、百色よ』

　百色の背後に座るガーゴイル。

「言いたいんじゃない。訊きたいんだ」

「俺にですか？」

「ああ。チャック・ジーニアスが人間を描かない理由だ」

　範太もいつの間にか筆を止め、脚立に座って百色を見下ろす。そんな二人に囲まれた和己は脚立を降りて、互いを邪魔しない位置に避ひ難なんする。

「これを読んだんだけど」

　百色がマントの中から取りだしたのは、古い雑誌だった。和己も知らない外国の雑誌。パラパラとページを捲めくってこちらに見せてくれる。今よりも若いチャックの写真が載のっていた。

「この雑誌のインタビューでは『人物というものは風景よりも動物よりも、さらには天気よりも動くから、描きにくくてしょうがない』と語っているんだけど……」

「俺が聞いたのと、違います」

　範太はきっぱりと言った。

「俺自身、チャックに聞いたことがあるんです。俺が高校に入った直後かな。チャックは俺にこう言ったんです」




　――ボクが描くと、人間がこの世でもっとも汚いものに見えてしまうんだ。




　和己はチャック・ジーニアスという人物のことを、絵でしか知らない。先日、初めて会ったときに少しだけ会話をした程度。しかしその時のことを思い出してみても、こんなネガティブな発言をする人には見えなかった。

『チャック殿は人間が嫌いなのだろうか』

　和己の疑問を、ガーゴイルが簡かん潔けつな言葉にしてくれた。しかし誰に向けた質問なのかわからない。範太を見ると難しい顔をしていた。

「そんなことはないさ。彼は複数の慈じ善ぜん団体にも加入しているし、人嫌いでなければ範太くんを弟子になんか取らないさ。昧礼寺の住職さんとも付き合いがあるんだろう？」

　答えたのは百色。

「ただ、私が気になるのは――描かないはずの人間が描かれていたら、という話だよ」

「うちの絵ですか？」

　昧礼寺に飾かざってあるというチャックの絵のことか。

　あれには人間が描かれてあったのか。

「それって、結構すごい事なんじゃ？」

　思いつきで和己が言うと、百色は肯こう定ていした。

「世界でただ一つの絵かもしれない。チャック・ジーニアスが描いた人間だからね。まぁ絵の隅すみっこに小さく描かれているだけで、肖像画などではないけれど、それでも大したものさ。前ぜん代だい未み聞もんには違いない」

『まさか百色よ。それを盗もうというのか』

　ガーゴイルの目が、再び光を帯おびた。

「だから違う！　私はただ知りたいだけなんだって！」

　咄とつ嗟さにガーゴイルから飛とび退のき、杖つえを構える百色。彼らはどうしてケンカしたがるのだろうか。

『何を知りたいのだ』

「チャック・ジーニアスという人間さ。ちょっと気になることがあってね」

『気になること？』

「しかし今日は退散するよ。卒業制作の邪魔をしては悪いからね」

　百色が指を鳴らす。

　次の瞬間、雪の中から花火が炸さく裂れつした。火花を散らす花火に混じって、煙えん幕まくがもうもうと立ちこめる。その煙幕は数秒で晴れたが、もう百色の姿はなかった。

『百色め。また何かを企たくらんでいるのか』

　吐き捨てるようにつぶやくガーゴイル。

「企むって言うか……何か事件に首を突っ込んだっぽいね」

『うむ。ヤツにしては行動が大胆すぎる。何かあったのだろうか』

　本当に困難な事件に巻き込まれたのだったら、いずれガーゴイルにも相談しにくるだろう。和己はともかく、範太のように無関係の人間に迷めい惑わくをかけるような男ではない。

「…………」

　範太はというと、すでに作業を再開していた。
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「いたいた」

　独り言のようにつぶやいた和己の声が反響する。

「あ、吉永先輩じゃないですか」

　返事をしたのは、二年生の遠とお野の。その声も遠くまで響く。彼らの声だけではない。バレー部の歓声やボールの音まで、脳を揺ゆさぶるように広がっている。

　ここは体育館のステージの上。演劇部の第二の練習場でもある。運動練習や発声練習は屋外で行うのが常だが、演技は室内でやる。

「桃ちゃんは？」

「あっちです」

　遠野の視線を追うと、いた。ジャージ姿で寝ころんでいる桃の姿が。自宅のようにリラックスしながら、台本に目を通している。その隣では、同じ二年生の女子がやっぱり寝ころんでいる。

　遠目に見ても、あまり楽しい会話をしているようには見えない。なにやら険けん悪あくなムードである。二人の周りにドス黒いオーラが見えそうなほどだ。

「今、近づかない方がいいですよ。台本の内容でモメてるんです」

　後ろから遠野が囁ささやく。

「何かまずいことあったの？」

「内容自体はいいんですが……大道具がね。内容に沿ったものを作ると、四月まで間に合わないし、かといって代だい替たい案あんもないし」

「小こ森もりくんは？」

「体育館裏で、木材やら昔作ったセットとにらめっこしてますよ」

　小森というのは、高校生に見えないほどの巨きよ軀くを持った大道具担当の男子だ。小道具も作れるらしく、最近は体格よりもその手先の器用さに注目されているらしい。

「ふーん、そっか」

　少し考えてから、和己は桃たちに近づく。

「やっほー、桃ちゃん」

　努めて明るく手を振ると、どんよりとした四つの目に睨にらみ付つけられた。

「センパイ。すみません、今ちょっと――」

「吉永先輩！」

　台本に目を戻そうとした桃と、救いの神が現れたような顔の女子。対照的である。もっとも、彼女にまで突っぱねられても、和己は一言いっておくつもりだったのだが。

「新しい台本？」

「そうなんです！　描き始めはすごい大作になっちゃって、もうどうしようかって桃と話してたんですけど……」

　ワラにもすがる想いで、女子が和己の目を見る。

「コレ、フツーに作ったら家一軒建っちゃうんですよ！」

「小道具だけじゃダメなの？」

「襖ふすまとか畳たたみとか、ドアを使う演技もあるんです！　あとトイレとかベッドとか！」

「うーん……」

　前に出演した劇「超・ミゼラブル」を思い出してみる。あの時の大道具は、カキワリを使っていた。中世の雰囲気を出したレンガ調のパネルだ。

　今回は、台本をチラ見した限り、現代日本の家を舞台にした喜劇のようだ。

「箱や、白いパネルで応用できないかな……？」

「箱ですか？」

「うん。ムリに大きなセットを作らなくてもさ、四角いハコとかをちゃぶ台に見立てて、次のシーンではイスにしたり……そんな芝しば居いをこないだ観たんだけど。それじゃダメかな？」

「できますけど……それだと、雰囲気が」

　白い箱を色々なモノに見立てて演技をするというのは、基本中の基本だ。しかしそれは役者の技量もそうだが、観る側にも想像力を要求する。高校生の演技だとチープになりがちだし、リアルな生活感を出したいのであれば向かない。

　せめて、前回のようにレンガ調の壁のような表現を――

「あ、じゃあこうしてみたら！」

　と、和己は近くにあった鉛筆を手に取る。

「白い箱をさ、こうして一面は木もく目め調ちようにして木のイスにしてさ、もう一面は真っ白にして重ねて柱にするとか――」

「あ、そっか。パネルにも裏表をつけて、ドアとか畳にすれば！」

「それを利用したネタとかもできるよね！」

「そうですね！　桃、どうよセンパイのアイデア!?」

「…………」

　桃はつまらなさそうに和己を見ていた。

　狂きよう喜き乱らん舞ぶしている女子とは、また対照的だった。

「……ありがとうございますセンパイ。助かりました」

　抑よく揚ようのない声でつぶやく桃に、和己は何も返事ができなかった。







　その日の演劇部は普通の練習で終わった。この世の終わりのような顔で騒いでいたのは、桃と先ほどの女子だけで、小森は桃から指令を受け取ると黙もく々もくと図面を書き始めた。ノドにつかえたモノが取れたように、演劇部はまた動き始める。

「今日は、すみませんでした」

　帰り道。同じような学校帰りの生徒が多い電車の中で、桃は作り笑顔で謝ってきた。電車の揺れだけで倒れそうなほどに疲ひ弊へいしている。

「余計なことしちゃったよね。ゴメンね」

「いえ……すごく助かったんです。ホントに感謝してます」

　よく見ると、桃の目の下にはクマが。

　寝ていないのだろうか。いろいろ聞きたいことがあったのだが、それどころではなさそうである。

「はぁ」

　不意に溜ため息いきのこぼれる桃。

「ああぁぁ、またやっちゃった……」

「？」

「溜息。何もしていないのに溜息が出るんですよ。ヤバいですよね」

「ヤバいね。本当に切せつ羽ぱ詰つまってるんだね」

「すみません。正直、かなりテンパっちゃってます」

　笑おうとしても笑えないくらいに疲れているようだ。今はまだいいが、そのうちどこかでガタが来る。このまま別れるには忍びない。

「あのさ、桃ちゃん。ちょっと時間ある？」

「はい？」

　その時、ちょうど電車が御色駅に着いた。

　和己の提案で、商店街にある喫茶店に寄ることにした。この喫茶店はとても美お味いしいケーキを出すのだ。甘いものを食べて元気をつけようという和己なりの心こころ配くばりである。

「いただきまーす！」

　甘いショートケーキと甘い紅茶を飲むと、桃の頭から何かが抜け落ちたようだ。顔に生気が戻ったように見える。和己の倍の速度で食べていた。

「ふぁ～……」

　行儀が悪いのはわかっているが、テーブルに頭をついてケーキの余よ韻いんを楽しんでいる。よほど美味しかったらしい。

「すいませんセンパイ。気を遣つかわせちゃって。でもちょっと元気でました」

「ううん。元気になったみたいで良かったよ」

　本心だ。やはり桃は元気が一番似合う。まぁそれを言ったら元気が似合わない人なんていないのだが。

「お兄ちゃんって、すごい人だったんですね」

　ふと、桃がつぶやいた。

「部長やって初めて気づかされたって言うか。今までは芝居の外のマネージメントしかしてなかったからわからなかったけど、役者の細こまかい動きとか、台本の矛む盾じゆんとか、先生との交こう渉しようとか――それを全部なんとかしちゃってたんですよね、お兄ちゃんって」

「その分、強ごう引いんなマネもしてたけどね」

　これは演劇部員に聞いた話なのだが、去年の部の予算会議でフランダースの犬も真まっ青さおの芝居を打ち、生徒会長をはじめとする役員たちを感動と同情の渦うずに引き込み、予算をまんまと騙だまし取とったという逸いつ話わがある。和己も詳しいことは知らない。

「その強引なことができるパワーが欲しいなぁ」

　桃は笑っていたが、冗じよう談だんで言っているのではないだろう。困難があっても気合でなんとかできる林吾のような人間は、人の上に立てる資質がある。

　桃は完かん璧ぺき主義者のきらいがあるので、問題を一つ一つ丁てい寧ねいに、どんな些さ細さいなリスクも回かい避ひしてやろうとするから、結果的に迷ってしまうのだ。上う手まくまとまれば、とても綺麗な芝居が出来上がると思うのだが。

「センパイ」

　桃は一ひと息いきで紅茶を飲み干すと、和己の目を見た。

「こうやって手伝ってくれるの、もうやめてくれませんか？」

「え？」

「今日、すごく助かっちゃったんです。冷静に考えれば、すごく単純な解決方法だったのに、それすら気づかないほど頭ゆだっちゃってまして。本当にすぐ近くにあるものにも気づかなくって――だから、もう助けないでください」

「どうして助けちゃいけないの？」

「自分の力でなんとかしたいんです。まだ演劇部部長になって間もないから、自分の力でいろいろと経験して、糧かてにしたいんです」

　桃は真剣だった。迷わずに、自分の考えをハッキリと告げている。さっきまでの気の抜けた風船みたいな桃はいない。

　やっぱり桃も成長しているのだ。和己が高校を卒業するのと同時に、彼女も最上級生になるのだ。

　だけど和己は首を横に振る。

「ごめん桃ちゃん。それでも、今回みたいな現場に遭そう遇ぐうしたら、やっぱり助けちゃうと思う。放ほうっておけないよ」

「だから、それをやめて欲しいんです。私は――」

「桃ちゃんの考え方もわかるんだけどね。その、門もん外がい漢かんが口を出すのもアレかもしれないんだけど……演劇に限らず、そういうことは一人でやっちゃいけないと思うんだよね。なんていうのかな、困った時に人に頼らないとさ、潰つぶれるだけだと思うんだ」

「要するに、あたしが未み熟じゆくだから任せられないってことですか？」

　桃の語気が強くなる。

「そういうことじゃなくてさ、誰だって助け合うのが当たり前だって――」

「それは和己センパイだから言えるんです！　舞台ってのは役割分担がしっかりしてるんですよ！　それぞれが自分の仕事をこなさなきゃ、何も出来なくなるんです！」

　バン、とテーブルが叩たたかれる。紅茶のカップがわずかに揺れるが、桃はそれを直そうともしなかった。

「で、でも、それだって、周りの協力があってこそでしょ？　そこまでして一人でやる必要はないじゃ――」

　興こう奮ふんする桃をなんとか制しようとするが、桃は止まらない。

「あたしは自分の力でやりたいんです！　そうでなきゃ、一人じゃ何もできなくなっちゃう！」

「だから演劇は一人でやるものじゃ――」

「ああもう!!」

　とうとう桃が立ち上がった。苛いら立だった顔を隠そうともしない。

「門外漢は口出ししないでください！　もういいです！　自分でなんとかしますから！　もう演劇部の練習にも来ないでくださいっ！」

　そのままカバンを持って喫茶店を出て行ってしまう桃。

　ドアベルが鳴る音で、我われに返った。

　――怒らせちゃったな。

　残された和己は、回らない頭でそんな事を考えていた。正直、どうして桃があそこまで怒るのかわからなかった。

　和己は自分の主張を話しただけで、けして桃のがんばりを否定したわけではないのに。

　椅い子すの背もたれに身を預けると、どっと疲れが出た。これからどうすればいいのか全まつたくわからない。あんな桃は初めてだ。

「ほい」

　悩む和己の前に、紅茶が置かれた。置いた手から視線を上げると、喫茶「モンブラン」の店主が、苦笑していた。

「俺のおごり――と言いたいところだけど、あちらさんからだよ」

　店主の視線の先、カウンター席に一人の女性が。

　黒くろ髪かみ黒服黒眼鏡がトレードマークの、兎と轉てん舎しやの主あるじだった。

「よっ、若人わこうど。大変ねぇ」

　いつからいたのだろうか。店に入った時にはいなかったはずだが。

「お姉さん。僕、何か間違ったこと言いました？」

「言ってないんじゃない。あんたも、桃ちゃんも」

「そっかな……」

「正論だけじゃ女心は動かせないってことよ。まだまだ勉強不足ね」

「はぁ」

　お姉さんの言葉の一つ一つがグサリと突き刺さる。どんな主張であれ、桃を傷つけたのは事実。

　しかし間違ったつもりがないので、どう謝ればいいかもわからない。

「そんな顔しなさんな。なんなら、使ってみる？」

「結構ですっ」

　もはや何を使うのか、という質問すら飛び越えて拒絶する和己。人に頼ればいい、というさっきの主張とは異なるが、お姉さんに頼ったら最後だ。どんな結末が待っているか想像ができない。

　だけど和己を励はげまそうとしてくれている気持ちは素直に受け取った。

　会計を済ませて外に出ると、冷たい風が突き刺さってきた。
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　子どもは風の子、と言われていたのはいつの頃だろうか。今では子どもも寒い時には家でコタツに入ってゲームでもするのが当たり前の時代だ。

　そんなご時じ世せい、御色町のクソガキ共は前時代的に元気だった。

「トォ―――ッ！」

　図書館からわずかに離れた公園では、ちょっとした見せ物が出来ていた。雪を固めて作った氷の板。それを三枚重ねたものを、チョップで割る外国人。

「おお――！」

　それを見て喜んでいるのは吉永双ふた葉ばと、同じクラスの三バカたち。見物人はそれだけではなく、彼らと遊ぶ姿を楽しそうに見ている子連れの主婦などがちらほら。

「ハッハッハ！　どうだねボクのチョップは！」

　腰に手を当てて自慢しているのは、言うまでもなくチャックである。子どもたちはともかく、ギャラリーの一部はチャックの事を知っているのだろう。

「いくぜっ！　うりぁああああおおおおおおぁぁああっっわあああ！！！」

　そのチャックを真ま似ねして双葉が氷の板にパンチをぶつけ、逆に手の方にダメージを受けて転がり回っている。自じ業ごう自じ得とくなのだが、周りの皆はバカにしつつ笑っているだけだ。

「ガ、ガーゴイル……」

　手を伸ばすと、どこからか赤い光線が患かん部ぶを包んだ。いつの間にかチャックの背後にガーゴイルが座っていた。呼ばれたから飛んできたのだろう。

『汝なんじらは何をやっているのだ』

「やぁ、ガーゴイルくん！」

　笑顔で手を振るチャックとガーゴイルを見比べる双葉。

『双葉よ。チャック殿の真似をするのは良いが、自分の力量を見み極きわめねば強者にはなれぬぞ』

「うるせぇっ！」

『して、これは何だ？　見たところ、チャック殿が武術を披ひ露ろうしているように見受けられるが』

「そのとーりだよ」

　双葉はガーゴイルに経緯を簡単に話す。要するに、公園を歩いていたら怪あやしい武術の練習をしている外国人がいたから話しかけたというだけのことだが。

『双葉よ。少しは警戒せよ』

「いや、だってガーゴイルが言ってたんじゃん。アメリカから絵描きが来てるって」

『むう。確かにその通りだが、話しかけて米国人や画家ではなかったらどうするつもりだったのだ？』

「逃げるっ！」

『せめて謝罪せよ』

　もっともな説教をするガーゴイルだった。

「ガーゴイルくんも見るかい？　こないだは見せる前にやられちゃったからね」

　チャックはまた空手のように拳こぶしを構えている。と、思ったら柔じゆう道どうのように両手をひらいたり、相撲のシコのような動きを見せたりもする。

『チャック殿は何の使い手なのだ？　見たところ、柔術のようだが』

「バリツさ。日本じゃ有名なんだろ？」

『バリツ？　双葉よ、知っているか？』

　少なくともガーゴイルの内部情報には存在しない名前だ。

「実はあたしも知らねーんだ……」

　あの格闘技マニアの双葉が知らない武術があるとは。しかもチャックは日本に当然あるものだと言わんばかりの態度。

「中国とか韓国の武術じゃねーの？」

「いや！　バリツを教えてくれたボクの師し匠しようは、たしかに日本の武術だ、と言っていたよ!?　そういえば、タカシも知らないといっていたな。誰も知らないのかい？」

　チャックは周囲を見回すが、彼に同意する者は誰もいなかった。「どこかで聞いたことがあるような……」と考え込む人はいたが、明確な答えを出せる者はいなかった。

「まぁいいじゃねーか！　実際に強いんだし！」

「そ、そうだね！」

　双葉がチャックの背中を叩いて励ますと、ようやくチャックも元気を取り戻す。

「よーし、次だっ！　次の氷持ってきなさい！」

　また怪しい構えを取り、氷を割り始める。チャックの武術の正体はわからないが、今この場で子どもも大人も楽しんでいるのだから、よしとしよう。

　普通に考えれば怪しさ全開の外国人なのに、気がつけば双葉たちだけでなく、大人たちの警戒心まで解いている。ヨソ者でも平然と受け入れる御色町とはいえ、チャックの人ひと懐なつっこさはすごいを通り越して異常だ。

『チャック殿は範太の良き師匠になるな』

「突然なんだいガーゴイルくん？」

『気にするな。我がそう思っただけだ』

「ハハッ、そうかい」

　笑いながら三バカの投げた三つの氷の玉を、両手と頭で破壊するチャック。手はともかく、頭はちょっと痛かったらしい。顔をしかめるチャックを、みんなが笑う。

「でもね、ボクは範太に絵しか教えられないよ」

　痛みから立ち直り、氷玉のかけらを投げ返す。それぞれ服やズボンの中に入った氷で悶もだえ苦くるしむ三バカを見て、今度はチャックが笑った。

『そうなのか？　人生の先せん達だつとして、我も学びたいことが多々あるのだが――』

「ムリだよ」

　肩をすくめて、ガーゴイルの言葉を遮さえぎるチャック。

　目は笑っていなかった。

「ボクは、キミが思っているほど大した人間じゃない」
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　日が落ちるのと同時に、街灯がつく。

　図書館が閉館しても、範太の作業は終わらない。館長さんに許可をとり、灯あかりを自分で用意して壁画を完成に近づける。雪はまだ解とけないが、天幕の中は熱気が籠こもっていた。作業に集中する男の熱だ。

「ふぅ」

　緑色の塗料を、草原に走らせる範太。ただでさえ写実的に見えそうな草原は、範太の筆ひとつで陰影が生まれ、より奥行きが深くなる。手を伸ばせば絵の中に飛び込めてしまいそうだ。

　塗料のバケツを上に置いたまま、脚立を降りて周囲を見回す範太。

　静かだった。小さなストーブと、電器屋で買った安いライト以外に光源はない。図書館の明かりは完全に消えているし、外の道路を照らす街灯はここまで届かない。遠くの方で小さな音が聞こえる。きっと動物たちが集まって、ガーゴイルを交えての定例集会の準備をしているのだろう。

　まるで砂さ漠ばくの中にキャンプを張っている気分になる。

　それが楽しい。学校よりも集中できそうな気がする。世界で自分だけが絵を描いているつもりになる。この世に存在するのは、自分と目の前の草原だけ。

　木々を抜けた先に広がるのは、鳥が羽ばたく草原。鳥の道である青空がどこまでも続いており、それを追いかける風と草。誰にも邪じや魔まされることなく駆かけめぐることができる、自由な草原。

　海外にはそんな景色がたくさんあるとチャックは言っていた。いつか自分も見てみたい。絵や写真じゃなく、自分の目に焼き付けたい。

　そんなストイックな欲求は、腹の音ですぐにかき消された。

「…………」

　林吾はまだか。

　食事を買いに行ったのだが、遅い。昔からそうだ。いつもは大おお雑ざつ把ぱなくせに、変なところでこだわる。ハラが減っているからといって、カップラーメンの重さをじっくり比べてより重い方を選ぼうとする男だ。

　携帯電話の時計を見る。十時。熱中しすぎて時間の感覚が狂っている。林吾が食事を買ってきてくれれば、一休みも出来るのだが。そう思いつつ作業して、どれくらい経っただろうか。

　雪を踏ふむ音が聞こえた。

「林吾。遅いぞ」

　違った。林吾ではなかった。

　桃だった。

「はんちゃん。今、ヒマ？」

　コンビニのビニール袋を持っている。ヒマかと聞かれれば違うのだが、林吾も来ないし、休むのには丁ちよう度どいい頃合いだ。

　ゆっくりと近づいてきた桃は、見るからに消しよう耗もうしていた。

「まぁ、座れ」

　塗料が置かれてあるビニールシートを指す。道具に席巻せつけんされているため、人間が座るスペースは少ない。

　桃が座り、その隣に範太が座った。それだけで満員だ。

「林吾はどうした？」

「お兄ちゃん？　見てないよ」

　ということはどこかで食事を選んでいるのか。本当にどれだけかかっているのやら。

「それより、これ食べない？」

　桃がビニールから出したのは、大量のおにぎり。空腹だった範太にとってはありがたいが、桃も同じだったようだ。二人であっという間に平たいらげてしまった。

「おまえ……喰うなぁ」

「んー、お腹なか減っちゃって」

「何かあったのか？」

　桃の食欲が増すのは、傷ついている証しよう拠こだ。

　それで、こうやって相談に来る。いつものことだ。

「今度は何をしでかしたんだ？」

「しでかしたって……なんで、あたしが何かしたって決めつけるの？」

「桃は単純で我がが強いからな。だから失敗を人のせいにしない。俺の所に来る時は、いつも自分を責めたい時だ」

「はんちゃん、見み透すかしすぎ」

　肩に重い感かん触しよくがした。

　桃が頭を乗せている。心身共に疲れているのか。

「おい、桃」

「あ、ごめんね」

　慌てて起きあがる桃。なるべく桃の顔を見ないようにして、身体を押し上げる。桃の髪から漂ただよう香りが鼻び孔こうを刺し激げきするのだ。

　意い識しきしてしまうではないか。

　――無防備すぎなんだよな、桃は。

　完全に自分を信じ切っている。それが逆に辛つらい。

「吉永と何かあったのか？」

「……ん、ちょっとね」

　ぽつりぽつりと、桃が話し始める。話を聞いている分には、桃のことを意識せずに済んだ。内容は至し極ごく簡単なことだ。なんでも一人でやりたい完璧主義な桃と、人と協力してやりたい和己との衝しよう突とつ。

　個人的な意見としては、和己に賛成だ。特に桃のような熱くなると周りが見えないタイプは、誰かの助けが必要だ。それこそ和己のような。

　だが今、桃が必要としているのはそういうアドバイスではないだろう。桃の言うことを完全否定しては、本当に逃げ場がなくなってしまう。

「本当はね、もっともっとお兄ちゃんみたいになりたいの。だけどね、何やっても裏目に出るっていうか……もう、なんか、何もできなくなりそうで」

　桃の声に涙が混じり始めた。

　おそらく和己相手にも、こうやって愚ぐ痴ちりたかったのだ。それが真っ向から否定されて、こうして二番手の自分の所に来たのだろう。範太は冷静に分ぶん析せきする。

「あたし、もう……どうしたらいいの？」

　肩に頭を乗せてくる桃。今度は拒きよ絶ぜつしたりしなかった。

　範太は桃の頭をそっと撫なでる。

「演劇のことはよくわからないが――」

　そう前置きしてから、努めて優やさしい声を出す。

「俺は疲れたら休んでる。一人の世界ってのは、集中しすぎるから、自分がどれだけ疲れてるか気づかないものなんだ。今だってホラ、何時間集中したのかわからないから、桃の買ってきてくれたメシがすごくうまかった」

「……うん」

「疲れたら休め。人を頼れとは言わないから、俺みたいな朴ぼく念ねん仁じんのところで休みに来い。枕まくら代わりにはなれる」

「ありがと――ありがとね」

　桃は静かに目を閉じた。

　そのまま静かな時が過ぎる。外は寒いが、桃の体温がジャージを通して身体に伝わる。自分の体温も上がってくるのを感じる。

「はんちゃん、ありがとね」

　上うわ目め遣づかいに見つめてくる桃。

　だから、無防備すぎるのだ。自分のことを信じきっているのか。

　――俺だって、男なんだぞ。

「……いや」

　小さく返事をするのがやっとだった。

　桃にはまったくその気はないのだろう。いつも通り、子どもの時と同じように接しているだけだ。範太に妙な気を起こすわけがない。

　むしろ妙な気を起こしているのは、自分だ。

　和己がいるから安心だと思っていたのだ。だけど、いざこうして二人っきりになると、理性のタガが外れそうになる。

　――もしかしたら、もうすでに外れているのかもしれない。

「桃」

　肩を摑つかむ自分の手が見える。

　――何をやっているんだ、俺は。

「はんちゃん？」

　なんの疑いも持っていない目。彼女の白い吐と息いきが鼻にかかる。

　距離にして三十センチ。

　少し顔を近づけただけで、その距離が半分になる。

「もう、どうしたのはんちゃん？」

「桃、俺は――」

　――俺はなんだというのだろう。

　範太の頭が徐じよ々じよに真っ白になる。和己の顔が浮かび、消え、目を覚ませば、眼前に桃の唇くちびるが。肩を摑む手を、桃が握る。冷たい手がゆっくりと温あたたまっていく。

　砂漠の中のキャンプに、自分と桃の二人。

「……はんちゃん？」

　自分が何をしようとしているのかわからないのか、瞬まばたきを繰り返す桃。

　絡み合う桃の吐息と自分の吐息。

　もう少し近づいただけで――




　けたたましい金属音が地面を揺ゆらした。




　何かが激突する音と、何かが転がる音。そして何かが叫ぶ音が同時に轟とどろいた。雪でも吸収しきれない音が図書館の敷地に轟き、それを聞いた犬たちが吠ほえ始める。

　最初の音はすぐにわかった。脚立が倒れた音だ。あんな大きな物が倒れそうになるのに、どうして気づかなかったのか。

「はんちゃん！」

　桃が指さした先には、第二の音が。脚立の上に乗っていた塗料の缶。あれが落ちて壁に掛かっている。緑色の塗料が草原を縦たてに分断してしまった。まるでグロテスクな風ふう刺し画がだ。すぐに塗料を剝はがして――いや、もう手遅れだ。

　その前に落ちた缶を回収しなくては。

　すぐに立ち上がった範太が見たものは、転がる塗料の缶と、第三の音の主ぬしだった。

「ニ、ニャァァ……！」

　落ちた緑色の塗料を頭から被かぶっている、猫。

　それも二匹。

「おい、そこを動くな！」

　動転した範太が大声を出すと、猫も我に返った。

「ニァアアアアッ！」

　二匹の猫は緑色の塗料を全身から振りまきつつ、思い思いの方向に走っていった。足跡は当然ながら、塗料で前が見えないのか、壁に身体を擦すりつけている。

「やめろ！　おい、止ま――」

　追いかけようと駆けだした範太の足が止まった。

　猫が走り去った先。

　灯りがギリギリ届く天幕の外。




　そこに、吉永和己がいた。
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　範太と桃は付き合いが長いから、こういう時にどうすればいいか知っていると思ったのだ。ついでに絵の手伝いをして、センター試験前の最後のストレス解消ができたらいいと、そのくらいの軽い気持ちで足を向けたのだ。

　そうしたら、和己の想像だにしていない光景があった。

　範太と桃が、抱き合い、寄より添そっていた。

　何かの間違いという距離ではなかった。アクシデントで身体を寄せ合ったのではない。範太が桃を抱き寄せる現場を、たしかにこの目で見た。

　目だけでなく、この世の全すべてを疑った。いや、信じるとか信じないとか、それ以前の話だ。

　身体が、頭がまったく働かなかった。何か大きな物が倒れる音がしたが、それでも意識が戻らなかった。

「おい、待て！」

　範太の声がする。

　待てと言われても、和己には逃げた覚おぼえはない。

　違う。範太は別の何かを追っている。自分に弁解するよりも優先すべき事があるのか。何かとんでもない事件が起きているのか、和己には確認する気力もない。

　桃はというと、呆ぼう然ぜんと座りながらこちらを見ている。

　何か言うべきなのだろうか。

「センパイ――」

　震ふるえる声の桃。

　自分もあんな顔をしているのだろうか。

「桃ちゃん、その」

　返事をしてみたものの、まったく言葉が思いつかない。

　――あれ、こういう時ってなんて言うんだっけ？

　和己の頭は、正常な思考が出来なくなっていた。寄り添う範太と桃の姿がチラついて、言葉すら出てこない。

『和己！』

　背後から声と電撃が放たれた。

「いたっ！」

「あいたっ！」

　静電気をちょっと強くしたような電気が、和己と桃を襲おそった。ほんの一瞬だけだが、ものすごく痛かった。

　だけどそのおかげで正気に返る。

　振り向くとガーゴイルが座っていた。

『すまぬ和己よ。家人とその友人に電撃を撃つなど門番失格だが、これが最善だと判断した』

「ううん、ありがとう。助かった」

　電撃のおかげで、ようやく頭が回るようになった。荒あら療りよう治じだが、もう痛みはない。本当に最善の手段をとってくれたと思う。

　さっきの範太を思い出す。何かを追っていた。

　周囲を見回すと、緑色の塗料でズタズタになった壁画が。

『塗料が猫にかかった。今、範太と我で――』

　その時だった。ガン、と大きな金属をぶつける音が聞こえた。

『しまった！』

　声はすれど、ガーゴイルの姿はない。音の場所に移動したのだろう。

　天幕から外に出ると、ガーゴイルが辺りを照らしてくれた。凄せい惨さんな光景が広がっている。壁、植木、建物、考える人、そして他の動物たち。全てが塗料まみれになっていた。塗料を塗られた動物は宙に浮いている。これ以上の災害を防ぐために、ガーゴイルが処置したのだろう。

「ガーくん！」

　和己もガーゴイルを追って図書館の外に出る。

　被害は敷地だけに留とどまらなかった。図書館の外に出た猫が、道路まで緑色に染めている。何台か車が停とまっているのは、きっと猫たちの被害にあったのだろう。

　緑色の雪が道路に広がっている。

　その緑色が途切れた場所には、一台の車が停車していた。ガードレールにぶつけたようで、前面が小さくへこんでいる。エアバッグも作動していないし、運転手も無事だ。

　雪道を運転していて、いきなり緑色の猫が横切ったら前後不覚に陥おちいっても仕方がないだろう。予想していない出来事は判断力を失わせる。

『すまぬ。我がついていながら』

　運転手にしきりに謝あやまるガーゴイル。

　悪いと思っているのなら、ボンネットから退しりぞけばいいのにと思う和己。頭が混乱して、そのくらいの感想しか浮かばないのだ。

「おいおい、なんだこりゃ？」

　片手にコンビニ（ここから一キロほどある）の袋、もう片手に緑色の猫を持った林吾が図書館の入り口で立ちつくしていた。コートもズボンも緑色だ。きっと捕つかまえる時に猫と格闘したに違いない。

　林吾の疑問に答えてやりたいのはやまやまだが、和己にも何が起こったのかわからないのだ。わかることと言えば――

『和己よ』

「うわっ！」

　隣にガーゴイルが出現することなど日にち常じよう茶さ飯はん事じだったが、なぜか和己は心しん臓ぞうが飛び出るほど驚いた。

『今日はもう家に帰るが良い。あとは我が処理しておく』

「で、でも……」

『汝なんじは明日、試験があるのだろう？』

　そうだった。ガーゴイルに言われなければ忘れていた。まさかセンター試験を忘れそうになるなんて。

「吉永、その……」

　遠くから呼びかける範太。

「センパイ――」

　範太のさらに奥から、桃が駆け寄ってくる。

　――まるで僕が悪いみたいじゃないか。

　そう思えるほど青ざめた桃の表情。

　今は、二人の声を聞きたくなかった。目すら合わせられなかった。

「ガーくん、じゃあ、よろしくね」

『承知した』

　ガーゴイルの頭を撫でると、和己は一いち目もく散さんに駆けだした。

「吉永！」

　背後から範太の声がするが、振り向かなかった。

　自分の情けない顔を見られるのが、嫌だった。




「ったく、しょーがねーなー」

　倒れた脚立を直す林吾。

　脚立もそうだが、周りの地面も緑色だ。未知の生命体と銃撃戦をやらかした跡みたいで、非常にグロい。

　事故車は警けい察さつを呼んでもらった。あとは警察と本人の話し合いだ。間接的とはいえ、さすがに事故を引き起こしたのであれば、範太にも責任がある。

　敷地の塗料はガーゴイルの力でなんとかなりそうだが、問題は絵だ。緑の草原の上にかかった、緑色の塗料だけを剝はく離りさせることなど可能なのだろうか。いや、もう無理だろう。塗料が完全に混ざり合っている。

　緑の上から上書きすればなんとかなるかもしれないが、傷はあちこちに広がっている。一から書き直した方が早いかもしれない。しかし、卒業制作だ。一から描き直しては時間が足りない。

　いや、仮に絵が元通りになったとしても――

『桃は帰らせたぞ』

　林吾の背後に出現するガーゴイル。

「あれ？　なんで俺だけ居残り!?」

『我が知らぬと思ったか。あの時、脚立を蹴け倒たおしたのは汝であろう』

「……さー、なんのことかな」

　ガーゴイルから視線をそらす林吾。

『何なに故ゆえだ？　何故、範太の絵を台無しにした？』

「だから、知りませんっての」

『我相手にしらを切るか』

　ガーゴイルの目が光った。

「ぎゃああああっ！」

　手加減した光線をまともに浴あびて倒れる林吾。

『反省せよ』

「うぃーす……」

　だがこれは当然の罰ばつだ。

　ガーゴイルも林吾に何か考えがあってのことだと思ったから、光線を手加減してくれたのだ。つまり、これで許してくれるということだ。

　――もしも、あそこで絵を台無しにしなければ、範太はもっと大切なものを台無しにしていた。

　そう思ったら、自然と足が動いただけだ。
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　さわやかな冬の朝。

　肌寒い空気も、暖かい陽光のおかげでピリッと張りがあり、肌に気持ちよい。夏の真まっ青さおな空とは違い、霞かすみがかかったような空。

「いってきまーす！」

　ドアを勢いよく開けて、双葉が飛び出す。

『うむ、車に気をつけるのだぞ』

「おう！」

　門もん柱ちゆうの上に座るガーゴイルの言葉を受け、走り出そうとする双葉だが、

「……ってきます」

　ゆっくりと門を開け、前ぜん傾けい姿し勢せいになって歩き出す兄の声に振り返った。今にもカバンが腕からずり落ちそうで、その上寝ね癖ぐせもひどい。

『待て和己よ』

　ガーゴイルの制止も聞かず、和己は歩く。

　聞こえていないのだろうか。

「おい兄貴！」

　ゾンビのように歩く和己の肩を摑み、双葉はその目を見た。濁にごっている。まるで死んだ魚のようだ。

「目ェさませっ！　しっかりしろっ！」

　頰ほおに往復ビンタをして、ようやく和己の目に光が戻った。

「え、え、あ！　おはよう双葉ちゃん」

　痛む頰を押えて、和己は素すっ頓とん狂きようなことを言う。本当に今起きたかのようだった。

『和己よ。本当に平気なのか？　今日は試験の日であろう』

「あ、うん、平気平気。だいじょーぶだよ」

　ヒラヒラと手を振る和己。

　だけど、どこかよそよそしい。本当にガーゴイルの声が耳に入っているのかどうかも疑わしい。

「兄貴。時間あるか？」

「え？」

　言われて和己は腕時計を見る。

「うん、まだ平気だよ。余裕を持って出かけるつもりだから」

「じゃあ着替えてこいよ」

　双葉は兄の下半身を指さした。

　履はいていたのは、カワイイ柄のパジャマだった。













「う、うわあっ！　なんで、どうして!?」

　悲ひ鳴めいを上げて家に戻っていく和己。

　どうして、とはこちらの台詞だ。いくら寝ぼけていても、パジャマを履いたまま試験に臨のぞむ男がいるだろうか。

『むぅ……重じゆう症しようだな』

「どーしちまったんだ、兄貴……勉強のしすぎって、脳にクルのか？」

　ヒョロヒョロで情けない兄だが、こういうミスはしないと思っていた。その和己があそこまで生気を抜かれるとは、どんな勉強方法をしたのだろう。一晩くらい徹てつ夜やしたからといって、あんなにはならない。

「試験終われば治なおんのかな？」

　和己のことが気になったが、自分も遅ち刻こくしてしまう。双葉はガーゴイルに和己のことを頼むと、小学校まで走り始めた。







　残り、十分。

　そうアナウンスが流れてから、和己は顔を上げた。大学の構内は初めてで、色々新鮮だった。あまりキョロキョロするとカンニングと間違われそうなので、最後の問題に取りかかることにする。

　――えーと、この答えはＤだから……。

　記き入にゆう欄らんを探して動かしていた鉛えん筆ぴつが止まる。

「あれ？」

　思わず小さく声に出してしまった。目で周囲を確認して、聞かれなかったことに安あん堵どするが、問題はもっと深刻だった。

　マークシートの記入欄がないのだ。

　――これ、問４だから、一番最後の……あれ？

　どう探しても、マークシートが足りないのだ。最後に塗りつぶすべき箇か所しよは、すでに塗られている。問題を解くにはもう一列マークシートが必要なのに。

　やってしまった。

　まさかやるまいと、いや、こんなミス誰がするんだ、と笑っていたミスをやらかしてしまった。マークシートを一段飛ばすなんて、ギャグでしかない。

　上から順番に問題と照らし合わせて、修正箇所を見つける。どういうわけか同じ問題を二回解いていたようだ。なんでそんなことをしたのか。誰かのイタズラとさえ思えてくるが、ここには和己を助ける者も邪魔する者もいない。

　泣きそうになりながら、消しゴムでマークシートを消していく。消した箇所から、順に修正していく。

　急いで塗ったせいで、鉛筆の芯しんが折れた。

「あっ――」

　今度は周りの人間にも聞かれた。

　身を縮ちぢませて、顔を隠したい気分で一杯になる。見かねた隣の席の受験生が、鉛筆削りをそっと差し出してくれた。迷惑にならないように数回頭を下げて、マークシートに戻る。

　最後の問題を書ききるのと、チャイムが鳴るのは同時だった。

「はい、それでは係の者が回収しますのでそのままお待ち下さい」

　なんとかギリギリ間に合った。

　が、肝心の試験内容にはまったく自信が持てなかった。今まで何度も復習してきたつもりなのに、今日になって記憶から抜け落ちてしまった箇所がいくつもあった。

　記憶が占せん領りようされているのだ。

　桃と範太の――あの光景に。

「ああ、もう……」

　払ふつ拭しよくしようと頭を抱えても、消えない。

　昨日から今に至るまで、様々な可能性を考えてみたが、あれは高確率で範太と桃が付き合っているということなのではないか。

　桃とは交際していると公言したわけではないが、それでもある程度の期待はあった。それが全部崩くずされたら、和己の立場はいったい何なのだ。

「まぁ、気にするな兄ちゃん」

　さっき鉛筆削りを貸してくれた人が肩を叩いてきた。無ぶ精しようヒゲを生やした、普段着の青年だ。

「受験がなんだ。俺はもう四浪だぜ」

「四浪はマズイんじゃないですか!?」

「兄ちゃんいいツッコミしてるなぁ」

　こんな時でも、ツッコミのスピードだけは変わらない自分に嫌いや気けがさす和己だった。

　その後のテストも散々だった。わかるはずの問題がわからない、そんな事が立て続けに起こり、焦りもあってかほとんどの問題に自信がなかった。

　ちなみに鉛筆は五回折った。
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　一方、図書館でも一ひと悶もん着ちやく起きていた。

　図書館内にある事務室に、範太が呼ばれていた。

「――というわけで、あちこちからお叱しかりが来ているの。残念だけど、これ以上あの絵は続けられないわね。それにあの調子じゃ簡単に修復もできないでしょ？」

「……はい」

　女性の職員に諭さとされるように言われ、範太は肩を落とした。

　先日の事故が原因なのは言うまでもない。後でわかったことだが、事故を起こした車のドライバーは飲酒運転をしていた。酩めい酊てい状じよう態たいで緑色の猫を見たために動転してしまったそうな。むしろ罪は範太よりドライバーの方が大きかった。

　しかしいくら範太に直接的な罪はなくとも、町中に知れ渡るような事件を起こしてしまっては、壁画を中止せざるを得ない。道路についた塗料を剝はがし、ドライバーをムチウチや骨折から守ったガーゴイルがいたからこそ穏おん便びんに済んだが、それでなぁなぁに済ませるわけにはいかないのだ。

「ちょ、ちょっと待ってよ！」

　そこへ現れるチャック。宿泊先である昧礼寺から走ってきたのか、息を切らせている。

「ボクが掛け合ってみるから、タカシを出して、タカシ！」

「なんですか、あなたは？」

　職員が不審者を見る目で首をかしげる。

「ボクはチャック・ジーニアスだよ！　タカシに言ってもらえばわかるから！」

「チャック・ジーニアスがこんな小さな町に来るわけないでしょう。それにタカシって誰ですか？」

　どうやらこの職員さん、チャックの顔を知らないらしい。情報アンテナの低い人間だが、チャックの来日はどのメディアでも報道されていない。世界的スターならともかく、少し名前が知られた画家なんてそんなものである。

「タカシというのは、ここの水みず野の館長のことです」

　チャックに代わって範太が説明すると、

「館長も朝からミズノグループの本社に行って、謝罪してますよ。いいですか範太くん。あなた自身に悪気はなかったのかもしれないけど、昨夜の事故でいろんな人が困ったことを忘れないで」

「だからノリタは悪くないんだってば！」

「……チャック。もういいよ」

　手でチャックを制する範太。

「すみませんでした」

　職員に頭を下げて、範太は事務室を出た。その女性職員だけでなく、他の職員も範太に同情的な視線を向けている。

　図書館を出ると、風が心地よかった。図書館の中は少々暖房が効ききすぎているので、いつも外でストーブをつけながら作業をしている範太には暑いくらいだった。

「ねぇノリタ！　ホントにそれでいいのかい!?」

　後ろからチャックが追いかけてきた。

「チャック。本当にゴメンな。俺、迷惑かけるつもりなんてなかった」

「何言ってるんだ！　昨日のはただの事故じゃないか！　もういいよ、ボクが直接ミズノに行ってきて、タカシと一緒に本社を説得する！　警察がなんだ、最終的にはノリタのことを見直すさ！」

「チャック――」

　燃え上がるチャックに、範太は申し訳ない気持ちでいっぱいになる。チャックはこんなに範太のことを考えてくれているのに。

　――全て俺のせいだ。

　これは罰だ。あんな気を起こさなければ良かったんだ。

　仮に全てが元通りに戻ったとしても、絵筆を握るたびに思い出すだろう。桃と和己の顔を。そんな手で、自由な草原など描けるわけがない。

　むしろ壁画を中止された時、救われた気がしたのだ。全部おじゃんにしてしまえばいいと。それなのにチャックは範太をかばってくれている。

「ノリタ。疲れてるね。とりあえずオイシイものでも食べに行こう！　ノーとは言わせないよ！　ボクにオイシイものをゴチソウさせておくれ！」

　強く背中を叩かれて、範太は小さく咽むせる。

　それでもいつもの態度を崩さないチャックに、泣いて謝りたい気分だった。
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　片かた桐ぎり桃が御色駅の改札口に立ってから、もう二時間が経過しようとしていた。和己のセンター試験が終わる時間を調べて、帰ってくる時間を予測したのだ。

　会って話したかった。

　メールや電話はできなかった。和己のセンター試験初日の邪魔をしたくなかったという建たて前まえと、拒絶されたらどうしようという本ほん音ね。

　もうそろそろ和己が降りてきても良い頃だ。そう思いながら二時間が過ぎた。押しつぶされそうな人混みの中から菜な々な色しき高校の制服を探し、数十度目の溜ため息いきをつく。

　和己の誤解を解きたい。

　昨日のあれは全部誤解なのだ。

　範太はしきりに桃に謝った。それで彼の本音も聞いた。ずっと幼なじみだった彼の気持ちは嬉うれしかったけど、それが逆に桃を傷つける。

　昨夜の和己の顔。

　あの時、笑って済ませられなかった自分。

　それでもいいかも、と一瞬でも思った自分がいたのだ。

　恥ずかしかった。和己の気持ちも、範太の気持ちも裏切った。どっちも、普段から何を考えているのかわからないところがあった。自分をどう思っているのか、ずっと知りたかった。

　それが昨日で明らかになった。和己の気持ちも、範太の気持ちも。もっと違うシチュエーションで知りたかった。

　範太も桃に謝っただけで、どこかへ行ってしまった。チャックに聞くところによると、壁画を描かせてもらえなくなりそうだという。

　そうなったら、自分のせいだ。

　優ゆう柔じゆう不ふ断だんな自分が一番悪い。

　自分のわがままで、二人の男を傷つけてしまった。ハタから見れば魔ま性しようの女だが、そんな異い名みように耐えられるほど図太い神経は持ち合わせていない。ただの最低な女だ。

　その時、改札からどっと人が溢あふれだした。

　菜々色高校の制服を探す。もう何度も繰くり返かえした行動。

　背の高いサラリーマンに隠れるようにして、いた。髪の長い、女の子のような外見の男子生徒が。

「センパイ!!」

　叫んだ。周囲の視線が集まるのも気にせずに、手を振った。

　和己もこちらに気づいた。力なく手を振ってくる。

　そうして、去っていった。

「え――」

　人の波に乗って、駅を出て行った和己。

　無視されたのだ。いや、無視したんじゃない。こちらに気づいて、それでも立ち去ったのだ。

　和己の顔は、まるで大事な人が亡くなったかのようだった。

　それほど悪かったのか、センター試験の結果が。

　――あたしの、せいなのかな。

　急に足が震ふるえた。足場がおぼつかなくなってくる。両手で身体を押さえて震えを止めようとするが、耐えられない。駅の柱に手をついて、なんとかバランスを保つ。

　もしも和己が受験に失敗したら、どう責任を取ればいいのだろう。







　立ちつくす桃を、遠くから眺ながめる影があった。

『むぅ……』

　雪の積もったアーケードの天てん井じように座っているガーゴイルと、その隣の怪盗百色。彼らの周りだけ雪が積もっていない。光線などで退どかしたものと思われる。雲の上から下界を見下ろす神様のようだ。

「なにやら、大変な恋模様だね」

『これが俗に言う痴話喧嘩というものか』

　神妙な顔で納得するガーゴイルに、百色は苦笑。

『この単語を聞くのは、双葉が冗じよう談だんめかして笑う時などであったが、実際にこの目で見ると余り気分の良いものではないな』

「そうだね――特に、ただのケンカで終わらない時にはね」

　和己が受験に失敗しそうで、範太は壁画が描けなくなり、桃は演劇を続ける気力がない。誰も得をしていない。三人ともガーゴイルにとって大切な人だ。

『百色。汝ならこの問題、解決できるか？』

「おや？　珍しいね。ガーゴイルくんが私に頼み事なんて」

『汝も知っておろうが、我はこういう人間の心の機き微びに疎うとい。その点、汝はさぞや修しゆ羅ら場ばをくぐり抜けてきたであろう』

「人聞きの悪いことを言わないでくれ」

『汝は女性の心をも盗む、と双葉が言っていたが――』

「それは誤解だよ。私は女性には興味がない」

『…………』

　変な沈ちん黙もくが生まれる。

「もちろん男性にも興味はないよ？」

『誰もそんな事は聞いておらぬ』

「いやぁ、ハハハ……なんというか、私は女運がなくてね。たまには私の命を狙ねらわない女性と付き合ってみたいものだよ」

　一体どんな女性遍へん歴れきなのか一般人なら非常に気になるところだが、ガーゴイルはそんなものにはまったく興味がない。

『して百色よ。なんとかできるのか？』

「できるか否いなかと聞かれれば、ＹＥＳだ。しかし……」

　言葉を濁す百色。

『なんだ』

「私はトラブルでしか解決できないよ？」

『雨降って地固まるという諺ことわざもある。多少の騒動には目をつぶろう。犯罪を起こさず、誰にも迷惑がかからなければ良い』

「それは騒動って言わないんじゃないかな……でも、わかったよ。私も和己くんには元気でいて欲しいからね」

　立ち上がる百色。

「それに、チャック・ジーニアスのことでちょっと気になることもある。今回の事件を利用させてもらうよ」

『チャック殿が？』

「正確にはチャックのスポンサーのミズノグループだ」

　マントの中から一枚の文書を取り出す百色。

　ガーゴイルは文書の方向を見ていないのに、内容が一発でわかったようだ。

『会社の不正疑惑だと？』

　それは自分を含めた数人の人間が不正をはたらいたことを告白する内容だった。

「ああ。ミズノグループは、昔から今まで、物資を不正に横流ししていたようだ。いわゆる密みつ輸ゆだね」

『横流し――何を、なんのためにだ？』

「ある組織が必要とする物を、その都つ度ど送っているようだ。物に関しては、一定じゃない。核が作れそうな材料から、猫のエサまで様々だ。君の嫌いな犯罪さ。この文書を公開すれば、すぐに警察は動く」

『ある組織とはなんだ』

「古科学者の組織だ」

『なんだと!?』

　これにはガーゴイルも絶句した。

　古こ科か学がく。ガーゴイルを作った錬れん金きん術じゆつと、対ついを成す学問。それを修めた者を古科学者と呼び、世界各地で暗あん躍やくしていると聞く。

　ガーゴイルの制作者である、兎轉舎のお姉さんこと高たか原はらイヨ。その息子である喜き一いち郎ろうは古科学者だった。いつか必ず錬金術を倒すと宣言して去っていった。去年の秋の出来事だ。

「どうやら一部の古科学者が、徒党を組んでいるらしい。ミズノグループが横流しをしているというその組織は、徒党の母体となったモノみたいだ」

　最初から古科学者が団結したのではなく、ある一人の古科学者が独自で築き上げた組織に、最近になって古科学者が集まったというのだ。百色曰いわく、古科学者というのは群れて行動しないそうな。

『そこに喜一郎もいるのか』

「それはまだわからない。そのへんも調べてみたい」

『その組織に、チャック殿も関かかわっているのだな』

「どこまで関わっているか、断言はできない。だけど実行犯の一人だと私はにらんでいる。少なくとも、その組織について何か知っているはずだ」

　ガーゴイルも知りたいことがまだ山ほどある。

　古科学者たちが御色町を脅おびやかす危険がある以上、手をこまねいているわけにはいかない。

『しかし……チャック殿のような善良な人間が、不正など』

「なぜ、そう言い切れるんだい？　この文書はチャック・ジーニアスの絵から見つかったものだ。そして告発文書の筆ひつ跡せきも、チャック本人のものだよ」

『むぅ』

　ほがらかで子どもに好かれていたチャック。あんなにすばらしい絵を描く人間なのに。

「ガーゴイルくん。正義を愛する君の気持ちもわかるが、誰だって罪を犯おかして生きているんだよ。彼のように年輪を重ねた人ならなおさらだ。みんな、何かの罪に怯おびえて生きている。そうでなきゃ、天国も地じ獄ごくも必要ないからね」

　百色の言葉が、ガーゴイルの胸に染しみた。

　ガーゴイル自身にも、罪がある。心の中に焼き付いた古い罪が。

　その古傷を想うと、和己たちには清純でいて欲しい――と願ってしまうガーゴイルだった。

「おい、おふたりさん！」

　突然背後から声をかけられた。

　屈くつ強きような若い男たち――南口商店街が誇るテンプルナイツたちだ。この寒い時期だというのに、半はん袖そでだ。

「雪かきの邪魔だからどっか行ってくれよ！　一緒に地面に投げちまうぞ！」

『む――すまぬ』

「いやぁ、すいません！」

　それからガーゴイルと百色は、テンプルナイツに混じってアーケードの雪かきを手伝った。彼らの五倍のスピードで雪かきが終わったのはいいが、どっちが早く雪かきできるかで競争になったふたりがケンカを始めてしまい、結局いつものように爆発と紙かみ吹雪ふぶきが乱れ咲く騒動になってしまったという。
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「あ……」

　朝の下げ駄た箱ばこで、範太と遭そう遇ぐうした和己。

「…………」

「…………」

　お互い、挨あい拶さつもできないままだ。

　あの夜から一度も口をきいていない。学校でも意い図と的てきに避けている。面と向かって話した時に、どんな事を言えばいいのかわからないから。

　範太を責めるべきではない。範太は悪くない。

　そう自分に言い聞かせても、黒い感情がモヤモヤと湧わき上あがってくる。和己だって聖者ではない。やっぱりそういう感情はある。

「――吉永。ちょっと」

　しばらく見つめ合った後、範太が控ひかえめに話しかけてきた。

「話したいことが――」

「僕には話したいことなんてないよ」

　和己らしからぬ言葉。

　そんな台詞せりふが自然に口から出たことに、自分でビックリした。

　どうしてこんなに簡単に言えるのだろう。

　だがそれ以上は考えず、上うわ履ばきに履き替え、教室に向かおうとする和己。

「待ってくれ吉永」

　その肩を範太が摑む。

「あの夜のことは――」

「もう忘れたよ」

「忘れたわけはないだろう。俺は桃に、その」

「桃ちゃんに何をしたって言うの？」

　こんな事を言うべきではない、という表面的な感情とは裏うら腹はらに、言葉は冷たいまま。

　嫌だった。どうしてこんなに怒りの言葉が湧いて出てくるのか。

　桃とはなんでもないのだ。付き合っているわけではない。誰が何をしようが、和己が口を出す筋すじ合あいなんてないはずなのだ。そう、思い込んできた。

　なのに、どうしてこんなに――

「もう、いいよ。範太が桃ちゃんと何をしようが、関係ないじゃないか」

「関係ないことはないだろう！」

　肩を摑む範太の手と声が強くなる。

「知ってるだろう!?　桃はお前のことが好きだったんだぞ！　それなのに、どうして平然としていられるんだ！」

「それがわかってて、なんであんなことするんだよ!!」

　肩を摑む手をはねのける和己。

　二人とも大声を出すものだから、周りの生徒の注目を集めてしまう。だけど不ふ思し議ぎと恥ずかしくなかった。それどころじゃないのだ。

　こんなに大声でケンカをするのは、双葉以外では初めてだった。

　それだけ身近な存在だったのだろう。桃も、範太も。

「センター試験だって、散々だったよ！　何も考えられなかったよ！　今でもそうだ、勉強なんて手につかないよ！」

　罵ののしりながらも頭の中では「範太は悪くない」と言い聞かせていた。だけど口をついて出るのは、関係ない悪あく態たいばかり。

　理屈と感情は違う。

　関係ないと言い続けているのに、桃のことを考えたら負ふの感情が爆発する。

「吉永……」

「……ごめんハンタ。僕、まだ気持ちの整理がつかない。君にこんな事しか言えない。だからしばらくほっといてくれる？」

　周りにいる誰とも目を合わせないようにして、和己は教室へ向かった。

　誰かが和己を呼び止めたが、聞こえなかったフリをした。

　その日は一日中、机に突つっ伏ぷして過ごした。範太とモメたことはクラス中に知れ渡っているはずだが、誰も何も言わなかった。

　範太に謝あやまらなきゃ、と一日中思い続けた。

　しかし結局、範太と話す機会は訪おとずれなかった。































　センター試験が終わってからというもの、吉よし永なが家けの空気もガラッと変わった。

「ほら和かず己み！　今日は和己の好きなカレーだぞ！　どんどん食べなさい！」

「うん……」

　パパがしきりにカレーを勧すすめるが、和己はどこか上うわの空そらでカレーをもそもそと食べている。反応が返ってこないので、パパもそれ以上は何も言わない。

「なぁ兄貴！　そこの福ふく神じん漬づけ取ってくれよ！」

　双ふた葉ばが指さした福神漬けの小こ鉢ばちを、和己は無言で取って渡そうとするが、

「あっ」

　手が滑すべってテーブルに落としてしまう。

「ご、ごめんね双葉ちゃん！」

　慌あわてて布ふ巾きんを取ろうとした和己の手が、今度は水の入ったコップにぶつかってしまい、テーブルの上がたった一瞬で大だい惨さん事じになる。

　オロオロとして何もできない和己を差し置いて、すかさず双葉とパパが皿や小鉢を持ち上げ、そのスキにママが布巾で全すべて拭ふいてくれた。テキパキと動くみんなの手を見て、和己が溜ため息いきをつく。

「ド、ドンマイ和己！」

「気にすんな兄貴！　よくあることじゃねーか！」

　そんな和己を気き遣づかってみんなが励はげますが、逆効果だったようだ。

「……ごちそうさま」

　カレーを半分以上も残したまま、和己は席を立った。

　階段を上る「ギィ……」という足音が、ホラー映画のような寂さびしさを誘う。本当に和己の肩かたに霊れいのひとりやふたり乗っかっていそうだ。

　三人と一体になったリビングで、全員が顔を近づける。

「なぁ、兄貴絶対ヤバイって。センター試験ダメだったのって、そんなに心にクルもんなの？」

「いやぁ、パパは受験で失敗したことないから、なんとも言えないなぁ……でもあそこまで落ち込むなんて」

　ヒソヒソ声で尋たずねる双葉に、首をかしげるパパ。ママも心配そうに和己が消えていった扉とびらの方を見つめている。

「おいガーゴイル。ちょっと兄貴を励ましてこいよ」

　テレビの上のガーゴイルに双葉が命令するが、

『そういう精神的な行動は汝なんじらの方が得意ではないか』

「いや励ますだけじゃなくてさ。本当にセンター試験だけでああなっちゃったのかな？　そのへんも聞いてきてくれよ」

『確認は必要ない』

「え？」

『和己が落ち込んでいるのは試験のせいだけではない。だが我われはそれを言うことはできぬ』

「なんだよそれ……」

　怒ど鳴なろうとして双葉は気づいた。

　ガーゴイルは噓うそをつくことができない。だとしたら、誰だれかに口止めされているのだろう。こういう約束事は、門番の使命と同じくらいガーゴイルを束そく縛ばくするのだ。生き真ま面じ目めな性格である。

「はぁ～ぁっと」

　椅い子すから飛び降りた双葉。テーブルの上にある果物くだものをふたつみっつ手に取る。

「ちょっと兄貴の部屋に突撃してくるわ」

「おう、がんばれよ双葉！　パパも応援してるぞ！」

　パパに倣ならってブンブンと手を振るママ。

　正直かなり気が重いが、無理して鼻歌を歌いながら三階まで上る。

「おーい兄貴ー入るぞー」

　軽くノックしてから部屋に入る。

　電気がついていなかった。トイレにでも行っているのかと思ったが、和己は部屋の中にいた。ベッドの上でうつぶせになっている。

「なに死んでるんだよ。ホラ、ここに果物おいとくぞ。メシ食えないならデザートだけでも食えってママが」

「……ありがと」

　本当に死体のような声の和己。

　和己の部屋はごくシンプルで、机と本棚とベッドしかない。双葉の部屋も同じなのだが、和己はこまめに掃そう除じしているので、とても綺き麗れいだ。逆に言えば掃除をしていない双葉の部屋はいつも足の踏み場もないのだが。

「なー兄貴ー。そんなにセンター試験って大事なのか？」

「大事だよ……双葉ちゃんもいずれわかるよ」

「よくわかんねーなー」

　双葉はまだ五年生だ。来年度になれば中学のこととかも考えなければならないが、今はまったく気にしていない。

　机の上を見ると、問題集が山積みになっていた。受験生という生き物は、何が楽しくてそんなに勉強をするのだろうか。

「いったいどんなミスやらかしたんだ？」

「ミス……」

　その言葉を聞いて黙だまる和己。

「ミス……かな、やっぱり」

「簡単な問題が解けなかったのか？」

　聞きながら過去問の冊子を手に取る双葉。

「えーとなになに……東とう海かい道どう中ちゆう膝ひざ栗くり毛げの作者は誰か？　なぁ兄貴、コレ誰だ？」

「……十じゆつ返ぺん舎しや一いつ九く？」

「あ、これそう読むんだ。んじゃこれは……えーと、土地を豊かな土ど壌じようにするにはどうすればいいか？」

「たしか……生ゴミを使って堆たい肥ひを作るんだよね？」

「そうそう。へー、こんな問題もセンター試験に出るんだ。じゃあさ、バリツってどんな格闘技だか知ってる？」

「たしかシャーロック・ホームズが使ってた武術だよね？　……あれ、そんなのセンター試験の過去問にあったっけ？」

「ないけど」

「ないのになんでわざわざ!?」

「お、だんだんと兄貴らしいツッコミになってきたじゃん」

「……もう」

　一度は身体からだを起こした和己だが、またベッドに突つっ伏ぷしてしまう。

　ちょっとは元気が出たようだ。双葉も安心する。

「兄貴さ、みんな心配してるぜ」

「うん……ゴメンね」

「どうすりゃ元気になるんだ？」

「わかんないよ、そんなこと」

　苦笑する和己。双葉がここまで落ち込んだ時と言えば、ノーセーブで五時間やったゲームで全滅した時くらいだ。しかしあの時でもママの作った夕飯を食べたら治った。

「でも、ありがとね、双葉ちゃん」

「パパとママとガーゴイルにも心配かけてんだぞ。早く良くなれよ」

「うん」

　まるで病気だ。果物を持っていったのは、ある意味正解だったかもしれない。

　双葉は和己の部屋から出ると、鼻歌を歌いながらリビングに戻った。

「双葉！　どうだった和己は!?」

　心配そうなパパとママに、双葉はこう答えた。

「元気が出ないだけだってさ。別に悪いヤツになったわけじゃねーから、心配すんなよ」

「そ、そうだな。犯罪者になったわけでも、誰かに傷つけられたわけでもないんだからな。それなら、まぁ安心だな！」

　納なつ得とくするパパとママ。

「あ、それからガーゴイル。バリツってシャーロック・ホームズが使ってた武術だってさ」

『名めい探たん偵ていの武術か。ならば怪かい盗とう相手に使えるかも知れぬ』

　真剣に考え込むガーゴイル。

　しかしそんな武術をどうしてチャックが使えるのか、謎なぞであった。




　　　　　[image: ]




「おーい、桃もも！」

　朝。

　雪に滑すべりそうになりながらも、林りん吾ごは妹を追いかける。林吾はセンター試験で失敗しなかったので、いつものテンションで通学できる。ガーゴイルの光線が適度な刺し激げきを脳に与えてくれたのかもしれない。

　桃はうつむいたまま駅までの道のりを歩き続けていた。

「桃ー！　桃さーん！　お待ちください姫！」

　なんで妹に対してここまでへりくだらなくてはならないのかと思いつつ、昨日からずっと会話をしてくれない妹を追う。

　範のり太たにも電話したが、出なかった。

　親しい人間が三人も沈しずんでいると、バカみたいに明るいバカの林吾のオーラもくすんでくる。三人とも普段は元気な人間なだけに、ギャップに戸と惑まどう林吾。誰か一人の元気がないなら、残り三人で強引に立ち直らせることも可能だが、三人同時は無理だ。

「なぁ桃ってばよー」

「お兄ちゃん」

　ようやく桃が振り向いた。

　だけど節ふし目めがちで、林吾と目を合わせようとしない。

「あたし、しばらく部活休みたい」

「んだと？」

「ごめん。続ける元気でない」

「おまっ……！」

　そんなことはないだろう、と言いかけて、そんなことはありそうだと思ってしまう林吾。今の桃のテンションで演劇を作ったら、それこそ林吾が普段書く「タナトスの死」のようなドロドロアングラ芝しば居いが出来上がりそうだ。

　待てよ、それはそれでいいのかもしれない。このまま桃をアングラに染そめれば、林吾にもメリットがあるだろうが……。

　ダメだ。どう考えてもそれは桃には似合わない。

　昔から望んでいたことだが、いざ実際に妹がアングラの世界に入ろうとすると、止めたくなってくる。なんという矛む盾じゆん。

「桃！」

　反射的に桃の腕を摑つかんでいた。

「え、え、な、何お兄ちゃん!?」

「いいか！　まずは佐さ野の史し郎ろうの演技から勉強だ！」

「なんでよ!?」

「違うのか？　踊りなら麿まろ赤あか児じだぞ!?」

「なんで状況劇場にそこまでこだわるのよ!?　っていうかアングラもなにも演劇やる気分じゃないって言ったでしょ!?」

「あれ？」

　なにやら自分の中で話が飛ひ躍やくしていたようだ。これはうっかり。

　しかしツッコミをやる元気はあるようで安心した。

「まったく……お兄ちゃんだけはいつも通りね」

「ったりめーだ。マイペースが取とり柄えだからな」

　そこで林吾は思い出す。

「なー桃。こないだの事件、知ってるか？」

「なにそれ」

「下げ駄た箱ばこで和己とパンタロンが口くち喧げん嘩かしてたって」

「えっ!?」

　やっぱり知らなかったか。

　知っていたらもっと落ち込んでいるはずだ。だがこれは伝えた方がいいと思ったので、今話したのだ。

「ケンカっつっても、和己がなんか一方的に責せめてる感じだったそーだ。あいつも言う時は言うんだなぁ」

「…………そりゃ、そうよ。センパイはいつでも」

「ん？」

「――なんでもない」

　うつむく桃。やはり傷つけてしまったか。

　だけど知らないままだったら、いずれもっと辛つらくなる。

「……あたし先に学校行くから。お兄ちゃん、遠とお野のくんに伝えといてくれる？」

「お、おぉ」

　兄をパシリに使うこの度ど胸きよう。ヘコんでいても根こん底ていは変わっていない。いやむしろ双葉に影響されたのか、昨今の林吾の立場はますます悪くなっている。この状況をなんとか打だ破はしたいが、今はそれどころではない。

「はぁーあ。まいったね」

『原因が何を言うか』

「うおおっ！」

　つぶやく林吾の背後にいきなりガーゴイルが出現した。

「ガ、ガーゴイルさん。和己の様子はどうです？」

『落ち込んでおり、集中力が低下している。昨晩は上がったままの便座に気づかず座って、悲鳴を上げていた』

　それは俺も普段からやる、と林吾は思ったが黙っておく。

「桃も似たようなもんですよ。パンタロンのやつにも連絡とれねーし」

『むう……』

　唸うなるガーゴイル。やっぱり吉永家でもいろいろ苦労しているらしい。

　その時、前方から歩いてくる人影が。

　チャックだ。林吾とガーゴイルを見つけると、急いで走ってくる。

「リンゴにガーゴイルくん！　どうしたんだいモモは？　すっかり元気がないよ？」

『チャック殿は聞いていないのか？』

「いやぁ、ボクはノリタのことでいっぱいいっぱいだよ。ノリタ、絵が描けなくなってからすっかりふさぎ込んじゃって。でも、今、ボクが交こう渉しようしてるからね。すぐに絵が描けるようになるさ！」

「実はな、チャック」

　林吾は先日の出来事を簡かん潔けつに話した。

　話を聞いたチャックは激げき怒どするかと思いきや、溜息を一つ。

「そりゃカズミが怒るのも仕方ないよ。モモだって傷つくし。だけど、ノリタを責めることはできないよ、ボクは」

『そういうものか？』

「あいつが変な気おこさなきゃー、全部丸く収まったんじゃねーの？」

　誰がどう見ても、悪いのは範太だろう。和己と桃は、どこからどう見ても恋人同士だ。少なくとも兄の林吾の目からはそう見える。人様の女に手を出してはいけないだろう。たとえ法律で縛しばられていなくても、人道的に悪だ。

「うん、たしかにそうだよ。リンゴの言うとおり、ノリタは悪いことをしたね。だけどボクには怒る資格がない。まったく、こんなところまでボクに似なくてもいいのに……」

「えっ？」

　林吾が聞き返すが、

「だけど今はそんなことより、みんなの元気を取り戻すことが先だよ。このままじゃノリタもモモもカズミも、元気がないままダメになっちゃう。それは良くないよ。なんとかしてあげなくちゃ」

　その通りなのだが、では具体的にどうすればいいのか。

　それを話し合おうとした時、林吾の携帯電話が鳴った。

　範太からだった。

「モシモシ――オカケニナッタ電話番号ハ、現在、電波ノ届カナイ所ニイルカ、電源ヲ――」

「くだらないことするな。大変なんだ」

　範太の声はうわずっていた。

「怪盗百ひやく色しきからの予告状が来たんだ」
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　放課後集まったのは、図書館の壁へき画が前。緑色の塗と料りようが草原に傷を付けたままだ。もう少し時間が経たてば、業者を呼んでこの壁をまっさらにしてしまうのだろうか。

「ハンタ！」

　和己が手を振ると、範太は申し訳なさそうに小さく手を振った。

「吉永、その――」

　目を合わせずに何か言おうとする範太を制して、

「今はいいから！　百色さんから予告状が来たんでしょ？」

　今はケンカをしている場合じゃないことくらい、和己にもわかっている。

　絵の前にいるのは、範太とチャック。そこから離れ、図書館の塀へいの上から絵を眺めているガーゴイル。そのガーゴイルの下にいる林吾と――桃。

　やっぱりこんな事態になれば、桃も心配になるだろう。自分もそうだ。

「君はガーゴイルくんの家の子だね」

　全員から一番離れた場所にいるのは、背の低いおじさん。図書館で何度か見たことがある。あの人が館長さんだったのか。

「あ、どうも初めまして」

　館長に頭を下げる和己。

「何度か本の貸し出しで会ったことはあるけどね。それよりチャック。警察には本当に連絡しなくていいのかい？」

　館長がチャックに話す姿は、とても親しそうだ。範太と同じで、昔から交流があったことが伺うかがえる。

「警察には連絡しないで欲しい、って予告状に書いてあったんだろう？」

「そうなんだ。脅きよう迫はくじゃなくて、お願い。これはどういうことなんだろうね」

「百色さんは、脅迫とかあまりしませんから……」

　和己が補足すると、

『百色を褒ほめるな、和己よ。犯罪者が下した手てに出るのは、それこそ下した心ごころのためだ』

　塀の上のガーゴイルが震ふるえている。よほど怒っているのだろう。

『怪盗め――あれほど犯罪はせぬと申したのに……！』

　なにやらブツブツとつぶやいているが、聞き取れない。

「あの、館長さん。どんな予告状だったんですか？」

　和己が聞くと、林吾たちも身を乗り出す。

　そんな彼らを困った顔で見る館長だったが、チャックが「ボクの友達であり、ガーゴイルくんの友達だ」と言うと、館長も態たい度どを改めた。

「これが予告状だよ」

　標準的な高校生男子より若じやつ干かん背が低い和己より、さらに指五本分くらい小さな館長が予告状を見せてくれた。

　簡単な内容だった。先ほどの「警察には知らせないで欲しい」というお願いのあとに、こう書かれている。

「えーと、御ご色しき町ちようにあるチャック・ジーニアスの絵を頂ちよう戴だいする、か……それってどこにあるんだ？」

　林吾の問いに、全員が目を向けたのが壁画。

　柔やわらかい筆使いで描かれた草原は、今はもう汚されてしまっている。

「これはノリタの絵だ。ボクの絵じゃないよ」

「だけどチャック。この予告状は図書館に来たんだ。それからミズノグループの本社にも同様の手紙が来てる」

　館長の言葉に、みな首をかしげる。

　もしかして百色はこの絵をチャック・ジーニアスのものだと勘かん違ちがいしているのではないだろうか。いや、しかし彼は範太が描いているのを直接見ている。

　何かのアピールなのだろうか。チャックの絵が盗まれるのであれば、図書館にもミズノグループにも被害は出るだろうが。

「とりあえず、できるだけのことはするつもりだけど、チャックもガーゴイルさんもあまり事を荒あら立だてないでくれよ。特に光線の撃ち合いなんて、御ご法はつ度とだからね」

『むう、しかしそれでは百色が――』

「絵よりも、利用者さんの方が大事だよ」

　あっさりと言い切る館長。

「ボクもタカシと同意見だ。絵だったら、また描けばいいさ。死んだ画家ならともかく、ボクはまだ生きているからね」

「そういうこと。図書館でうるさくするヤツには、たとえガーゴイルさんだろうと背表紙でブン殴るからね」

　職務に忠実な館長さんは、そう言い残すと図書館の中に戻っていった。これからいろんな対策を練ねるそうだ。

「なぁチャック。やっぱりアレのことじゃないか」

　館長の姿が見えなくなると、範太がつぶやいた。

　そういえば以前、範太が言っていた。昧まい礼れい寺じにチャックの描いた絵があると。たしか描かないはずの人物が描かれているとか――

「アレに気づいたのかな、やっぱり。あれは盗まれたくないな」

　慌てるでもなく、静かに肩を落とすチャック。

「怪盗百色、たまにウチに来るんだ。その時に見つけたんだと思う」

「そうかぁ……そういうことってあるんだねぇ……」

『アレとはなんだ？　チャック殿、我らにも教えて欲しい』

　ガーゴイルだけでなく、他の人間の希望もあったので範太が説明した。チャックが若い頃ころに描いた絵が一枚だけ昧礼寺に寄き付ふしてあるのだと。それはどのメディアも知らないことで、絵に詳くわしくない人が見てもチャックが描いたと気づかないくらい画風が違うものだそうな。

　それをこの前、昧礼寺の住職が百色に話したのだという。

『では百色はそれを狙ねらっているのだな』

「でも、アレは……」

　口ごもるチャック。

「チャック。いつもそうだな」

　範太は館長が去っていった方を見ていた。

「館長さんの前では、決してあの絵の話はしないよな。俺やじいちゃん以外の人には、存在すら隠してる。そんなに秘密があるのか？」

「秘密というほどのものじゃないよ」

　チャックは間接的に認めた。

「でもね、あの絵は供養のために昧礼寺にあげたんだよ」

「供く養よう？」

　全員が眉まゆをひそめる。

「まぁ……たいした事じゃないよ。さ、それよりこれからの事を考えなくちゃ」

　歩き出すチャック。

　数歩歩いてから思い出したように、

「ノリタ。ちょっとモモと一緒にタカシの指示を聞いてきてくれないかな」

　突然、そんな事を言い出した。

「それはいいけど――」

　なぜ桃と。どうして名指しなんだろう。

「あたしは別に良いけど」

　横を見ると、桃と目が合った。

「頼むよノリタ、モモ」

「わかった」

「……うん」

　桃は何か言いたそうにしていたが、やがて範太と一緒に図書館に入っていった。

　遠ざかっていくふたりの後ろ姿が、なぜか罪悪感をかき立てた。

　残されたのは、和己と林吾。

「で、なんの話ッスか？」

　苦く笑しようする林吾。

　和己でもわかった。ちょっとあからさますぎるかも知れない。

「うん。まぁ、座りなさいな」

　チャックに勧められるまま、二人はビールケースなどに腰こしを下おろす。

『我も聞いて良いのか』

　二人の隣にいるガーゴイル。

「ああ。ガーゴイルくんが気に入らない話だったら、いつでもボクを撃つといい」

『撃つ？』

「まぁ、それはおいおい」

　年を重かさねたせいか、チャックもゆっくりとベンチに座った。

「昧礼寺にある、ボクの絵のこと――君たちには話しておこうかと思ってね」

「どうして僕たちだけ？　ハンタや桃ちゃんは？」

「彼らには、うん、まだ早いかな」

　どういう意味だ。

「いいかい、もちろん他た言ごん無む用ようだよ」

　唇くちびるに指を当てるチャック。その口く調ちようは楽しそうで、なんだか子ども向けの昔話をされているかのようだった。

　だがその口から聞かされた話は、そんな易やさしいものではなかった。
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　背の低い人たちにジロジロ見られながら、ガイドブックを捲めくる一人の若い男がいた。

「えーと、トウキョウ駅へは……」

　チャック・ジーニアスが初めて日本の土を踏ふんだのは、今からおよそ三十年前。その頃の日本は高度経済成長期と呼ばれており、戦せん後ご復ふつ興こうの勢いきおいのまま加速して、景気の上昇は目を見張るものがあった。

「スミマセン、トーキョーエキ……」

　近くを通りがかった人にたどたどしく話しかけるが、全て無視されてしまった。ある人には怖がられる始末。何も悪いことをしていないのに。

　当時チャックは二は十た歳ちになったばかり。大学で絵の勉強中で、当時の師し匠しようと共にアメリカ中の美しい景色を描いて回った。この世界にはなんと美しい景色があるのだろうと、人生の喜びに打ち震えていた。

　そうしてやってきた日本。

「あっ！　コレだ！　カンダからヤマノテセンに乗って……」

　ようやく自分でルートを発見したチャックは、電車に飛び乗る。重い荷物をようやく下ろし、その上に座った。

　一息ついたチャックは、周りの視線に気き恥はずかしくなり、意い識しきを遠ざけるために自分がどうしてここにいるのか改めて考える。

　考えているうちに暗い気分になった。

　――あるいは、逃とう避ひだったのかもしれない。

　チャックの生おい立たちはあまり人に自慢できるものではなかった。生まれつきからだが弱く、学校では目立たない存在だった。体力がないのでフットボールもできず、いつも外から眺ながめているだけだった。

　当時好きだった女性に手て酷ひどい失恋をしたのもこの頃だった。二ふた股またをかけられていたのだ。それはもう落ち込んだものだ。

　さらにその女性は、何も知らずに尻尾しつぽを振っていたチャックのことを知人に言いふらし、陰かげで笑っていたのだという。

　チャックが人間不信になるのに時間はかからなかった。その日からチャックのスケッチブックから人間が消えた。

　しかしチャックはあることに気づく。人間がいないほうが、絵がスッキリするのだ。人間を描くとどうにも構図が狂う。これは好き嫌いというよりも、向き不向きの問題なのだろう。そう考えれば、二股をかけた女性に感かん謝しやだ。

　チャックは人のいない自然を描いた。コンクールに応募し、いくつかの賞を取った。その時に師匠と出会った。師匠も風景画が好きだったが、チャックと違って人間も描いた。チャックは師匠を自分の親のように想い、師し事じしたが人間は描かないままだった。

　師匠からは、武術も教わった。師匠のさらに師匠が、名探偵から受け継いだそうだ。使える人間が年々減っているから後こう世せいに残して欲しい、と絵と同じくらい熱心に学ばされた。

　ところがそんなチャックに、ある日師匠はこう言う。

　――アメリカはまだ世界の一部だ。世の中にはまだまだ美しい景け色しきがある。例えば、この島国。

　見せられた写真は、赤い景色だった。何かが燃えている写真かと思ったが、違う。葉が赤いのだ。その時、チャックは紅こう葉ようというものを初めて知った。それが日本のとある地域で毎年見られると聞いたチャックは、師匠に「ちょっと行ってきます」と告つげただけで、ろくに返事も待たずに日本に飛んでしまった。

「さすがに、まずかったなぁ……」

　宿に着いたら師匠に手紙を書かねば。

　手紙の文面を考えているうちに、電車が東京に着いた。四し苦く八はつ苦くしながら駅を出れば、そこには写真で見た風景が待っているはず――

「あれ？」

　写真で見た景色はどこにもなかった。

　あるのはビルばかり。アメリカと大差ない。

　もしかしたらあのビルの裏手に景色があるのかと思い、そのへんを歩き回った。周りの人を捕まえて、写真を片手にカタコトの日本語で話しかけてみたが、みんな「この写真の景色はここにはない」と言うばかり。

「ジャア、これはニホンのケシキではない？」

　そう尋ねると、

「いや、これは日本の景色だよ。ただちょっとここにはないんだ」

　困った顔で答える日本人。どうやら地方によって景色に差があるらしい。そりゃニューヨークでグランドキャニオンを見ることはできない。日本は狭せまい島国だと思っていたから、とても驚いた。

　仕方ないので、考えを変える。

「デハ、いいケシキ、このへんにナイですか？」

「うーん……江え戸ど城じようくらいかなぁ」

「エド・ジョー？」

　なんだか人の名前みたいだ。エドとジョーの二人組はそれほどキレイなのか。

　日本人に教えてもらった場所に行くと、驚きが待っていた。それまでチャックが持っていた城という概がい念ねんが根こん底ていから覆くつがえされた。日本建築の片へん鱗りんに触ふれた瞬間である。

「ビューティフル！　ウオオオオオオー！」

　それからチャックは警備員に取り押さえられるまで江戸城の前で叫んでいた。







　このとき、チャックが描いた絵はわずか二枚。江戸城と、不忍池しのばずのいけの絵だ。結局、他の景色を探しているうちに滞在期間が過ぎたので、それだけで帰らざるを得なかったのだ。東京では風景ではなく、建物を描いた方が良さそうだと、教きよう訓くんを得た。

　この二枚がアメリカで爆発的な人気を得た。外国人の筆で描かれた日本の絵ということで、日本人の一部にも名が知れ渡った。

　水みず野の隆りゆう一いちと出会ったのは、その頃だ。

「ハロー、チャック・ジーニアスさん？」

　電話の向こうから、知らない男の声がする。

「そうだけど、あんたは？」

　眠い目をこすりながら尋ねる。朝早くだというのに、相手はハキハキと喋しやべっていた。

「ファンの日本人だ。あんたの絵について話したい」

　さっぱりとした用件だった。日本人というのはもっと婉えん曲きよくな表現を好むものと思っていたから、チャックは興味をもち、彼と自宅近くの喫茶店で落ち合うことになった。

　その日本人の格好は、白いＴシャツにジーンズ。年齢はチャックより上のようだ。どう見ても旅行に来た外国人という風ふう体ていだった。

「初めまして。ミスター・ジーニアス」

「チャックでいいよ。まるで商談みたいじゃないか」

「そのとおり。商談をしに来たんだ」

　名乗ったその男が、日本の企業の社長だとは思わなかった。

　スポンサーになりたいという話を聞いた時も、何かのジョークだと疑わなかった。

「ボクの絵を？」

「そうだ。君の絵はアメリカ人よりも日本人に馴な染じみやすい。きっと日本を中心に売れる！　日本人は珍しいモノが大好きだからな。それにそういう芸術に感化されて、さらにいい芸術が生まれることだってある」

「日本人はのめりこむとスゴイからね」

　まるで目の前の男のように。

「チャック。アメリカ人の君が描いた日本の絵を、待っている日本人は、きっと多くいる。こういうことは、普段その風景を見慣れている人たちの方が影響を与えやすい」

「……なるほど」

　その日のうちに、チャックは決意した。

　スポンサーがついた、と師匠に話したら、大層喜んでくれた。

「そうか。おまえの歪ゆがんだ絵でも、誰かから必要とされるモンだなぁ！」

　師匠と酒を酌くみ交かわして、絵のことで一晩中語り合った。それから一週間後、師匠に別れを告げてチャックは日本に住むことになる。







　空港で出迎えてくれた水野は、車でチャックを案内してくれた。

「チャック、今日からここが君の家だ」

「……本当に？」

　そこはアパートだった。

　とても狭せまかった。それで困ったのは画材を置く場所だった。水野が専用のアトリエを用意してくれるまで、チャックは寝る場所もなかった。それだけ絵を描き続けた。それでも日本の景色を描けることが嬉うれしかった。

　そうして、秋を待った。

　四季の概がい念ねんを知らなかったわけではないが、恥ずかしいことにチャックはあの紅葉は日本全国で四六時中見られるものだと思っていたのだ。

「チャック！　見ろ、この雑誌！　これじゃないか!?」

　そう言って水野が写真を持ってくる。しかしチャックの目指していたものとはいつも微妙に違う。

「うーん、ボクはもっと赤い方がいいなぁ」

「贅ぜい沢たくだなぁチャックは」

　渋しぶい顔をするチャックを、よく水野は笑った。

「こういうのもゼイタクって言うのかい？」

「言うさ。今、世界中で自然破壊が進んでいるのは知っているか？」

「なんだい、それ？」

「木を切るスピードに比べて、木を植えるスピードが足りなさすぎるんだ。このままだと世界中の木がなくなってしまう」

　当時は環境破壊などという言葉は浸しん透とうしていなかった。金を儲もうけるためならばなんでもやった時代だ。外国の木を切り倒しても、自分の懐ふところが痛まなければそれで良いと考える人間がほとんどだった。

「企業は――それも、日本の企業は地球環境のことなんか何も考えないで木を切っているんだ。だから日本の自然も、きっと汚される。そうなる前にチャック、君に絵を描いて欲しいんだ」

「……言われなくても」

　そう、チャックも日本の自然が好きだった。水野が紹介してくれた場所には必ず足を運んで絵を描いた。

　たとえるならば、アメリカの景色は何百年経っても絶対に変わらない、宝石のような美しさがある。反対に日本の景色は、チャンスを逃のがしたら永遠に描けない、儚はかない花のような美しさなのだ。

　日本中を駆かけめぐり、四季折々の季節を描く。それを水野が安く売る。値段を気にしたのは、チャックと水野の双方の意見だ。高い値ねを付けてもったいぶるよりも、安くしてたくさん売って名前を広めた方が、結果的に良いと判断したのだ。チャックの方は、ただの謙けん遜そんだったが。

　そんなある日のことだった。

　水野が一人の女性を連れてきた。

　その時はちょうど、自宅で骨休めをしている時だった。こういう時、水野はたいていチャックを飲みに誘う。その席で紹介されたのだ。

「リューイチ、この綺き麗れいな人は誰だい？」

「俺の婚約者で、縁ゆかりさんという」

「はじめまして」

　縁という女性は、チャックが思い描いていた日本女性そのものだった。

　長い黒くろ髪かみに丁寧な物もの腰ごし、控ひかえめな態度。加えて美人だ。

　なるほど、水野によく似合っている女性だ。彼のような才能のある若者には、こういうすばらしい女性こそがふさわしい。

　と、心の中で思ってはいたが、

「リューイチには過ぎたヒトじゃないのかい？」

「あ、言ったなこいつ」

　二人で笑いながら酒を酌くみ交かわした。

　縁は芸術の方面でも才能があるらしく、チャックの絵にも興きよう味みを示した。日本人では描けない筆使いで、日本の絵を描くスタイルが気に入ったらしい。

「チャックは紅葉だけが好きなの？」

　いつしか、暇な時は縁もチャックのアトリエに来るようになった。理由は水野と同じ。チャックの絵に囲まれると癒いやされるからだそうだ。

「いやぁ、ボクはなんでも好きだよ。ホッカイドーの雪も好きだし、ニーガタの海も好きだし、フジヤマだって好きだし、ミヤザキのサボテンも好きだ」

「サボテンは日本原産じゃないでしょう」

「あれ、そうだった。とにかく、ボクは日本の全てが好きなんだ。人間以外はね」

「相変わらず、人間は嫌いなのね」

「というか、全ての人間がボクを嫌っている気がするんだ」

「あら、私はチャックのこと好きよ」

「ありがとう。でも、人間が嫌いという気持ちはやっぱり筆に表れてしまうから。自然は無条件で愛してくれる。自然にだったら殺されてもいいくらいだよ、ボクは」

「こういうの、あなたの国だったらクレイジーって言うんでしょ？」

「正解」

　縁はただ微笑ほほえんでいた。

　彼女を好きになるのに、そう時間はかからなかった。

　水野がいない時は、縁がチャックの世話をした。チャックに日本の珍しい景色を紹介し、絵の手伝いをする。絵を描く時はチャック一人だったが、たまに水野と縁がついてくることもあった。三人で行動することは楽しかった。

　そんな中、縁のことを意識する時間が増えた。

　チャックの世界に、再び人間が現れたのだ。







　水野と縁の三人だった時間に、わずかにほころびが生じた。水野が仕事で忙しい時は、チャックと縁の二人だけで行動することが多くなった。水野の仕事は大成功しているようで、チャックと飲む時間すら減った。

　必然的にチャックと縁の会う時間が増えた。縁も水野に対する愚ぐ痴ちが出始め、それは徐じよ々じよに増えていった。

　そして、ある日のこと。

　一番最初に師匠に見せられた、赤い景色が見つかったのだ。

　それは京都にある、とある寺の紅葉だった。十一月の終わりぐらいになると、山火事のような色が四し方ほうを埋うめるのだ。今までチャックが見つけられなかったのは当然で、許可を得ないと入れない場所だったのだ。

　すぐに水野が許可を取ってくれたので、チャックはそこに赴おもむいた。

　縁と共に。

　もちろん、二人ではない。水野の代理人ということで縁と一緒に水野の部下数人が連れだったが、チャックが絵を描く時には二人きりにしてくれる。

「すごい――」

　赤い風が舞う。その中に縁がいた。

「初めて見た、こんな景色」

　微笑む縁に、チャックは視線をそらす。

　このようなとき以外でも、チャックと縁は逢あうようになっていた。それが水野に対する裏切りと知りつつ、二人は惹ひかれ合あった。

　縁のことが好きだった。

　しかし好きになればなるほど、罪悪感が募つのる。水野だけではない。外で待機している水野のスタッフにも、水野の会社に関わる全ての人間に対して謝あやまりたくなる。

　だけど縁に対する気持ちも、間違ってはいるが本物だった。

「ユカリ。そこにいると邪魔だよ」

「あ、ごめんなさい」

　わざと冷たく言った。縁は素早くチャックから離れ、彼の後ろで景色を眺め始める。

　その時には、もう手遅れだった。

　チャックの筆は、自分の網もう膜まくに焼き付いた縁の姿をキャンバスに描き写していた。

「あ――」

　しまった、と思った。

　自分の絵に、あってはならないものを描いてしまった。

　慌あわてて消そうとして、気づく。

　――消せない。

　赤い山に立つ女性。小さく描かれているはずの人物は、周りの風景に溶け込んでおり、かつ存在感を持っている。ここにこの人物がないと、絵が締しまらないと言ってもいい。

　完全に絵と一体化している。

　人物を描かない――いや、描けないはずのチャック・ジーニアスの絵に生まれた、たった一人の人物。

　消せないし、捨てられない。この絵をなかったことにするなんて、絵の神に対する冒ぼう瀆とくだ。そうだ、こういう言葉が日本にはあるんだ。「もったいない」と。それはチャックの国にはない言葉だった。

　結局、チャックはその絵を隠した。納なつ得とくがいかないという理由で、完成を待ってもらったのだ。やがて出来上がったのは、なんの変へん哲てつもない紅葉の絵。その絵はチャックの人生でもっとも高価な値段で売れたが、チャックは喜べなかった。

　チャックの手元に残った、縁のいる絵。この絵をどうしようか迷っていた。

　この絵の存在がばれたら、縁との恋もばれるだろう。

　そうなったらチャックも縁も水野も悲しむ。

　だけど捨てることができない。絵描きとして、残しておきたい。

　悩みに悩んだ末、チャックは神様に頼ることにした。チャックが滞たい在ざいしていた町の教会に懺ざん悔げをしに行こうとしたのだが、ちょうどそのとき、神父さんは当時上映していた「エクソシスト２」を観みに行っていたために不在。

　他に教会はないかと町はずれまで足を伸ばし、そこで一頭の土と佐さ犬けんにからまれた。当時外国人はとても珍しく、その土佐犬もチャックを異質なものと認識したのだろう。敵と認識されたチャックは持ち前のバリツで応戦するものの、すぐに組くみ敷しかれてしまった。

「……貴き様さまはここで何をしている？」

　土佐犬に完敗したチャックを見下ろす、巨大な男。

　そこは昧礼寺の前だったのだ。

「マレスケ、もういい」

　住職が命じると、土佐犬は静かにチャックの上から退しりぞいた。老犬ながらよく躾しつけられた番犬である。

　これも何かの縁だと、チャックは住職に全て打ち明けた。すると懺悔の代わりに説教してやる、と本堂まで連れて行かれた。

「その絵を見せてみろ」

　そこで全てを打ち明けたチャックに対し、住職は怒るでもなくそう言った。

　わざわざ絵を家に取りに帰ったチャック。その絵を見た住職はひとつ頷うなずくと「いい絵だ」と言った。

「貴様はこれを捨てたい。しかし水野には黙だまっておきたいわけだ」

「は、はい」

「ならば話は簡単だ。この絵をここに葬ほうむっていけ」

「葬る？」

「ちょうど居い間まが寂しいと思っていた所だ。貴様の絵があれば、墓の下で眠る者たちも喜ぶだろう」

　つまり、絵を置いて行けということだ。願ってもない。ここに置いておけば、水野の目に触れることはないだろう。彼は忙しくて寺などには来ないだろうし、そもそも寺に来ても居間の絵に気づくはずがない。

　その時から、チャックは住職の不ふ思し議ぎな魅み力りよくに取とり憑つかれたのか、昧礼寺によく通うようになった。住職の説教を受けると煩ぼん悩のうが消え去るようで、縁のことも忘れられた。ちなみにその頃には水野と縁の間には一人の息子が生まれていた。チャックもアメリカに戻り、やがて結婚して子をもうけた。

　しかしチャックは思うのだ。

　この絵が昧礼寺にある限り、自分のあの時の煩はん悶もんはなくならないと。

　そして、それは消し去ってはいけないものだと。自分を戒いましめ、絵に没ぼつ頭とうするために必要な十じゆう字じ架かなのだ。
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　話を聞き終えると、和己は溜たまっていた肺はいの空気を一気に吐き出した。

「そんなことが……」

　罪悪感と絵を秤はかりにかけ、どちらも取れなかったチャック。

　見る人が見れば、チャックを不ふ埒らちな男と軽けい蔑べつするだろう。しかしチャックはそのことに悩んでいた。罪悪感に悩まされ、住職に諭さとされ、最終的に絵の道を選んだ。それは半はん端ぱな気持ちではできない決断だったろう。

　ビールケースに座った林吾は、珍しく指を組んでじっと押し黙っている。チャックの話に思うところがあったに違いない。

　和己には、チャックの話が自分たちを指しているようにしか聞こえなかった。もしかして知っているのだろうか。

「ボクの話をどう思うかは、キミに任せるよ。責めたっていい。ボクは昧礼寺にあるあの絵に、自分の罪を隠したんだ」

「チャック……」

　罪という言葉に反応してしまう和己。

「あの、ちょっとわからねーんだけど」

　手を上げたのは林吾。

「当時のヨコシマな気持ちが詰まった絵なんでしょ？　だったら百色にあげちゃったほうがスッキリするんじゃねーの？」

「そうだね。そうできたら、きっとスッキリするだろうね。だけどボクはスッキリしちゃいけないと思うんだ」

「そういうもんなの？」

「日本語でなんと言ったっけ……ああ、そう、イマシメだよ。あの絵が常にボクを見ているから、ボクは絵に没頭できる。だからあの絵は大切なものだ」

「魔ま王おうを封ふうじた城みたいだな」

　変な比ひ喩ゆをする林吾。

「だけどチャックの気持ちはわかったよ」

　立ち上がる和己。

　当時のチャックが想っていたこと。それがなんとなくだが和己にもわかる。

　だけど色々な感情もわきあがる。

　どうしても照らし合わせてしまう。範太や桃と。

　彼らとも向き合わなければならない。チャックはそう言っているのだ。

「チャック。とりあえず、百色のことは外には漏もらさないって館長さんが」

　その時、ちょうど範太がやってきた。

　それでもなんだか目を合わせづらい。

「助かるよノリタ」

　範太に手を振るチャック。

「それで、次は何をすればいい？」

「うん、それなんだけど。実はね、ノリタに頼みたいことがあるんだ」

「なんだい？」

　チャックは背後を振り返る。

　そこには範太が草原を描いた壁があった。




「これ、ボクにくれないかな」




　全員、目が点になっていた。言葉の意味がわからなかったのだと思う。和己にもわからなかった。

「チャック、それどういうこと？」

　絵を見ながら尋ねる桃。

「わからないかい？　この絵を消して、一から描き直すんだよ、ボクが」

「だって、そんなことしたらはんちゃんが！」

　範太は下を向いて押し黙っている。きっと悩んでいるのだ。

　さっき、なんでもすると言った手前だ。

「いや……チャック。それは、さすがに、その……」

　あ、やっぱり困ってる。

　それはそうだ。この絵は凍とう結けつされたとはいえ、範太の卒業制作だ。たしかチャックはこれの再開を求めていたとガーゴイルに聞いたのだが。

「ノリタ。これがボクのモノになったら、どう困る？」

「そりゃ、もちろん、俺の卒業制作だし、ミズノグループから奨しよう学がく金きんも貰もらえなくなるし……それに、俺が今まで描いていたものだし」

「奨学金ならボクが交渉するよ。ダメだったらボクが個人で出してもいい」

「いやそれ以前に、これは俺が描いた絵だ！　俺の作品だ！　それをチャックにあげるなんて――」

「キミの作品でなくなったら、どうなるんだい？　ノリタ、キミはお金と名前のために絵を描いているのかい？」

「……それも、もちろんあるよ。奨学金は欲しいし、俺の腕を認めて欲しい」

　正直な範太に驚いた。普段からクールな彼の口から、そういう即物的な言葉が出るのは似合わない。だけど彼も和己と同い年の人間なのだ。

　だけど、その願いは――

「ハッハッハ、バカだなぁノリタは。さっきも言ったように、お金のことなら心配しなくていいんだって。それに名前だってそうだ」

　チャックは大笑いしたあと、範太に指を突きつける。

「あの世界的な安物画家チャック・ジーニアスの弟で子し。これ以上の名前は必要かい？」

「チャック――」

「あの、ハンタ」

　悪いとは思いつつも、口を挟はさまずにはいられなかった。

　和己は照れくさそうにこう言う。

「さっきから、ハンタがお金とかにこだわるのはさ、ひいては絵が描きたいからなんでしょ？　だったらチャックの言うとおりにした方がいいと思うな」

「……吉永？」

「その、うまく言えないんだけど、ハンタは、どこでも絵が描けるし、いつでもチャックと一緒にいられるから、今回はチャックのためにこの絵を譲ってくれないかな。自分の絵を犠牲にするって考えるんじゃないんだ。ハンタがこの絵を描くことで手に入れようとしてるモノは、もうすでに持っているっていうか――ええと」

　自分でも何が言いたいのかわからなくなってきた。

　呼こ吸きゆうを整ととのえて、言葉を探す。

「絵ならまた描けばいい。というか、ハンタにもっとたくさんの絵を描いて欲しい。僕、手伝うからさ。ハンタがやりたいこと、僕はいつでも手伝うから。ハンタにはずっとずっと絵を描いてて欲しいから」

「……吉永、どうしてそこまで？」

　考えてみれば範太を止める道理はない。

　だけど範太には一枚の絵に固こ執しつせず、いつまでもチャックと一緒に絵を描いている姿が似合うと思ったのだ。

　範太のことは嫌いだ。少なくとも、あの夜の範太は。

　だが、チャックの話を聞いて、思ったのだ。

　あの夜の範太がした事が罪だとしたら、それを招いた自分も同罪なのではないかと――。

　ハッキリしない自分も悪いのだ。

　だから――全部ハッキリさせようと、今決めた。

「そこまで、ってほど大したものじゃないよ」

　和己は照れくさそうに笑う。

「ただ、僕は手伝うのが好きだから。それだけなんだ」

　林吾が芝居を創り、範太やチャックが絵を描き、ガーゴイルが何かを守るのであれば、和己はそれを手伝う。それが自分の役割なんじゃないかと最近思ったのだ。

　ガーゴイルのように頑丈な身体はない。

　範太や林吾のように秀ひいでた才能もない。

　双葉のように優やさしい勇気もない。

　そういう人たちに憧あこがれてきたのだ、ずっと。

　だから、そんな人たちが困っている時は、せめて手を差し伸べたいと思ったのだ。

「センパイが福ふく祉し関係の大学を受験したのって、そういう理由なんですか？」

　桃の言葉に、しっかりと頷く和己。

「まだ何ができるかわからないけどね。それを知るために大学に行こうかなって」

「それはまた――変な動機だな」

　範太が笑った。

「変って言わないでよ！　これでも考えたんだから！」

「主体性があるのかないのかわかんねーヤツだな」

　そう評したのは林吾。

　みんな揃そろって頷いている。

　和己は反論しようとしたが、これ以上言うと泥どろ沼ぬまになってしまいそうなので、ぐっとこらえることにした。

「まぁね、男の一大決心なんて、口にすれば恥はずかしいモノさ」

　チャックだけが他のメンツと違う反応だった。

　彼も似たような目に遭あったことがあるのだろうか。

「チャック。この絵を譲ゆずることにするよ」

「ありがとうノリタ。でもね、ボクが本当に欲しいのは絵じゃないんだ。ボクは絵をくれなんて一言も言ってない。欲しいのはコレだよ、コレ」

　チャックが叩いたのは、草原が描かれてある壁。

「それに描くのはボクだけじゃない。みんなも筆を用意するんだよ」

「へ？」

　みんな、何を言われているのかわからずにポカンと口を開けている。

　チャックの真意がわかった時には、開いた口がさらに広がった。
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　たくさんの絵筆を買い込んだ桃は、ひとり家いえ路じについていた。

　雪害はだいぶ収まり、道路にはアスファルトが見え始めている。まるで冷え切った自分の心も溶けていくようだった。

　毎度毎度、チャックには驚かされる。

　芸術家としてのプライドがないんじゃないかとすら思う。でもきちんと考えれば、それがチャックの絵描きとしての自信の表れなんだと思う。

　そんなチャックを見ていたら、自分の悩みもいつしか吹き飛んだ。

　一人だとか集団だとか、そういう事は関係ない。チャックのように自然体でいられたら、もっと広い視野で物事を見られるのだ。

　そうして落ち着いてから、急に怖くなった。

　冷静になったら、和己のことを考えてしまう。

　今日も何も言えなかった。

「――なんて謝ればいいのかな」

　和己には酷ひどいことをしたと思っている。

　暴ぼう言げんを吐はき、誤解とはいえ範太と逢っているところを見られ、そのせいでセンター試験をボロボロにしてしまった。

　弁解の余地がないくらい、酷いことだ。

　よしんば謝って許してもらえたとして、それからどうすればいい。大学に受かったら和己は御色町を離れていってしまうかもしれないのだ。

　自然と溜息が出る。どう転んでもうまく行かない。

　陰いん鬱うつな気持ちを引きずりながら雪道を歩いていると、何やら変な人影が目についた。

　公園の入り口。

　街がい路ろ樹じゆが立ち並び、その街路樹の下には花か壇だんがある。その街路樹の周りに積もった雪を払っている人影――いや、人ではない。

　緑色の女性だった。

　たしかガーゴイルの友達で、オシリスといったか。そういえば和己がよくメールをやりとりしていた。知らない女性と連絡をとっていると嫉しつ妬とした時もあったっけ。

『ええいっ、忌いま々いましい！』

　感情をむき出しにして、雪を払うオシリス。地面から生える触しよく手しゆが雪を薙なぐたびに、本体は震えている。寒いのが苦にが手てなのか。

「あの――」

　気になって声をかける。

『なんじゃ小娘！』

　振り返るオシリスは怒っていると言うより、寒くて仕方がない様子。

　オシリスの声は大きな胸に挟はさまっている携帯電話から出ていた。自分のと見比べる必要もないくらい、圧倒的な戦力差であった。劣れつ等とう感かんすら起きない。

「あ、あの、寒いなら、これ着る？」

　差し出したコート。今日も寒いことは寒いが、上着を脱いでも大丈夫なほどだ。桃とオシリスでは寒さに対する耐性が違うだろうし。あの装そう甲こうのようなものはどれだけの寒さを抑おさえられるのか。

『なんじゃこれは？』

「ちょっとは暖かいと思うけど」

『そのような施ほどこし、妾わらわが受けると思うてか!?』

　今度は本気で怒るオシリス。しかし歯の根が合っていない。

「ふんっ！」

　強引にコートを着せた。

　オシリスの腕を引っ張り、ムリヤリ袖そでを通させる。オシリスは抵てい抗こうする素そ振ぶりを見せたが、コートを完全に着せられると、黙ってしまう。

『これは……暖かいのう』

「でしょ？」

　今まで桃が着ていたものだ。体温の分、暖かいに決まっている。

『しかしこれでは移動ができぬ』

「移動？」

『妾は土に潜もぐって移動する。このまま移動しては、お主ぬしの服を汚してしまう』

「そっかぁ。どうしよう」

　土に潜られては困る。だけどこのままオシリスを放ってはおけない。

「ていうか、何やってたの？　そんなに寒がって」

『何ということはない。木たちの雪を払うていただけじゃ』

　街路樹の周りには雪が一杯。人が通る道には雪がないが、その分、植物の周りに雪が集められているのだ。誰がやったのか知らないが、下手な雪かきだ。

　木にはワラが巻かれている。寒さから守るためのものだ。これを巻いた人と、雪かきをした人は別人なのだろう。

「オシリス、ちょっと待ってて」

『何じゃ？』

「スコップ借りてくるね」







　作業は小一時間ほどかかった。

　木の回りに集められた雪は、誰も来ない空あき地ちの上に積んだ。オシリスと二人で半分ずつやっても、かなりの重労働だったが、モヤモヤが吹っ切れた上に身体も温あたたまって一いつ石せき二に鳥ちようだった。

「あー、疲れた！」

『……変わった娘じゃのう』

　ベンチに身体を預ける桃を、苦笑しながら見下ろすオシリス。

　オシリスは肩から桃のコートを羽織っている。対して桃は制服の上着も脱いでいるのに汗だくだ。

「ノド乾いたから、ジュース買ってくるね。オシリスは何がいい？」

『そのようなモノ必要ない』

　と、オシリスは何かを桃に持たせる。

　細長い管。オシリスの触しよく手しゆだろうか。見ると蜜みつのようなものが溢あふれている。これを舐なめろと言うのだろうか。

「うわっ、何これ！」

　ものすごく甘く、それでいて酸すっぱい。一舐めしただけで全身に味が行き渡る。眠ってしまいそうなほど落ち着く甘さと、死体でも起きあがりそうな酸っぱさが絶妙にマッチしている。

「おいしい！」

　オシリスはこんなこともできるのか。ガーゴイルも体調を良くする光線を出せるし、そう驚くことではないのかも知れない。

『ならばこれはどうじゃ？』

　オシリスが渡したのは、イチゴくらいの大きさの白い球体。何かの実だろうか。ライチのような手て触ざわり。

　かぶりついてみると、やはりおいしい。この小さな球体のどこにこれほどの果汁が詰まっていたのかと思えるほどジューシィだ。

「すごくおいしい！　これ何!?」

『妾の眼球じゃ』

「ブッ！」













　全部吐き出した。聞かなければ良かった。だけど美味だったのは事実。オシリスは身体のどの部分も再生できるようだが、だからといって人間が持っている箇所はバラさないで欲しい。

　口の中を水道水で洗ってから、改めてベンチに座る。

　ちょうどいい機会だから、聞いておきたいことがあった。

「ねぇ、オシリスは和己センパイと仲いいのよね？」

『吉永の小こ倅せがれか。妾の「めるとも」じゃ』

　たまに和己がメールを受け取っているのを見る。一度だけ見せてもらったことがあるのだが、どう考えても人間の背せ丈たけと跳ちよう躍やく力りよくでは撮れない上方からの写メールで、それは驚いたものだ。

『最近はナントカ戦争とやらで、大層疲ひ弊へいしておるようだな』

「うん、そうね……」

　受験の疲れだけではないだろう。桃も一要因だ。

『あやつは後には引かぬ性格じゃからの。妾やガーゴイルよりタチが悪い』

　それはわかる。いつもナヨナヨしていると思われがちだが、本気の和己は桃なんかじゃ手に負おえないほど真まっ直すぐだ。緩ゆるやかに進む列車のようなもので、進路を定めたら最後、誰にも止められない。

　だからケンカになったのだ。

『そうしょげるな、小娘。あやつはお主のことなど怒ってはおらぬ』

「えっ、どうして――」

『知らいでか。あやつがメールにて申しておった。「大切な人を傷つけた」とな。妾がいくら励ましても無む駄だだった。大切な人とは、お主であろう？　よく二人で歩いているのを見かける』

　どこで見ているのか。一瞬そう考えたが、ガーゴイルだって御色町では神しん出しゆつ鬼き没ぼつなので、あまり驚かない。

　――大切な人、か。

　胸の奥が暖かく、そして痛い。

『しかしお主は傷ついたようには見えぬの』

「えへへ、これでも傷ついてたんだけどね」

　色々な人間の、色々な行動を見ていたら立ち直ったのだ。

　辛つらいはずの和己が、それでも範太を手伝おうとする心意気に、自分も火がついたのかもしれない。

「いろいろ考えてたら、もう平気。あとは――どうやって謝ろうかって」

『謝る方法を知らぬのか？』

「知ってる……つもりだったんだけどな」

　頭を下げて、ごめんなさいと一言いうだけの行動に、どうしてこんなに戸惑うのか。

　拒きよ絶ぜつされるのが怖こわいからだ。

「どうしよう」

『どうすればいいのかわからぬのか』

「わかってる……つもり」

『つもり、ばかりじゃの』

　高笑いするオシリス。

「ねぇ。オシリスはさ、誰かに何かされたら、どうする？」

　自分でも何を言っているのかわからない質問。

　具体的なことは何ひとつ言っていないのに、それでもオシリスから答えが返ってきた。

『倍にして返す。恩おんも怨うらみもな』

　なるほど。それは彼女らしい。

　そしてオシリスは何を思ったか、触手をちぎり、桃に渡した。

　食べてみると、やっぱりおいしい。

『よいか小娘。妾はお主に解決策を与える能力を持たぬ。妾は癒すことしかできぬ』

「癒いやす……？」

『お主は、お主が持つ能力で、お主だけのやり方でやるが良い』

「あたしにできることかぁ……」

　少し考えてみたけど、何も思いつかない。

「そうねぇ……とりあえず」

　やれることはひとつだけ。

　桃はオシリスの首から携帯電話をひったくった。

『――!?』

　摑みかかろうとするオシリスを軽くかわし、桃はすかさずアドレスを入力する。外部から操そう作さされるとオシリスは喋れなくなるらしい。

「ほら」

　オシリスに携帯電話を返す桃。

　その携帯電話に新しく登録される、桃のアドレス。

「メル友になったよ」

『……！』

　オシリスの動きが止まった。

　入力されたアドレスをしげしげと見つめる。

『本当か？　妾のめるともになってくれるのか？』

　表情だけでわかる。とても嬉しそうだ。

『……片かた桐ぎり、桃』

　画面に表示されるその名前を、いとおしそうに見るオシリス。

『桃か。良い名じゃ。気に入ったぞ。実みはふくよかで美しく、それでいて強い』

「ありがと」

『花言葉は――天下無敵か。よう似合っておるわ』

「……それ本当？」

『本当じゃ』

　あまり知りたくなかった事実だった。































「しっかし良かったわねぇ。センター試験、ギリギリのラインで踏ふみとどまったんだって？　いやー、さすがわたし」

　薄暗い店内に大勢の人影。

　今日の兎と轉てん舎しやは鎧よろい祭まつりだった。戦国武将の鎧から、西洋の甲かつ冑ちゆうまでありとあらゆる鎧が所ところ狭せましと並んでいる。非常に怖こわい。

　和かず己みは商店街まで買い出しに来ていた。チャックに頼まれた画材道具を買いあさっていると、兎轉舎のお姉さんにムリヤリ連れ込まれたのだ。なんでもいい発明があるそうで。

「ホント、寿じゆ命みようが縮ちぢまるかと思いました……って、どうしてお姉さんのおかげなんです？」

「和己ちゃんの筆箱の中にね、わたしが作った鉛えん筆ぴつをこっそり紛まぎれ込こませてたの」

「ええっ!?」

　さすがに今は私服なので、その時の筆箱はない。ちなみに私服といってもジャージで、今は様々な塗と料りようまみれになっており、単色のはずのジャージはとてもカラフルに彩られていた。

「名付けて『菅すが原わらの道みち真ざね謹きん製せい六ろつ角かく棍こん』。問題を読んだ使用者の脳波を読み取って、答えを導き出すのよ。もう自動的にスラスラっと答えを書いちゃうの。ただし文章しか書けないから、選択問題は苦にが手てなのよね」

「センター試験はマークシートなんですけど……」

　良かった。カンニングをせずに済んだ。お姉さんはぶつくさ言っているが、仮にバレたらどうなっていたのか。

「じゃあ、コレ！　今度こそ役に立ててよ！」

　お姉さんがカウンターの上に置いたのは、絵筆。

　なるほど今回は役に立つかも知れない。

「これはどんな筆なんですか？」

「ふふーん。これは自信作よ。この筆ね、パレットにもなってるのよ」

　よく見れば握る部分にボタンがいくつも付いている。お姉さんがそれを押すたびに、毛の部分の色が変わる。

「こうして登録しておけば、いつでもその色を呼び出せるって寸法よ！」

「すごい！　パソコンみたいですね！」

「たまにはわたしもちゃんとした発明するんだからね！　ほれっ！」

　と、和己に筆を押しつけるお姉さん。

「ありがとうございます」

「ところで桃ももちゃんとはどうなのよ」

　本当にいきなり、カウンター気味に話題を振られた。

「どうって……」

「ケンカ別れしてから、どうかって聞いてんのよ」

「うー……」

　説明するのは恥はずかしい。だけど一度見られてしまった以上、もう何を話しても同じ気がする。それにお姉さんは他人というわけでもないし。

「まだ、何も変わってません。桃ちゃんにも謝あやまりたいんだけど、でも、今はそれより大事なことがあるから……」

「お馬ば鹿かッ！」

　グーで頭を殴なぐられた。

「大事なことがあろうがなかろうが、女の子は大切にしなさい！　取り返しがつかなくなっても知らないわよ！」

　なんでお姉さんはこんなに親しん身みになってくれるのだろう。

　でもこうして叱しかってくれる人は他にいない。そういう大人おとなはとても貴重だと、チャックの件でわかっていた。

「……まぁ、あのエロマントもなんか暗あん躍やくしてるみたいだし？　とっとと図書館の手伝いして、あの子も幸せにしたげなさい。あんたたちは若いんだから、若いなりに元気だしなさい」

「はい」

　筆を握りしめて、一礼。

「ねね和己ちゃん、大学入ったらウチでバイトしない？　臨りん時じのときより給料ギヤラ上げるわよ」

「それいいかも。考えておきますね」

　和己は手を振って兎轉舎を出た。

　もう日が暮れている。時刻は六時を回っていた。

　チャックの大作戦は明日から。それまでに材料を揃そろえなければいけない。それにしても突とつ飛ぴなことを考える人だ。ああいう人の弟で子しになれて、範のり太たは本当に幸せ者だと思う。

　お姉さんから筆を借りたので、あと必要なモノはなんだったかとポケットの中のメモ帳を取り出そうとした時、いいタイミングで携帯電話が鳴った。

『おー兄貴！』

　双ふた葉ばだった。

『あのさー、ママが帰りに豚肉買ってきてくれって！』

「いいけど、今日は何作るの？」

『トンカツだってさー。やっぱアレかな？　兄貴の受験にかけてんのかな？』

「あはは。古典的だけど、トンカツって元気でるよね。わかった。買ってくるよ。他に欲しいものはない？」

『スーパーサイヤ人にも勝てる身体からだくらいかなぁ』

「買えるモノで言ってよ……」

　それからしばらく雑談をする。ガーゴイルが塗料まみれになって帰ってきたことや、双葉もチャックの手伝いに駆かり出だされることなど。

「あのさ、双葉ちゃん」

『あん？』

「今までゴメンね。みんな心配してくれたのに。もう大丈夫だから」

『そーみたいだな。まぁセンター試験もギリギリセーフだったしな！　本当に落ち込むのはこれからだぜぇ～！』

「怖いこと言わないでよ！　落ちないよ！」

　いつも家でしているような漫才を繰くり広ひろげて、電話を切る。

　こうやって冷静になればいろいろと見えてくることもある。双葉も兎轉舎のお姉さんも、みんな普段から和己のことを心配してくれていたのだ。

　その恩おんに報むくいるためにも、半はん端ぱなことはしない。

　絶対に大学に受かるのだ。

　しかしその前にすることがある。チャックの絵だ。

　商店街の画材屋では売っていなかったモノを、駅の北口にある樽たる井いデパートで揃え、また南口に戻ってトンカツ用の肉を買う。春はる木き屋や精肉店のおばちゃんも、「アラ和己ちゃん、今日はより一段とキレイになって！」と褒ほめているのか貶けなしているのかわからないことを嬉うれしそうに喋しやべっていた。

　両手にいっぱいの袋を持って家いえ路じにつく。もう雪は解とけかかっており、だいぶ歩きやすい。それでも転ぶ可能性の高い和己だから、足下に充分注意して歩く。

　そうして御ご色しき川がわにかかる大きな橋を歩いていた時のこと。

「吉永」

　声をかけられたので顔を上げると、目の前に範太がいた。







　範太が住む家は、昧まい礼れい寺じから繋つながっている。その昧礼寺は吉永家からそう離れていない。学区が違っていなければ、小学校からの幼おさななじみになっていただろう。

　滑すべりやすい道を、ふたり黙って歩く。

　三日前の和己であれば、並んで歩くことも拒絶しただろう。だけど今はそうではない。

「それにしても、チャックはすごいね」

「……ああ」

　範太も笑っていた。最初はあれだけ壁へき画がを提供することを拒こばんでいたのに、チャックの話を聞いてからというもの、楽しくて興こう奮ふんしっぱなしだった。

「大人の余裕って言うのかな。チャックを見ていると、小さなことにこだわっている自分がバカらしく思えてくるよ」

「うん」

　同意する和己。ただその理由は範太と少し異ことなる。過去の罪を受け入れるチャックを間近で見た和己には、その苦悩が伝わっていたからだ。

　範太の手には、やはり画材道具が。和己と一緒で、先ほどまで買い込んでいたのだろう。商店街で会わなかったのは、範太だけが知っている秘密の店があるのだという。そしてもう反対の手にはいつも持っているスケッチブックが。

「――吉永」

「え？」

　足を止める範太の影が見えた。

「すまなかった、吉永！」

　振り向くと、範太が頭をまっすぐ下に向けていた。

「気の迷い、と言って許してもらえるとは思っていない。俺は桃のことが子どもの頃ころから好きだった。だけどおまえが桃のそばにいるなら、それでいいと思っていた」

「範太――」

　和己は、最初は桃のことを「林りん吾ごの妹」という目でしか見ていなかった。しかしそれが自分の妹のように思えるようになり、いつしか遊ぶことが多くなった。

　当然だが、和己本人が桃のことをなんとも思っていなければ、こんな間違いは起こらなかった。範太が桃と付き合っても、ああそうかと思って終わりだ。むしろ喜ばしいことであり、センター試験も上じよう機き嫌げんで受けることができたのだ。

　だけど和己は傷ついた。

　そうしてから、自分が桃のことをどういう目で見ていたのかわかったのだ。

「だから、全すべては俺のせいだ。すまん」

　まるで武士のように、きっちりと手を両りよう脇わきにつけて頭を下げ続ける範太。

　こういう時、なんと言えばいいのか。「俺の女に手をだしやがって！」と怒ど鳴なる立場ではないし、そんな性格でもない。そもそも桃とはそういう関係でもない。

　だから、

「範太。気にしすぎないことだよ。あまり気にしすぎると、昔のチャックのように迷っちゃうから。チャックの弟子だったら、もっと気楽に生きなきゃ」

　今できるアドバイスをすることにした。

　それくらいしかできないから。

「それに謝るんだったら、僕もだよ。学校でひどいこと言った」

「言われて当然だ。それだけのことを、俺はしたから」

「でも範太を傷つけたのは事実だから」

「……バカだな、おまえは」

「良く言われる」

　小さく笑ってから、

「ねぇ範太。桃ちゃんと絵、どっちが好き？」

　質問をしてみる。

　かなり残ざん酷こくな質問だ。心が痛む。

「前は桃だった。今は絵だな。描いてると、他のことが目に入らないくらい楽しいんだ」

　答える範太に迷いはなかった。

　また明日、図書館に行く。チャックや範太が待っている。とても楽しみだ。

　桃は、どうなのだろうか。
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　その日は日曜日。天候にも恵まれ、絶好の絵描き日和びよりだった。朝食を食べると、汚れたジャージに着替えて双葉と一緒に家を出る。

　図書館にはほとんどの人が集まっていた。チャックをはじめとして、範太に林吾、そして桃。ガーゴイルもいれば、双葉の友達もいる。

　壁画の周りにかかっていた天幕は外はずされていた。今日は雨も降らないし、問題ないとは思うが……未完成の絵を隠しておく意味もあったのだが、平気なのだろうか。

「やあカズミ！　フタバ！　おはよう！」

「おはようございます！」

「うぃーっす！」

　手を振るチャックに、元気に挨あい拶さつ。

　みんな笑顔だ。まるでこれからピクニックに行くかのように、明るい。

　太陽に照らされた壁画を見た。当然だが天幕に隠されていた時より数倍明るく見える。まるで夜が明けたようだ。

　だけど緑色の傷きず跡あとは健在だ。見ていて痛々しい。

「それじゃガーゴイルくん、頼んだよ」

『承知した』

　ガーゴイルの目から、白い光線が出た。まるで修正液をかけているようだ。

　新しい色を付けるのではなく、色の上から色を重ねて作る絵だ。この壁画も似たようなもので、塗と料りようを剝はがすのは不可能に近い。

　ガーゴイルの白い光線は、範太が汚した緑色の塗料だけを綺き麗れいに削り取った。当然、奥の草原も削り取られてしまい、図書館の壁が見える。まるで異次元への扉とびらみたいで、逆にグロテスクになった気もする。

『これで良いか』

「よーし、ありがとうガーゴイルくん」

　満足げにうなずくチャック。そして振り返る。

　チャックの後ろにそびえるのは、無数の塗料の缶。そして大量の筆。

「さあみんな、自由にしていいよ！」

　チャックの号令ひとつ、全員が筆を持った。

　双葉をはじめとする子どもたちは、草原の下部に群むらがり、思い思いに筆を走らせる。みんな腕はヘタだが、楽しそうに動物を描いていた。

「さぁカズミたちも描きなさい！」

　和己も桃も林吾も脚立に乗って、範太が描いた草原に動物を描き始める。和己はシマウマを描き、桃はライオンを。林吾は――何を描いているのか全まつたくわからない。

　一見して、範太の草原を汚しているように見える。

　だけどこれがチャックの絵なのである。

「さて、ボクも描こうかな」

　脚きや立たつに乗って、チャックは範太の草原のど真ん中に何かを描き始める。

　人だった。

　今まで公式にチャックが描かないと否定していた、人間を描き始めたのである。

『チャック殿。本当に良いのか？』

　いつの間にか、和己の隣にガーゴイルが座っていた。脚立の上にふたり以上乗るのは危険だが、ガーゴイルなら自分でバランスを取ってくれるだろう。

「何がいけないんだい、ガーゴイルくん？」

『範太の草原を使って絵を描くという行為は、たしかに珍しい。だがチャック殿の信念を曲げてまで――』

「そんなことはないよ」

　チャックは即座に否定する。

「ボクが人間を描かないのは、ボクの絵にふさわしくなかったからだ。だけど範太のくれた草原キャンバスで描くと、人間がとても似合うんだ。だから問題ないのさ」

　話しながらも、筆を止めないチャック。まるで金鉱を掘り当てたような顔で、一心不乱に人間を描く。

　最初にその提案を聞いた時、みんな驚いた。

　チャックが欲しいのは範太の絵ではない。壁でもない。範太の草原が欲しかったのだ。

　範太の草原を下地にして、様々な動物を描く。異なる人間の手で作り上げる、チャック・ジーニアスの絵。

　ならばチャック一人で描けばいいだろう、という意見も出た。だけどチャックはこれも否定する。みんなで描かないと意味がないと何度もチャックは力説した。その理由はいまだに教えてくれない。

　きっとチャックには考えがあるのだろう。

「ほらほらカズミ、手が止まってるよ！　もっとシマウマを躍やく動どうさせて！」

「あ、はい！」

　しかしそのことを考えさせないほど、楽しい。

　これはもう、手伝いの領域を超えている。自分が参加する巨大な絵。子どもの頃に帰ってラクガキをしているようだ。考えてみれば、普段は絶対にできないことだ。友人の絵を使ってラクガキなんて。

「吉永、その筆なんだ？」

　隣に来た範太が、兎轉舎製の筆を見る。ボタンを押せば白が黒に変わる、錬れん金きん術じゆつで作った筆だ。

「いいでしょ？　借りたんだ」

「お前は本当に変な知り合いが多いな」

　全く否定できなかった。兎轉舎のお姉さんの奇妙さは、チャックの比ではない。

　範太は何を描いているのかというと、これは単純で、削り取られた草原の修復だった。難しい作業だが、小さな傷は他の人が描く動物にかき消されるので、うまく直りそうだ。

「でも、便利さで言ったらガーくんが一番だよね」

『我われか？』

　ガーゴイルは地面に座り、目から光線を出し続けていた。

　光線といっても、色が付いている。光線で塗料を操あやつり、壁に塗っているのだ。緑色の光線が範太の草原を補おぎなったり、絵の傷口をふさぐように鳥を描いている。その美しさたるや、範太にひけをとらない。

「うわぁ……ガーゴイル、うめぇな……」

　双葉も驚いている。そういえば去年のさくら祭りの際、ケルプのピアノに対抗して光線でモナ・リザを描いていたのを思い出す。

「ガーくん、絵の才能あるんだね」

『ただの模も倣ほうだ』

　とガーゴイルは主張するが、これは謙けん遜そんなのだろうか。

　そして塗るだけがガーゴイルの仕事ではない。範太が塗りおえた草原に、膜まくを張るように光線を浴あびせていく。普通、フレスコ画というものは薬品を壁に塗り、それが乾く前に絵を描くという技法なのだが、ガーゴイルの場合は塗った絵をそのまま壁に焼き付けている。繊せん細さいな作業ができる光線なので、絵が劣れつ化かすることもない。

　まさに御ご色しき町ちようでしかできない技法であった。

　そうして固まっていく草原に、みんなの筆が走り続ける。開始から一時間も経たたないうちに、数匹の動物が草原を走り回っていた。

　肉食、草食、いろんな動物がいるが、「これはなんの動物だ？」という質問から始まった双葉とその友達のケンカを収めるころには、昼食時になっていた。







　昼食は桃と林吾が早起きして作ったおにぎりで、数十個あったはずなのにあっという間に全員の胃い袋ぶくろに収まってしまった。

「じゃあ、ちょっとボクはタカシと話してくるよ」

　昼食後、休きゆう憩けいを取っている時にチャックは立ち上がった。やはりこの絵の責任者は、いろいろと挨あい拶さつなどが必要なのだろうと和己は思う。

　ブルーシートに寝転がって休んでいると、暗い影が覆おおった。

「センパイ、お疲れ様です」

「桃ちゃん」

　起きあがり、桃の顔を確認する。

　スッキリしていた。いつもの桃だ。ただし顔も服も塗料まみれだ。まぁそれは和己も同じだ。

「はい麦茶」

「ありがと」

　紙コップを受け取り、一気に嚥えん下かする。絵を描くというのは意外に重労働なのだと思い知った。規模が違うから当たり前なのだが。

　桃は和己の隣に座り、絵を見上げていた。

「すごいですよね、チャック」

「う、うん。スケールが違うよね」

「チャックを見てると、なんて言うのかな、自分がちっぽけに思えるっていうか」

「あ、桃ちゃんもそれ思った？」

「センパイも？」

　和己だけではない。範太もだ。

　チャックの懐ふところの深さには、思い知らされる。ガーゴイルのように完かん璧ぺきな存在ではない。和己の周りにいるのは超人ばかりだが、チャックは違う。普通の大人だ。間違いもすれば、無茶もする。

　それでも愛されるのは、彼の人徳だろう。

　彼のような大人になりたくて、範太は弟子入りしたのだ。和己も絵を志こころざしていたら、きっとチャックに傾けい倒とうしていたに違いない。

「あの、センパイ」

「なに？」

「こないだは、ごめんなさい。喫茶店で」

「……僕のほうこそ、ごめん。桃ちゃんを傷つけるようなことを言った」

　やっと謝れた。

　少し胸のつかえが取れた――そう思っていたのだが、

「違いますっ！　あれはあたしのワガママでしょ!?　センパイが謝ることなんて何一つないじゃないですかっ！」

　怒ど鳴なられた。なんだか最近はいつもこうだ。

「そんなことないよ。あの時の僕は、一生懸命な桃ちゃんを応援するつもりで、自分の考えを言っただけだった。人の手助けをしたいって言っておきながら、否定することから始めちゃだめだよね……」

「だったら、あたしの謝罪も否定しないでくださいっ！」

「否定してないよ！　桃ちゃんの気持ちはわかったけど、でも、僕にも謝らせてよ！」

「うぅ～……！」

　なんでまたケンカ腰になってしまうのだろう。

　このまま続けても意味がないことを、二人とも悟さとったのだろう。お互い苦笑しつつ溜ため息いきをつきつつ、ブルーシートに正座して、

「ごめんなさい」

　ふたり揃って、ぺこりと一礼。

　とてもスッキリした解決だ。

　これで桃との間にも、範太との間にもわだかまりはない。前と同じ関係でいられる。

　――でも、前と同じじゃダメなんだ。

　正座したまま拳こぶしを握にぎる和己。

「センパイ、おにぎりおいしかったですか!?」

　顔を上げた桃はいつもの顔よりも上じよう気きしていた。

「え、あ、うん。あの梅干しのヤツとか、おいしかったよ」

「残念だったな和己！　それは俺が握ったものだ！」

「わあぁぁっ！」

　背後から顔をのぞかせる林吾。

「お兄ちゃん、いつからいたの!?」

「最初からいたわぁっ！　ブルーシートのすみっこでモソモソおにぎり喰ってたよ！　オメーラがイチャイチャしてっから出るに出られん状況だったんだよ！」

　立ち上がり吠ほえる林吾。

　その時、林吾の背景になっている図書館の屋おく上じようで爆発が起きた。まるで今の彼の心しん象しようを表しているようで、とてもマッチしていたが、そういう問題ではない。

　しかし爆発が起きたからといって、おどろく集団でもない。

「またガーゴイルがなんかやらかしてんな」

　遠くでつまらなさそうにつぶやく双葉の言葉と態度が、全すべてを物語っていた。
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　ガーゴイルの光線が図書館の屋上を焦こがす。

「うわっ！」

　超人的な身のこなしでそれを避よけるのは、怪かい盗とう百ひやく色しき。素早いバック転で地面を焦がす光線から逃のがれようとするが、本気のガーゴイルは百色のありとあらゆる箇か所しよを狙ねらって素早く光線を繰り出し続ける。

『止まれ！』

「わああぁぁっ！」

　直線的な光線では埒らちがあかないと判断したのだろう、ガーゴイルの目から広範囲にわたって電撃が発射された。その有効範囲にいた百色は、あっさり感電して倒れる。

『ふんっ！』

　さらに倒れた百色に追い打ちをかけるように光線を放はなつガーゴイル。死人に鞭むち打うつような行為だが、光線が当たった百色の身体が爆発した。ピンク色の煙けむりが立ちこめ、百色――だったものから無数のカードが吹き荒れる。

「危ないじゃないか、ガーゴイル君！」

　いつの間に移動したのか、百色はガーゴイルの背後に立っていた。

「死んだらどうするつもりだ！」

『知れたこと。汝なんじは我が殺すつもりでかかっても、せいぜい半殺しで済むだろう。ならばそのくらいの威い力りよくを出しても構わないな』

「なんでそんなに怒ってるんだ!?　私はちょっと絵を見にきただけじゃないか！」

『犯罪はせぬと約束したではないか』

　ガーゴイルからジリジリと音がする。激しい感情の高ぶりによって、身体が振しん動どうしているのだ。だから首から提さげた鈴がアラームのように鳴るのである。

「約束……したかな？」

　すっとぼける怪盗に、また光線を撃うつ。それをカードで防ぐ百色。

『汝が噓うそをつくことについては、今いま更さら驚かぬ。だが仮に約束がなかろうと、我は汝を撃つ。あの絵はチャック殿と皆が作り出した芸術だ。皆の仲を取り持つものだ。図書館を訪おとずれる者の気持ちを癒いやすものだ。それを盗む者は――すなわち、御色町の敵だ』

「それを言われると弱いな……」

　ステッキで頭を掻かく百色。

『覚かく悟ごせよ！』

　ガーゴイルの光線が屋上のフェンスを焼く。百色に攻撃の意志はないので、そこから悲ひ鳴めいを上げつつ逃げ回るだけだ。

「こらーっ！　何をやってるんだ！」

　そこへ登場したのは、背の低い図書館の館長さん。

「図書館で騒ぐなとあれほど言ったじゃないかっ！」

『むぅ、館長殿。しかし百色が……』

「百色？」

　館長が百色を睨にらむ。

「待ってくれ館長さん。私はただ……」

「うるさいっ！」

　館長さんの手が素早く伸び、百色の胸ぐらを摑つかむ。あっという間に身体を崩くずされ、背せ負おい投げられてしまった。

「バ、バカな……私が、受け身も取れずに……」

　肩と背中を強く打って悶もん絶ぜつする百色。

「ふう。チャックに教わった武術、なかなか役に立つじゃないか」

　手を払ってガーゴイルを見る館長さん。

「さあガーゴイルさん。図書館で騒ぐ者にはどういう運命が待っているか、教えてあげようじゃないか！」

『待つのだ館長殿。チャック殿はどうした』

「チャック？」

　館長さんの手と足が止まる。

『チャック殿は、汝に話があると言っていたぞ』

「おかしいな？　私の所には来ていないよ。というか、私は外で食事をしてきたばかりなんだが」

『なんだと？』

　では今、チャックはどこにいるのか。

　ガーゴイルが感覚器を伸ばして探そうとする前に、倒れた百色がつぶやいた。

「ちょっと出遅れたかな」
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　昧まい礼れい寺じの住居には、現在誰だれもいなかった。住職は墓地の掃そう除じをしており、他の人たちも出かけている。そんな場所に入れるとすれば、それはよほど親しい人物だろう。墓場に顔を出して「ちょっとお邪じや魔ましていいかい？」と言えば無条件で通してくれそうなほど、親しい人物なら。

　だがあいにく、ガーゴイルも百色もそこまで住職と親しくない。なので気楽に頼まず、真剣に居間にいる人物に面会を頼んだ。住職は少しだけ気け圧おされながら、入ることを許してくれた。

『チャック殿！』

　居間には予想通りチャックがいた。

　自分が描いた絵を手にしながら。

「探しても、ないですよ」

　障しよう子じを開けて百色も入ってくる。チャックは観念したと言わんばかりに両手を上げる。別に撃つつもりはないのだが。

「お初にお目にかかります、チャック・ジーニアスさん。怪盗百色と申します」

「いや、これは光栄だね。ボクの絵も怪盗に盗まれるほど有名になったのかい」

　握あく手しゆをするふたり。

「はい。大切な芸術作品を処分するくらいなら、私が盗みます」

「…………」

　チャックが絵を強く抱きしめる。

『その絵を捨てても、もう何も解決せぬぞ』

「絵に隠された文書は、私が保管してあります」

「そうか――」

　観念して絵を元あった場所に戻す。住職も気が利きくようで、ちゃぶ台のどこに座っていても見える位置に絵を飾かざってくれたようだ。

「なるほど。和己くんたちを使って絵を描かせたのは、こういうことだったんですね。今なら町中の目が図書館に集まる。そろそろＴＶカメラも来るころだ。その混乱に乗じて、誰も見ていない時にその絵を処分する」

「ハハハ、やはり怪盗の目は欺あざむけないか。ＴＶはやりすぎたかな」

　ガーゴイルはその絵を初めて見る。

　赤い絵だった。紅葉だ。こんなに美しい赤が自然の中に存在するのか。そしてそれを描き写すことができるチャックの技量はどれほどのものか。

　感情に乏とぼしいガーゴイルでも、この絵を美しいと思った。

「チャックさん。文書を読みました」

　いつの間にかちゃぶ台の前に座っている百色。

「話していただけますか？　とても重要なことなんです」

「……わかったよ」

　ガーゴイルは口を出さない。百色の言っている事が、にわかに信じがたいことだったからだ。

「単刀直入に聞きます。三十年前、ミズノグループはある組そ織しきへ物資の横流しを行っていましたね」

「……ああ」

「あなたはそれに荷担していた」

『百色！』

　ガーゴイルの目が光るが、それを制したのはチャックだった。

「その通りだ。よくわかったね」

『チャック殿……！』

　百色は一枚の紙を取り出した。それはチャックの絵の中に入っていた文書のコピー。当時はワープロなどなかったから、全部手書きだ。

「筆ひつ跡せきがあなたのものと一いつ致ちしています。この文書には当時あなたが密みつ輸ゆに荷か担たんした品物がリストアップされている。公表すればあなたどころかミズノグループが傾く」

　たとえ事件にならなくても、風評がある。信頼問題は会社にとって一大事だ。

「それでボクを警察に突き出すのかい？」

「それは話を聞いてからです」

「……わかったよ」

　チャックは立ち上がり、台所まで歩いていった。逃げる意志はないようだが、何をするのかと思っていると、お茶を淹いれてきたようだ。他人の家なのによくお茶の位置がわかるものだ。それだけ頻ひん繁ぱんに訪おとずれているということか。

　飲みもしないガーゴイルの前にもお茶が置かれると、チャックはぽつぽつと語り始めた。

「ボクの絵が売れ出したころだね。世界中にそれなりに名前が知られるようになって、ミズノが言い出したんだ。絵を持っていくついでに、コレも頼むって。何かのクスリだった。ミズノがはっきりとそう言ったんだ」

「クスリ……麻薬ですか？」

「いや、何かの触しよく媒ばいのようだった。ボクは化学には詳くわしくないけど、麻薬ではなかったと思う。だからＯＫしたんだ。そんなことが、何度も続いた。クスリだけじゃなくて、動物や人なんかも。世界中にいろいろなモノを運んだよ。密輸だね」

「小さな物は絵と一緒に梱こん包ぽうし、大きなものは自分で持っていく、と」

「少しくらい疑われても、側そばにいたミズノの人たちがイイワケしてくれたからね」

　百色の言葉にうなずくチャック。

　落ち着き払っている。絵を描いているときのような楽しい顔ではなく、死し刑けい囚しゆうのような悟りが見える。

『話を聞いている限りでは、たしかに犯行は可能だ』

　しかしそれにしてもわからない。

『動機はなんだチャック殿。なぜ汝がそのような犯罪に手を染そめる？』

「友人の頼み――だからかな」

『馬鹿な。友は大切だが、犯罪の理由にはならぬ。むしろ犯罪を止めることこそ、友人としての使命であろう』

「ガーゴイル君」

　百色の制止が入る。

「人間は君みたいに潔けつ癖ぺきではいられない。誰しも罪を持っているものなんだ。そのくらいわかっているだろう？」

『むぅ……』

　そう言われると反論できない。ガーゴイルだって完全にイノセントというわけではない。チャックが来日した時に、いきなり撃ったことなどを考えると。

「だけどね、ガーゴイルくんの言うことも正しいんだ。悪いことをしたら、大人は止めるべきなんだ」

『チャック殿――』

「ボクはねガーゴイルくん。やましいことがあったから、断ことわれなかったんだ。ただそれだけの話だよ」

『やましいこと？』

「ミズノが密輸の話を持ちかけたのは、ちょうどユカリと逢あっていた時のことなんだ。ミズノはボクとユカリについて、一言もいわなかった。だけどボクは――」

『罪の呵か責しやくから、別の罪を引き受けたというわけか』

「ユカリと逢うといったって、ただおしゃべりをして終わりというわけではない。ボクはミズノに対して、取り返しのつかないことをしたんだ」

　それは先日、図書館で話した時には聞けなかったことだ。

「耐たえられなかった。ミズノの優やさしい言葉が、ボクを責せめる針はりのようだった。それが許されるなら、どんなことでもしようと思った」

「自分自身の、自分自身に対する恩おん赦しやと引き替えに、密輸に手を貸したんですね」

「ああ……あぁ……」

　うなだれるチャック。

　涙を流して、畳たたみに手をついていた。土ど下げ座ざをしているようにも見える。誰に対して謝っているのか。

　もしかしたら、水野はチャックと縁との関係を知っていたのかもしれない。しかし口には出さず、チャックが自分から手伝うように仕向けたのだとすれば、なんという悪党か。彼が死んだ今となってはわからないことだが。

「チャックさん。あなたが様々なものを密輸していた組織についてはご存じですか？」

「いや、知らない……だがミズノの会話を聞く限り、日本語が通じる相手のようだった。ボクが言えるのはそれだけだよ」

「ミズチという組織に聞きき覚おぼえは？」

「いや――知らない」

　知らない単語を出す百色。彼が独自で調べたものだろうが、それが古こ科か学がく者しやの組織なのだろうか。チャックの反応では、本当に知らない口ぶりだ。

「では平ひら賀がという名前は？」

「ヒラガだって!?」

「それはご存じのようで。わかりました。それだけ聞ければ充分です。ありがとうございます」

　チャックの肩かたに手を置く百色。彼は最初からチャックを責めるつもりはないようだ。知りたかったのはただ一つ、物資の行き先だ。平賀という名前はガーゴイルも聞いたことがある。東ひがし宮みや家けに仕つかえていた男の名前だが……あれは戦時中の話だ。

　そして知りたいことを知ったガーゴイルは悩む。

　密輸の罪は軽くはない。だがせいぜい懲ちよう役えき十年以下。懲役十年以下の事件ならば、時じ効こうは五年だ。既すでにチャックは時効を過ぎている。

　だが事件にすることは可能だ。全ての罪を償つぐなうのであれば、チャックは早々に自首すべきだったのだ。

『チャック殿。我も聞きたいことがある。それほどまでに悩んでいるのであれば、なぜ自首をしなかった？』

　絵の中には長い時間、告発文書が隠されていた。

　それを公表すれば、全てが解決したはずなのに。

「ノリタのためさ」

　答えはすぐに返ってきた。チャックが逮たい捕ほされれば、範太という将来の芽をも摘つむことになってしまう。不ふ甲が斐いない師し匠しようのおかげで、彼の人生まで台無しにすることはない。

「ミズノからの奨しよう学がく金きんもある。ノリタだけじゃない、故郷にも弟子がいる。ボクの絵で商売をする人だっている――だから頼むよ。逮捕するのは待って欲しい……」

　震えるチャックは、一時間前とまったく違っていた。

　ガーゴイルに悠然と立ち向かい、子どもたちに武術を教え、若者たちに素敵な将来を見せる優しい男だったチャック。

　それがたった一瞬でこうなってしまった。罪に怯おびえ、それを隠そうと必死な情けない男。全てを捨てられずに大きな荷物を背負ってしまった、疲れた老人だ。

　こんな姿を図書館で絵を描いている子どもたちが見たら、どう思うか。




　ガーゴイルは、初めて犯罪者を見て悲しいと思った。




　強い力を持っているわけでもなく、御色町にたまに侵しん入にゆうする泥どろ棒ぼうたちのように潔いさぎよくもなく、救いようのない犯罪者のように憎しみもわかない。

　人としての汚い部分を見せつけられたようだ。

　だがガーゴイルはチャックのことが好きだ。図書館で絵を描いていた時の楽しそうなチャックの笑顔は、偽いつわりだとは思えない。

　誰しも二面性があるのだ。ただ、大人になればなるほど、その隔へだたりが強くなるのだ。

「頼むよ……頼む。見み逃のがしてくれ」

　そもそも文書を書く必要など無かったのだ。

　過去の罪を清算したいのであれば、そのまま警察に駆け込めばよい。

　誰にも言えない罪だからこそ、紙に書いて隠した。臭くさいものに蓋ふたをしたのだ。まるで王様のロバの耳のように。

　告発するための文書なんかではない。

　忌いまわしい記憶から目を背そむけるための文書だったのだ。

「安心してください、チャックさん。この文書とその内容は、当事者以外誰も傷つかないように処理します。調べてみると、今でも横流しを行っている人間がいるようなのでね。もうあなたを責める者はいませんよ」

「うううぅ……」

　チャックはうなだれたままだった。

『だが百色よ、それでは――』

「悪には悪のやり方があるのさ。君のようにただ警察に突き出すだけでは解決しない事件もある。ここは私に任まかせてくれないか」

『むぅ……わかった』

　渋しぶ々しぶといった風のガーゴイル。

　だがガーゴイル流のやり方で裁さばけば、チャックや範太にも迷めい惑わくがかかることを知っていた。今度こそ百色を信じることにする。

　だが許すだけではない。チャックにはそれなりの償つぐないをしてもらう。

『チャック殿。もしも刑法以外の手段で罪を償うのであれば、汝はこれから範太たちのために尽つくすべきだ。範太のような若者に、汝のような大人が道を示すべきだ。なぜなら汝はもう間違った道を知っているのだから』

「……ああ」

　これ以上、チャックにかける言葉はないように思えた。

　ガーゴイルは目から赤い光線を出す。チャックは最初光線を怖こわがっていたが、それがチャックの身体を温あたためる癒し光線だと知ると、疲れていたのか眠ってしまった。

「軽けい蔑べつするかい、チャックさんのことを？」

　眠るチャックの横で、百色が尋たずねる。

『いや――昔の我ならば、問答無用で罰ばつしていただろう。だが今はチャック殿の気持ちがわかってしまう。それが我にとって辛つらい』

「辛い？」

『人のことを知れば知るほど、我は門番として弱くなる。いざという時に、大切なものを守れなくなるかもしれぬ。そんな迷いが生じることが、我にとって辛い』

　人間とは単一の感情だけで生きる動物ではない。喜き怒ど哀あい楽らくを持った生き物だ。そこには善意も悪意も内包されている。守る、という一つの目標のみを持って生まれたガーゴイルとは違う。

「心配することはないさ」

　ガーゴイルの頭を撫なでる百色。

「双葉ちゃんのドロップキックがあるだろう？」

『……そうだな』

　道を踏み外した時に、支ささえてくれる人間がいる。

　ガーゴイルも罰するだけでなく、誰かを支える存在になりたいと思った。
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「あ、チャック！」

　壁画に戻ってくるチャックを迎える和己。もう夕暮れ近くになっている。どこで何をしていたのだろうか。

「やーカズミ！　ゴメンね、待たせちゃったね！」

「もう、みんな待ってたんですよ？」

「道に迷っちゃってね。まぁ許しておくれよ」

　笑うチャックを見ていると、何も言えない。とはいえ、もう絵の制作も佳か境きように入っている。ガーゴイルが手伝ってくれたおかげで、数倍のスピードで進んだのだ。

「おや、アレはなんだい？」

　チャックが指さすのは、壁画。

　そこにワラワラと群がるものがある。

「ガーくんですよ。ここらへんに集まっている動物たちが、お詫わびをしたいって」

　目をこらせばわかるだろう。犬猫が身体に塗料をつけて、壁に張り付いている。自分の体毛で絵を描こうというのだ。もちろんなすがままにしては大だい惨さん事じになるので、ガーゴイルが全て統制している。

　天然の毛並みや手足で描かれた壁は、草や葉を見事に表現していた。

「こりゃすごい！　ノリタと一緒にガーゴイルくんも持って帰りたいな！」

「あっははは。ダメですよ、ガーくんはウチの門番ですから」

　などと笑っていると、壁で作業をしている皆もチャックに気づき、手を振って呼びかける。まるで人気者の先生みたいだ。

「ゴメンゴメン！　今いくよ！」

　手を振って走り出すチャック。

　その元気な後ろ姿を見て、やっぱりこういう大人になりたいと願う和己。

「あの、すみません」

　呼ばれて振り返ると、なにやら物々しい一団が。マイクを持った女性に、カメラを持った男性。どこから見てもＴＶ局の人たちだ。

「こちらでチャック・ジーニアスさんが大変面白い絵を描いていると伺うかがったんですが」

「は、はい！　呼んできます！」

　いくら変な人たちは見慣れている和己でも、ＴＶは初めてだ。慌ててチャックを呼びに行くと、みんな和己以上に驚いていた。

　チャック・ジーニアスだけでなく、その弟子や友達（動物含む）が描く、無限の世界。しかも今度は、人間が描かれている。これは画家の世界ではスクープだろう。

　和己はそそくさと逃げたが、範太はインタビューを受けていた。

　これで範太が有名になれば、奨学金も下りるだろう。なるほど、チャックが一人で描かなかった理由はコレだったのだ。改めてチャックを尊敬する和己だった。







　やがて夜になる。

　最後の一筆は、チャックの手によるものだった。草原の中央に描かれたのは、筆を持った人間。若い画家が草原を描いている風景だ。そしてそれを最後に、チャックはＴＶクルーにこう言った。

「もう――風景すらも描けない。描く資格がない」

　寂しい笑顔の発言。

「これからはノリタのような若い芽を育てることに心血を注そそぐよ」

　事実上の引退宣言だった。

　まだ描けるはずなのに、どうして引退をしてしまうのか和己にはわからなかった。

　そして壁画の右下にサインが添えられる。チャック・ジーニアスと愉ゆ快かいな仲間たち、というしゃれた名前だ。絵が完成すると、みんなそのまま完成記念パーティに移行した。図書館で騒ぐと館長さんに怒られるので、図書館から少し離れた所にある公園でささやかなパーティを開いた。この公園からも、図書館の壁画が見えるのだ。

　恥ずかしいことに、このパーティの様子もＴＶカメラに収められてしまったのだが、チャックは気にせずに赤い顔でお酒を飲んでいた。当然、子どもたちはジュースだ。とても楽しいパーティだったが、チャックが時折悲しそうな顔を見せたのが印象的だった。楽しい時間が終わってしまうのがイヤだったのだろうか。

　夜も更ふけ、まず最初に双葉とその友達が帰宅する。ガーゴイルが送っていったので心配はないだろう。

　そしてパーティが終わり、みんなで後かたづけ。ゴミを捨て、みんなそれぞれの家に帰る――つもりだったのだが、

「おい和己。桃を送ってけ」

　いきなり林吾に桃を託たくされた。

「あれっ、林吾は？」

「俺はこれからパンタロンの家に用がある。だから頼んだぞ」

　林吾の視線を追うと、チャックがベロンベロンに酔っぱらっており、範太とＴＶスタッフの人たちが数人がかりで運んでいるところだった。この公園から昧礼寺まで運ぶとなると、車が必要になる。

　そんなわけで、桃と一緒に帰ることになった。

　閑かん静せいな住宅街。まだ雪が残っているが、もう邪魔にならない。家の電気はほとんど消されており、街がい灯とうの灯あかりだけが頼りだ。

　最初はふたり、無言で雪道を歩いていた。あの時と一緒だ。範太の絵を手伝い始めた頃。桃に言いたいことが何も言えなくて、とぼとぼと歩いた夜。

「あー、楽しかった！」

　背伸びをする桃。あの時と一緒で、疲れた顔をしている。だけどそれは絵を描いた結果で、体力と反比例して気力は充実していた。だから疲れていても笑顔の質が全然違う。

「桃ちゃんもおつかれさま。どう、元気出た？」

「はいっ。明日から演劇に専念できそうです」

「よかった」

「やっぱりですね、演劇だけやってちゃダメだと思うんですよ」

　いきなり極論を言う桃。

「人間いろんな事に目を向けないと、脳ミソが固まっちゃうんですよね。はんちゃんも、たまには演劇やればいいのに」

　それもまたどうかと思うが、黙っておく。範太が舞ぶ台たいに立ったら、押し黙って芝居が進行しなくなりそうだが。

「センパイはどうですか？」

「僕？」

　そうだった。考えてみれば、誰かを手伝うという信念の前に、受験のストレスを解消するために範太の絵を手伝っていたのだった。桃と一緒だ。和己にも効果は現れている。

「うん、元気出たよ。これなら受験うまくいきそう。心配かけちゃったね」

「よかった……」

　桃は心から嬉しそうだ。仲直りできて良かった。

　そうだ。これも伝えなければ。

「桃ちゃん、あのさ」

　少し手が震えた。

「大学、実はけっこう近いところ受けてたんだ」

「どういうことですか？」

「調べてみたらさ、僕が受験してた大学、キャンパスが二つあるんだけどね。僕の学科がある所、すごく近くて」

「どこにある大学なんですか？」

「バスで三十分くらいかな」

「近っ！」

　パパは大丈夫だと言っていたが、やっぱり一人暮らしをすると両親に負ふ担たんがかかる。大金持ちでも貧びん乏ぼうでもないけど、自宅から通えるならばそのほうがいいと考える和己。それに御色町が好きだから、離れたくないというのもある。

「だからさ、その、心配しなくてもいいから、さ」

「……別に、心配なんてしてませんよ」

　和己から視線をそらす桃。

「センパイが東京に行っても、あたしは、その、別に――」

「だから行かないってば」

「あ、あたしは……」

　言いかけて、止やめる桃。

　足も止まる。それに合わせて和己も足を止めた。

　街灯と車のヘッドライトが、わずかに残った雪を照らしている。まるでヒカリゴケのようだ。それでも周りは暗く、お互いの顔しか見えない。

「桃ちゃん」

　和己が桃を呼んだ。

「大学に入っても、また遊びに行こう。演劇観みにいったり、林吾のバカな企画に付き合ったりさ。ケンカもするかもしれないけど、その、僕は……桃ちゃんと……」

「センパイ？」

　上う手まく言葉が出ない。伝えたい言葉は決まっているのに、変にオブラートに包んでしまおうとするから。

　桃は和己の目を見ている。

　怖くて目をそらしたくなる。だけど唾つばと一緒に恐きよう怖ふを飲み込む。

「その…………僕は」

　汗ばむ手を握りしめ、か細い声でつぶやく。




「桃ちゃんのこと…………、……、……だから、さ」
















　聞こえただろうか。

　いや、確認しなくてもわかる。桃が身を縮ちぢませている。

　桃は何かを言いかけて、また下を向いてしまった。やっぱり怒らせてしまったのだろうか。それとも――気に入らなかったのか。

「……聞こえた、桃ちゃん？」

　首を横に振る桃。

　勇気が少し足りなかった。もう一度言おうと、息を吸い込んだ和己だが、

「でも、見えました」

　桃の声に涙が混じっていた。

「センパイの言ってること――ちゃんと見えました」

　良かった。伝わった。

　可か否ひを問う前に、それが和己にとって一番嬉しかった。

　だけど桃は泣きっぱなしで、何も言わない。ひょっとして困っているのだろうか。

「あ、あの、桃ちゃん」

「……ばか」

「え？」

「もっと大きく言ってくださいよぅ！　あたしが後ろ向いてたらどうしてたんですか！」

　泣きながらカバンで思いっきり殴られた。

「え、そりゃ、もう一回……」

「じゃあもう一回言ってください！」

「えぇ～……」

　要求されて気づいたが、コレはものすごくエネルギーを使うのだ。フルマラソンに匹ひつ敵てきする。もう一回やれと言われると困る。

「また今度じゃダメ？」

「ダメですっ！」

　非常に困った。もう手は汗だくで、心しん臓ぞうがドキドキしている。

　――そう言えば、まだ返事を聞いていない。

「あのさ、桃ちゃん」

　呼びかけたその時、前方に人影が見えたので伸ばした手を引っ込める。

　人影はその場に立ち止まっていた。

　易えき者しやだろうか。道ばたに机を置いて、そこに座っている。駅前ならともかく、こんな住宅街で易者なんて儲もうかるのだろうか。

「ヤッホー」

　頭が痛くなった。

　机に座ってるのは兎轉舎のお姉さんだった。

　今すぐにでも逃げ帰りたい。というかもう足が動いている。

「桃ちゃん、無視して帰ろう」

「ハーイ桃ちゃん、これ買わない？」

「ちょっとお姉さん！」

　よりによって名指しで桃を指名して、なにやら棒のようなものを差し出している。ＩＣレコーダーだ。

「なんですかこれ？」

「さっきの会話を超高性能マイクで集音したヤツ」

「買います！　いくらですか!?」

「なに売ってるんですかっ！」

　すかさず和己がＩＣレコーダーを奪うばい取とり、ダッシュで走る。

「ちょっと待ちなさい和己ちゃん！」

「センパイ！」

　後ろから声がかかるが、無視して走る。送るつもりだった桃の家を通り過ぎ、コンビニを通り抜け、気がつけば家からまったく反対側の御色川のあたりまで辿たどり着ついてしまった。こんな時間に何をやっているのかと思う。

　冷静になればなるほど恥ずかしくなってくる。まだ顔の火ほ照てりが消えない。動どう悸きで心臓が破は裂れつしそうだ。お姉さんはどこから聞いていたのだろう。

　しばらく夜風に顔をさらして、心を落ち着ける。

　レコーダーを売られた時の、桃の嬉しそうな顔を思い出した。

「ま……いっか」

　なにが良いのか本人もわかっていないが、悪い事は何もない気がする。あの場にいろいろ残してきたような気がして、モヤモヤする。

　何かしていないと落ち着かなくなる。そうして、よせばいいのにＩＣレコーダーを再生してしまう。

　ざわざわと音がするのは、マイクが高性能すぎるからだろうか。

　和己の声が聞こえてきた。

　さっきと同じ台詞せりふを繰り返すレコーダー。もう機械を地面に叩たたきつけてしまいたくなるが、ふと、気になって耳を澄すませる。

　和己以外の声も入っているのだ。




『離せガーゴイルさん！　きゃた、脚立もってこい！　俺の妹に――！』

『落ち着くのだ林吾。汝は結局、誰が相手でも同じではないか』

『ほう、吉よし永ながの小こ倅せがれめ。果実のように赤くなりおって。カワイイものよのぅ』

『和己くんもやるねぇ。そうだな、梨り々りちゃんにもいずれいい男が現れることを考えると、私はその時どんな……ところで君はさっきから何をしているんだい？』

『シッ、黙りなさいエロマント！　マイクがズレる！』
















　一体、あの場に何人いたのだろうか。

　とりあえず帰ったらガーゴイルから問いつめることにしよう。

　レコーダーの電源を切り、身体の火照りを抑おさえるためにしばらく休んでいると携帯電話にメールが届いた。

　桃からだった。

　何の変へん哲てつもない、いつも通りの挨拶。




　――それから、さっきの返事。




　また顔が赤くなった。
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　さわやかな朝の光が差し込んでくる。

「続いてのニュースです。輸入家具で知られるミズノの代表が今け朝さ、突然の辞任を発表というショッキングな出来事です」

　百ひやく色しきの家にある四十インチのワイドテレビから、アナウンサーの神妙な声が聞こえてきた。

　現在、百色が広げている新聞紙の一面記事にも同じ事件が報道されていた。

『ルルル、オレ、コイツラ、シッテル』

　ソファに座って朝のコーヒーを飲んでいる百色の背後に、巨大な自動人形が出現した。梨り々りの良き理解者、デュラハンである。

「そうだね。なにしろ、昨日のことだし」

　テレビ画面に映うつっているのは、ミズノグループの会長とその側そつ近きん。

　彼らは先代の水みず野の隆りゆう一いちが作った密みつ輸ゆのルートを現在まで利用していた。正確には、そのルートを拡かく大だいして様々な物資を密輸していたのだ。先代が亡なくなり、チャックが手をひいてもコネは残るというわけだ。

　調べてみると、チャックの場合は密輸というよりも届け物といったほうが近い。百色に言わせれば無罪に近いくらいの軽犯罪だ。だがミズノの幹部がやっていたのは完全な犯罪だった。

　だから百色が手を下した。

　ミズノグループ本社に盗みに入り、チャック時代の密輸の証しよう拠こを全すべて処分し、逆に彼らの密輸の証拠はバッチリと控ひかえた。おかげで彼らは百色に弱みを握にぎられ、これからも情報を提てい供きようしてくれることとなった。一いつ石せき二に鳥ちようというやつだ。

「ご覧下さい、ミズノグループの会長の頭を。坊ぼう主ず頭あたまになっているのがおわかりいただけますか。会長だけではありません、幹部一同すべて丸坊主です。これは何かの意い思し表示なのでしょうか――」

　本当に理解できないと言いたげな口く調ちようのアナウンサー。

　テレビの中で頭を下げる坊主たちを見て、百色は思い出す。

「デュラハン、それもう取っていいよ」

『ルルル』

　デュラハンの手にはバリカンが装そう着ちやくされていた。ガチャガチャと音を立ててアタッチメントを外はずすデュラハン。

「おはよー」

　そこへ梨々が起きてきた。またゲームをやっていたのだろう、眠そうな目をこすっている。夜よ更ふかしは肌の天敵と言っていたのは誰だれだったか。

「わぁ、キレイ」

　テレビを見て目を開く梨々。

　テレビの中は薄うす紅べに色いろで埋うめ尽つくされていた。

「続いてのニュースです。全国各地で桜が満開です。その下をくぐるのは、涙を拭ふく卒業生たち。昨日から全国の学校では卒業式が行われております――」
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　二次試験からは和かず己みの快かい進しん撃げきだった。スーパー絶好調の和己はなんの苦労もせずに大学に合格した。というのは受かった後での感想で、二次試験の時はやっぱり緊きん張ちようして失敗をやらかしまくったわけだが。

　受かった時は家族総出でパーティを開いた。

　吉よし永なが家けだけでなく、桃ももや林りん吾ごや範のり太た、百色の一家や兎と轉てん舎しやのお姉さんや、彼女が引っ張ってきた東ひがし宮みやから、彼が引っ張ってきたヒッシャムとオシリスやらで、吉永家は庭まではみ出すほどの大おお所じよ帯たいになってしまった。

　林吾は芸大に合格し、和己と同じく春から大学生だ。とはいえ受験から帰ってきた林吾は「芸大生ってコェ～……」とつぶやいていたのを見るに、それなりに苦労が待っていそうである。

　範太も奨しよう学がく金きんが下りたので、春からアメリカで暮らすことになる。図書館の壁へき画がはチャックと範太の共同制作ということになっているが、絵に詳くわしい人は早くも範太の才能に気づいているようで、これからが期待されているそうだ。

　しかし林吾と範太は良くても、他のクラスメートはそうではない。教室では毎日のように一いつ喜き一いち憂ゆうする姿が見られる。

　そして各々がそれぞれの進路を、とりあえずながら定めた頃――







　講堂に厳おごそかな曲が流れ、担任が名前を呼んでいく。小さなざわめきは、曲によってかき消される。

『――吉永和己』

「はい」

　スピーカーから流れる声に答え、席を立つ。

　その次に女子の名前が呼ばれ、隣の列の女子が席を立つ。全員の名前が呼ばれたところで、揃そろって着席。

　中学生の時は一人一人壇だん上じように上がって、校長先生から直接卒業証書をもらったのだが、高校ともなるとそうはいかないらしい。時間の都合だろう。

　和己は首を動かして、保護者席を見る。

　ママがいた。綺き麗れいな服を着てこちらを見ている。

　あ、目があった。とりあえず小さく手を振っておく。そしてママの隣にはなぜかガーゴイルが座っていた。

『校歌斉せい唱しよう』

　三年間、聞き慣れたメロディが流れる。校歌にそこまで愛着を持っていなかった和己だが、これで歌い納おさめになると思うと、自然に歌う力が籠こもる。視線を横に移すと、女子の一部が泣き出していた。

　和己が入学した時も、この歌から始まったのだ。季節の節目には、かならず講堂で校歌を歌う。その時の思い出が、逐ちく一いち蘇よみがえってくるようだ。

　厳かな式は、二時間ほどであっけなく終わった。

　整列して講堂を出ると、みんな背伸びをして肩かたの荷にを下おろす。卒業式の間に重いものが肩に乗った気分になるのは、和己も同じだった。こんな気分になるのも、これで最後だと思うと、この疲れも悪くない。

　教室に戻ると、みんな最後のＨ　Ｒホームルームを待ちながら雑談していた。

「ねぇねぇ吉永くん！」

　いきなりクラスの女子に話しかけられる。三人くらいで集まって、何かを期待する目で和己を見ていた。

「な、なに……？」

「お願いがあるの！　卒業までに一度だけ！」

　まさか第二ボタンとか言うのではないだろうか。

　学ランならともかく、ブレザーの第二ボタンってそんなに価か値ちがあるものなんだろうか。

「これっ！」

　差し出したのは、女子の制服。

「一度でいいから、これ着たところを写真に撮とらせて！」

「イヤだよ！」

　もちろん速そつ攻こうで断ことわった。

「クラスの女子全員で話し合った結果なのよ！　みんな見てみたいって！」

「そんなこと全員で話し合わないでよ！」

　詰つめ寄よる女子にたじろいでいると、救いの手が伸びた。

「おいオメーラ！　和己にヘンな格好させるなよ！」

「なによ片かた桐ぎり！　邪じや魔ましないでよ！」

「チッチッチ」

　現れた林吾は指を振る。

「オメーラはナニもわかっちゃいねぇ！　和己に女装なんて、シロートのやることだぜ！」

「なんですって!?」

「あえて言うなら、猫に猫耳をつけるような愚ぐ行こう！　実際に見たらあまりのフツーさにガッカリするぜ！」

「うっ……」

　林吾の発言に納なつ得とくしてしまったのか、黙だまり込む女子たち。

「じゃあどうすればいいってのよ！　あ、そうだ南みなみくん」

「ん？」

　卒業証書の筒つつをポンと鳴らして遊んでいた範太。

「なんか吉永くんに似合う服ない？　美術部だったら、いいセンスしてるでしょ」

「ちょっと！　ハンタに何させてるんだよ！」

　和己が止めようとするが、何を思ったか範太は真剣に考え込み、

「……体操服に、短パン……なんか良いんじゃないか」

「ハンタ!?」

「お、それならちょうど今持ってるぜ」

　林吾が短パンを取り出す。学校指定の体操着はジャージなのに、なんでそんなものを今持っているのか。

「それよっ！」

　女子たちが目を輝かがやかせる。

　それからＨＲが始まるまでの間、和己は地じ獄ごくの鬼ごっこを体験することになった。女子全員に取り押さえられたところで、担任の先生がやってきて九きゆう死しに一いつ生しようを得たそうだ。







　ＨＲが終わり、クラス全員で担任に花束を贈った。初老の先生は目を丸くしていたが、涙を流して喜んでいた。そんな先生を見て、また女子が涙を流す。

「吉永！」

「痛いたっ！」

　下げ駄た箱ばこで靴くつを履はいていると、背中を強く叩たたかれた。

　振り返ると範太だった。

「これから家に帰って、すぐに空港に行く。メールアドレスは変わってないよな？」

「うん」

　ふと見ると、範太の頰ほおが異様に赤い。

「ハンタ。その顔……」

「ああ、ちょっと、桃にな」

「桃ちゃんに？」

「ケジメだから、と言ってな。キッツイのをもらった」

　あの夜のことか。古典的な男のフリ方ではあるが。

「……なんで両方？」

　かなり強く叩かれたのだろう。春だというのに鮮あざやかな紅葉もみじが二枚、右と左の頰に描かれていた。

「よくわからんが、こういうのは倍にして返すものだと言っていた」

　そんな作法、初めて聞いた。

　これからも桃を怒らせないようにしよう。

「じゃあ、次は夏な」

　そして範太はもう一度和己の背中を叩き、足あし早ばやに下校していった。

　とても淡たん泊ぱくな別れ方だったが、それでいい。和己はこれからも御ご色しき町ちように住むのだし、季節の変わり目にはチャックと共に何度か帰国するそうなので、思っていたよりたびたび会えそうなのだ。

「さて、僕も帰るかな」

　靴をはき終え、上うわ履ばきをカバンにしまう。もうこの下駄箱を使うこともない。教科書の類たぐいはすでに持ち帰っている。

　林吾は演劇部に挨あい拶さつしてから帰るそうだ。演劇部員たちは林吾のことを尊敬していたようだが、卒業式の後はいつものように雑談しているところしか見なかった。卒業してもＯＢとしてちょくちょくやってくるらしい。

　下駄箱を出ると、桜と桃が出迎えてくれた。

　校門を守るように咲く桜の木の下に、片桐桃が立っていた。

「桃ちゃん」

「卒業、おめでとうございますっ！」

　ポニーテールを跳はねさせて、元気に礼をする桃。

「ありがと。桃ちゃんはいいの？　林吾が今、演劇部のみんなと騒いでるみたいだけど――」

「それですよっ」

　と、桃は和己の手を取る。

「センパイどうせ帰っちゃうと思ってたから、引ひき留とめに来たんです。ホントははんちゃんも一緒が良いんですけど」

「ハンタはもう空港に行っちゃったよ」

「そうですね。早く行かないとケイトがうるさいですからね」

「ケイト？」

　初めて聞く名前だ。

「チャックのお嬢じようさんです。あたしよりひとつ年下なんですけど、あの子サムライに憧あこがれてて、子どものころから硬こう派はなはんちゃんに懐なついてましてね。きっと向こうに行ったら振り回されるんでしょうねー」

　そんな子がいたのか。今度、範太に会ったらいろいろ聞いてみよう。

「さ、いきましょセンパイ」

「いいのかな、僕？」

「何言ってるんですか。センパイももう演劇部の一員なんですからね。いろいろ手伝ってもらいましたし」

「そうかな？」

「そうなんです。ホラ、みんな待ってますよ」

　背中をぐいぐい押されて校舎に戻される和己。

「そうだぜ、和己！　早く来いよ！」

　二階の教室から林吾が顔をのぞかせていた。

「みんなお前がいないと始まらないってよ！　酒もあるぜ！」

「お酒!?」

『ほう、酒と言ったか』

　最後の声は和己の隣からだった。

　目に光を溜ためたガーゴイルが座っている。ママと一緒に卒業式を見に来ていたのだった。よりによってガーゴイルの前で飲いん酒しゆを宣せん言げんするなんて。

「げぇっ、ガーゴイルさん！」

『そこを動くなよ林吾。汝なんじには教育すべき事がまだあるようだからな』

　言うが早いか、ガーゴイルの姿が消え、代わりに林吾がいた教室でなにやらドタバタと騒ぎが起こり始める。窓が光ったのは、光線を放はなったからだろう。

「相変わらず、バカなんだから」

　桃が総評する。

　だけど和己は少し安心した。

　相変わらず、くらいでちょうどいいのだろう。高校を卒業したくらいで、人間そんなに変わるものではない。範太とはいつでも会えるし、林吾もバカばっかりやっている。

　家に帰ればガーゴイルが待っているし、御色町も平和だ。

　そして隣には桃がいる。

　この相変わらずの状態のまま、少しずつ歩いていこうと思った。

「とりあえず、ガーくんを止めに行こう」

「はいっ」

　和己は制服の襟えりを正すと、卒業したばかりの校舎に戻っていった。その後ろを桃が嬉うれしそうについてくる。

　まだ桜は咲き始めたばかりであった。





おわり　　














































　あとがき




　どうもー！

　田口仙年堂でございます！







　とうとうガーゴイルも十二巻です。

　ほんの少しだけネタバレをしますと、この巻が終わる頃には、作品の中で二年が経過します。双ふた葉ばも学年がひとつあがり、和かず己みも新たな道への一歩を踏ふみ出だします。そしてこれから先、三年目の御ご色しき町ちようは一体どうなるのか。今後、物語は一つの核心へ迫ることとなるでしょう。次回以降をお楽しみに。

　ところで我ながら書いていて不ふ思し議ぎなのですが、どうして時が過ぎる世界にしてしまったのでしょう。サザエさんみたいに永遠に時が止まった世界にすればいいものを。

　しかし止まった時間の世界だと、読んでいる自分がキャラの年ねん齢れいを超えるという不可思議な現象も起こるわけでして。そういうとき「老ふけたなぁ」と思ってしまうのです。だったらまだキャラと一緒に成長したほうが自然かな、と。

　何も架か空くうのキャラだけとは限りません。実在する女性タレントの年齢をうっかり超えてしまうこともあるのです。具体的な名前は伏ふせますが。

　なんで時間と年齢の話ばかりするのかというと、こないだ誕生日を迎えたんです。

　受賞当時は二十四だったんだけどなぁ。もうボーイじゃ通用しません。立派なオッサンです。身体も若くないんです。

　とはいえ、精神年齢は子どもです。いいトシこいて、という言葉は俺には通用しません。むしろ脳は永遠に子どものままでいたいですな。そうやって若者と同じセンスを磨みがくのです！　いや、子どもでもしないようなミスを連発する言い訳じゃないですよ？

　ついでに身体も若ければサイキョーなんですけどねぇ……子どもの時から運動苦手だったから、今の仕事やってるんだけどね。







　もうとっくに放映が終わったというのに、毎回毎回アニメの話ばかりしている俺。

　でも、まだまだ話のネタは尽きません。

　というのも、こないだアニメの同窓会に行ってきたんですよ。同窓会っていっても、スタッフさんや声優さんが集まって飲むだけでしたが。

　普通なら五、六人で集まってチビチビ飲むようなものらしいんですが、その日はなんと二十人以上の人が集まって、立派な宴えん会かいになりました。

　まるで収録が終わったのがついこないだのように、あの時の思い出話を語りました。いや、これだけ多くの方がアニメのガーゴイルを愛して下さってるんだなぁと、とても嬉うれしくなりました。

　さらに俺は結婚祝いの色紙までもらっちゃいました。スタッフのみんなで寄せ書きをしてくれて、感かん無む量りようでした。みなさん、ありがとうございました。色紙はウチに飾かざってありますんで。

　声優さんも「またこのメンバーで集まってやりたいね！」と仰おつしやっていましたよ。俺もそう思います。是ぜ非ひまたやりたいです。

　――いや、催さい促そくしているんじゃないですよ？　（誰に？）

　ちなみにＡＴ－Ｘで五月からまた放映します。

　気になる方は、今すぐチェックだ！







　どうでもいい話。

『モンスターハンターポータブル2nd』のプレイ時間が二百四十時間超えた……。まる十日やってるのと同じ計算ですよ。

　ネットをうまく利用すれば複数の人と遊べるとはいえ、その大半が一人でのプレイ。それで二百四十時間というのは、今までの俺から考えるとちょっとオカシイ。

　最近、ゲームを長時間やらなくなったんです。長くて二時間くらい。ゲームの質のせいだろうか、それとも俺の集中力が衰おとろえているせいでしょうか。さっきの話とかぶるけど、老いのせいかな。

　なんて思っていた矢先にこのゲームの発売。こりゃ年齢は関係ないですな。長時間プレイできない理由は、３スリーＤデイー酔よいかな。あと、頭を使うゲームが増えてきたから、目よりも脳が疲つかれるんでしょうね。最近はＷｉｉのせいで腕が疲れたりも。プレイすればするほど健康になる、『ビ●ーズブート●ャンプ』のゲーム版とか出ないかなぁ。







　お礼こーなー！

　今回はホントに最初から最後まで迷惑かけっぱなしでしたー！　マジですいません！　でもいろいろ便べん宜ぎを図はかってくれて感謝します、担当Ｍ女史！

　そして日向悠二さん！　なんか最近は俺より忙いそがしくなっている気もするようなしないような。俺の後から『世せ界かい樹じゆの迷めい宮きゆう』はじめて、もう俺を追い抜いたヨメをどう思いますか。そしてまだ第三層から抜け出せない日向さんを助けてあげたい……！







　次は夏かな。

『おるたなてぃぶ』の三巻か、はたまた『ガーゴイル』の十三巻か……たぶん『おるた』の三巻でしょう。

　いずれ『おるた』も、本編と交まじわる時があるでしょう。その時、御色町に何が起きるのか。それはまだわかりません。

　ではまた次回！　お楽しみに！

　今回も買ってくれてありがとー！







　追伸、どうでもいい話その二（どうでも良くねぇよ！　注：担当談）。

　FB onlineで連載してる『コッペとＢＢ団　その３』と、コラムもよろしく！





田口　仙年堂　　　
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